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プロローグ　見回りと水あめ


初夏。黄下月こうしもつきにもなると、モルテールン領は猛暑もうしょと思えるほどに暑くなる。ただでさえ雨の少ない地域。快晴が何日、何十日も続くような晴れの国では、日中外に居るだけで我慢大会の様相を呈ていする。


「あじぃ……」


「馬鹿になりそうな暑さだな」


モルテールン家従士ジャスパーとクロノーブの二人が、暑さに不平不満を漏もらす。


この二人は今年入った新人であるが、大きな共通点があることから仲が良い。


その共通点とは、他の貴族家に親が仕えているということ。そして、当分は重要な機密に触れさせては貰えないと分かっていること。


ジャスパーはモール騎士爵家の出身。親は軍家であり、カドレチェク公爵の派閥はばつにどっぷりと浸かった、ずぶずぶの公爵派。カドレチェク公爵の紹介でモルテールン家に雇われたのは良いのだが、色眼鏡で見られることは当然のこと。忠誠心と口の堅さを信じてもらえるようになるまでは、まずもって重要な仕事は任せてもらえないと諦めている。


背の低めなクロノーブ。彼の親は、ボンビーノ子爵家に仕える従士であり、コテコテの南部閥。父も、祖父も、曾祖父も、ずっと子爵家で仕えてきたという家系。


本来であれば子爵家にそのまま仕えても不思議はないのだが、英雄願望のある兄のジョアノーブが、憧れからモルテールン家に雇われたことを切っ掛けにし、彼の家の好待遇での雇用条件を知り、自分も後に続けと雇われたのだ。


尚、兄が甲殻類こうかくるい、自分は青魚で発疹ほっしんが出るからという理由もある。アレルギーというものを知らない世界でも、経験則けいけんそくとして特定の飲食物で発疹や体調不良が起きる先天性の病気は知られていて、彼ら兄弟がそれである。


三食海鮮尽くしということも珍しくない港町で、おまけに上には健康な兄が居る。そのまま子爵家に雇われても、自分たちが辛いばかりだとして、新天地を求めた兄弟の結論には、親も反対しなかった。


海鮮類にアレルギーがあれば船乗りは出来ず、船乗りが出来ないならボンビーノ子爵家では日陰者である。それならば、自分たちの主家と繋がりの強い家に好条件で雇ってもらうのが得策という判断だ。


まして、婚姻政策によって主家と旧主家が縁続きになるというのなら、もう半分ぐらいは身内であろうとも思っている。


「クロンはもう馬鹿だし、大丈夫じゃない？」


ごく自然に相方を揶揄からかうのはモルテールン家の悪い家風だ。口の悪い連中が上層部に多いので、自然とジャスパーのような新人まで口が悪くなる。というよりも、モルテールン家に一生懸命馴染もうとして、多少無理してでも周りの真似をしているということだ。揶揄い方もまだまだぎこちない。


「喧嘩売ってるなら買うぞオイ」


「止めようぜ、この暑いなか。無駄に使う体力なんて無いからな俺。何て言ったっけ、先輩が言ってた……そう、省エネ。俺、省エネとかいうのを目指してるから」


「何だそれ」


他家の色がついていて、まだまだモルテールンに染まり切っていない二人。


彼らが今何をしているかといえば、見回りだ。それも、人っ子一人居ない、見渡す限りの荒れ野を巡る、忍耐と苦痛を伴う苦行。


モルテールン領の本領は、広さだけならば大貴族並みの広さがあるのだが、大半が山や荒野という不毛の土地。人が住める土地だけで勘定するならば、中小規模の下級貴族の領地にも劣る。


つまり、オアシスの如き僅かな潤いに集住するという特異な環境。犯罪やら騒動やらも、基本的には人が集まったところで起きる為、普段は警備も村に対して集中的に行われる。時折、街道を見回って異常が無いか確認する程度。


しかし、ここモルテールン領は、国境を守る最前線という性質もある。


四千メートル級の山々が聳そびえ立ち、人の往来を防ぐ天然防壁となってはいるが、それとて絶対というわけでは無く、いつ何時、隣国の軍隊が越境してくるか分からない。


そこで定期的に見回り、外国の人間が越境してきた形跡や、それに類する前兆が無いかを確認する必要がある。


若い新人二人が任された仕事が、まさにこの確認の為の見回りである。


指定された場所から、マニュアル通りに周囲を見渡し、お互いに見落としが無いかを確認し合う。丁寧さと真面目さがあれば務まる仕事だが、それが中々に難しい。


「異常あるか？」


「異常に暑い。クソ暑い。死にそう」


「異常なしっと」


既定のルートの中間地点。ここには、掘立小屋のようなものがあった。四方に立てた柱に、壁板を張り付けただけの粗末な造り。雨風をしのぐには十分だが、暮らせと言われれば顔をしかめるボロ屋。


ここは、モルテールン家中では見張り小屋と呼ばれている。


偶にペイスやカセロールが、魔法で物資をまとめて置きに来る倉庫も兼ねていて、保存食の類は常備してあるのが特徴。


実は建物こそボロッちく見えるが、中に入れば石積みで囲ってあったり、狭間すきまが有ったりと、地下室が隠してあったりと、割としっかりしていたりする。外見は偽装なのだ。敵にはさほどの重要な場所とは見られないようにしつつも、万一の時には戦術拠点となるように整備された施設。隠語いんごが「見張り小屋」というわけだ。


故に、備蓄環境もしっかりと整えられているということ。


水こそ持って来た水袋以外には無いものの、食べ物は比較的豊富なのだ。






申し訳程度に備え付けられた、殴りつければ取れそうな鍵を開け、小屋に入る二人。


「さっさと名前とか書いとけよ」


「自分の分は自分で書けって。えっと、黄下月二日、ジャスパー、堅パン二、肉二、使用目的？　見回りでいいよな」


「俺の分もついでに」


「お前ねえ……」


見回りの為に設けられた施設とはいえ、一応備蓄倉庫兼用なので、使用量と備蓄量は常々チェックされる。ジャスパーは、黒っぽい石板に、蝋石ろうせきの石筆で自分の使用量を記入しておく。


この備蓄の量のチェックも、見回りの仕事の内だ。ここに食料があることは昔からモルテールン領に居る人間なら知ってるわけで、窃盗被害に遭っていないかの確認も兼ねている。


そろそろ建物を立派に建て替えて、見張り台を立て、倉庫には鍵をしっかりとかけようという提案もなされているのだが、優先度が低い為後回しにされていたりもする。


「備蓄の量は大丈夫っぽいな」


「こっちのやつは古くなってるな。一応、報告しといた方が良いかも」


缶詰やレトルト食品があるわけでもなく、真空パックもカップラーメンも無い世界。保存食といえば、乾物や塩漬けが多い。それも、現代のように一年二年と保つわけでもない。


古くなってきた備蓄をチェックして、定期的に新しいものと入れ替えるのも、業務の範疇はんちゅう。


大方のチェックが終われば、今日の仕事はひとまず終わり。


今日は見張り小屋に泊まりだ。野営よりはマシとはいえ、住環境が酷ひどいことには変わりはない。


「水はまだあるよな」


「あと三つか？　明日の見回りもあるから、あんまりがぶ飲みするなよ」


「ザースデンに戻るまで温存しても仕方ないだろう」


「まあそうだけどさ」


水は備蓄には含まれていない。モルテールン家以外の人間が不正利用した時を想定して、あえて水気を一切持ち込んでいないのだ。ワイン樽も置いてあるが、中身は毒なので絶対に口にするなというのが、先輩からの大事な申し送り事項。


しかし、水が無くてはこの暑い中では早々にミイラになりかねない。故に見回りの人間は、いくつもの皮の水筒にたっぷりと水を入れて仕事を遂行する。


革の袋にたぷたぷとした水の音。汗が噴き出るような日には、皮臭い水でものどを潤す甘露である。


「うめえ」


「飲み過ぎるなよ」


「わあってるって」


「あ、馬鹿、飲みながら喋しゃべるなよ。零れてるだろうが勿体ない」


貴重な水が、地面に広がる。


流れていく先を目で追ってしまうのは、貴重なものだからという未練だろうか。


「お？」


携帯用の皮の水筒から、絞り出すようにして水を舐めていたクロノーブが、部屋の中に見慣れぬ瓶びんを発見した。


素焼きの壺のような、土気色をした小瓶。握りこぶし大の大きさのそれは、持ってみると何かしらが詰まっていそうな重みを感じる。


「何だこれ？」


「何か書いてあるぞ」


瓶には、紐で小さい板が括くくりつけられていた。現代人なら値札と呼びそうな薄い板っきれに、整った几帳面な字で書付がある。


「水あめ？　保存用……って書いてある。この字はペイストリー様の字だ」


「食いもんかな？」


「ペイストリー様が作ったんならそうだと思うけど……ここに置いてあるってことは、別のものかも」


「別のもの？」


ジャスパーのいう別のものとは、この小屋の本来の用途に属するもののこと。


敵対勢力、主に外国勢力の侵入を監視し、可能ならば撃退する為の拠点となるのが今いる場所。そこに備蓄されているものであれば、軍事目的、という用途を思い起こす。


ねばねばとした得体の知れない液体。それが軍事物資というならば、まず真っ先に〝毒〟という言葉が浮かぶ。


ワイン樽には毒が入っているから絶対に飲むな、と先輩に教えられたように、これもまた毒であり、矢に塗るか、剣や槍に油がわりに塗るか。


なるほど、油の類という線もある。あのお騒がせ少年のことだから、新しい油を作っても不思議はない。手や顔に塗る油は、こういう粘度がある奴だよなとジャスパーは考えた。


或いは、薬かもしれない。


モルテールン家といえば、医術に秀でているというのがもっぱらの評判。のど飴は万能薬扱いだし、航海病こうかいびょうの治療法も発見した。


末期と思われていた病人を引き取り治療したこともある。ペイスの祖父であったが、今は健康を取り戻して悠々自適な隠居生活を満喫している。


この小屋は、一般人は立ち入らないし、外部の人間にはほとんど知られていない場所。ならば、秘薬の一つや二つ置いてあっても、おかしくない。


少なくともジャスパーにはそう思えた。


現代人ならばこんなボロ屋で、粗末な鍵しかないところに貴重品を置くはずがないと分かるだろうが、残念なことにジャスパーはまだ若く経験不足だ。


「毒とかだったらどうする？」


「くんくん……蜂蜜はちみつっぽいかな？　やっぱ食い物じゃないか？」


クロノーブが、指を瓶に突っ込み、指に付いた粘りのある物体を舐めた。


「あっ、おい!!」


「甘えええ!!」


怖いもの知らずと言ってしまえばそれまでだが、毒かもしれないという話をしていて、躊躇ちゅうちょなく舐めるというのは中々に度胸がある。


同輩の無謀。それに呆気に取られると共に感嘆したジャスパーだったが、うまいうまいと水あめを舐める同僚を見て、自分もと恐る恐る手を出す。


「あ、甘い」


「な？　やっぱりこれは食い物だって。水あめってのは、飴の仲間だろうと思ってたんだ。危ないものなら、従士長とかが何も言わないのも変だしさ」


「お前、意外と賢いな」


「褒めても何も出ないぞ」


「あ、これならそこの堅パンに付けても美味しいかも」


「それ良いアイデアだ!!　カチカチで食いにくかったから、丁度良いかも」


釘が打てそうなほどに焼き固められた保存用の堅パン。それに水あめをまぶして食べる。二人は、その選択が正解だったと実感した。


パンをスープに浸して食べるのは、この世界では常識の範疇。パン屋がある大きな街とは違って、ザースデンでは週に一、二度でしかパン焼きの日が無い。日が経ち、固くなったパンをふやかして食べるのは、珍しくもない光景だ。


だが、水あめに浸すとそれとは全然違う。しっとりとしながらも、はっきりとした甘さ。水あめだけならば大量に食べるのは無理かもしれないが、パンで甘さを調整できれば、幾らでも食べられそうだ。


「……二人とも、美味しそうですね」

            





    
  
  




バクバクと、備蓄を食いつくさんばかりに食べていた若者二人に、ふと声が掛かる。


「あれ？　ペイストリー様。いつの間に？」


「さっきですよ。ちょっと問題が起きたので、皆を集めているところなのです。二人は泊りがけで見回りとのことでしたから、僕が迎えに来ました」


トラブルが起きた、というペイスの顔には、焦りはない。それを見て、新人二人は困惑しつつも同行に同意した。


モルテールン家がトラブルと騒動に愛されているのは今に始まったことではなく、心穏やかで平穏な日々が遥か彼方に旅立ってしまったことは、彼らでも分かっていること。


「それはそうと」


ペイスは、周りを見やる。


食い散らかされた備蓄。明日のことなど考えていない程に中身が減っている水筒。食べかけの肉片。


そして、見覚えのある瓶。


「記録よりも、かなり消費しているようですが？」


「あ、書き直すところでした」


「いや、この水あめっての、美味しいですね」


本来の消費予定量を大幅に超えて腹に収まった食料。


その原因は、調味料たる水あめだろう。


美味しかったと感想を言う二人に、ペイスの目線は生暖かい。


「とりあえず、これから二人は屋敷に戻ってもらいますが……」


「はい」


「常以上に食べた分は、給料から天引きしておきましょうか」


「ええ!?」


見回りの時の食事は福利厚生の範疇。普段ならそう言っているペイスの、無情のお達し。


若手二人は口々に不満を言おうとしたが……。


「……僕が折角せっかく試作していた水あめを、許可なく食べてしまったのは許しません」


「そんなあ」


「水あめの代金も天引きしておくとしましょう」


ジャスパーとクロノーブは、思わず互いに顔を見合わせた。

            





奇妙な襲撃


珍しい人物が居た。


その当人に何かしらの希少性があるわけでは無く、本来居るはずの無い場所に居るという意味で、珍しい。


居るはずの無い場所とは、モルテールン領のザースデン。居るはずの無い人物とは、王都に居るはずのコアントローだ。


「それで、大将が襲われたってのは本当か？」


シイツがコアントローに訊ねる。長らく同僚として過ごす間柄に遠慮は無く、前置きも無しに本題から聞くあたりに、斟酌しんしゃくのない関係性が窺える。


コアントローは、現在王都に詰めている。一応はペイスの父であるカセロールの護衛ごえいとして、普段から男爵だんしゃくの傍そばに居り、王都に務めるモルテールン家の家人や下人を取りまとめる立場だ。


カセロールの護衛は、護衛される当人が歴戦の勇士なので形だけのものではあるが、王都別邸の警備であったり、男爵夫人アニエスの警護の手配であったりといったことも業務に含まれている為、気軽にモルテールン領まで遊びに来れるような立場ではない。


そんな重要人物が、カセロールの伝言と指示を携たずさえて送られて来たというのだ。ただ事ではないと感じ、シイツも気を引き締めた。


「ああ」


軽く首肯するコアン。表情は険しい。


「詳しい経緯は、僕が説明しましょう」


真面目な人柄と腕っぷしを買われて雇われたコアントローは、物事を説明するといったことは苦手にしている。


寡黙かもくな性質たちなのはシイツ始め皆が知ることなので、前もって報告を受けていたペイスが説明を代行する。


「ことの起こりは一昨日の晩。農務尚書のうむしょうしょの御子息に、子どもが生まれたということで祝いの席があり、父様も呼ばれて顔を出していたそうです」


内務系の大貴族である農務尚書は、王国の農業政策を預かる重鎮じゅうちん。一応は内務閥に属するのだが、派閥内派閥とも取れる中規模な一派を率いる領袖りょうしゅうでもある。開拓や災害対策などでは軍人と足並みを合わせることも多い為、比較的軍務閥と近しい立ち位置であり、その縁からカセロールとも面識があった。


また、貿易政策においては保護貿易、制限貿易を強く推す一派であり、国内の産業を保護する為にも、外国の農作物や加工品は一切輸入するなと訴える立場の為、外務閥とは極めて折り合いが悪いことでも知られる。


「農務尚書に孫が産まれたと」


「ええ。それ自体は別に問題ないです。問題だったのは帰り道。父様は馬車で帰宅したそうなのですが」


「魔法も使わずに？」


「ええ。そこで、襲撃を受けたそうです」


ペイスの父親であるカセロールの【瞬間移動】の魔法は、モルテールン家の〝表〟の切り札だ。国内でも公おおやけになっている魔法であり、隠匿いんとくされることが常の魔法使いには珍しく、他家でも金次第で利用可能というのがカセロールの強み。


魔法とは利用価値が極めて高く、属人性の強いもの。魔法使い当人にとっては、利益と同時に危険性も高くなる。便利な能力程、他人からすれば嫉視しっしの対象であり、たった一人を何とかしてしまえば良いということで、悲劇が起きやすい。手の内を悟られないように、出来るだけ情報を隠すのは自己防衛の範疇はんちゅうだ。


また、貴族などの権力者に庇護ひごされることで自己防衛を図る魔法使いも多いが、抱え込んだ貴族家にしても切り札は隠しておきたいもの。どこまで情報を明かすかを調整することはあっても、ノーガードで情報を垂れ流しというのは愚策ぐさくの極きわみである。


つまり、使い方から能力のデメリットまで、一切がつまびらかになっている魔法は殆ほとんどなく、数少ない例外が【瞬間移動】というわけだ。


元々この魔法で成り上がったのがモルテールン家の始まりでもあり、モルテールン家といえば【瞬間移動】と言っても過言ではない。最近ではお菓子などでも名前が売れつつあるとはいっても、やはり魔法の利便性や過去の武勇伝は根強い。


最近ではカセロールが王都に詰めていることもあり、割と頻繁ひんぱんにカセロールの元を貴族や商人が訪れている。


ある程度の金銭や取引材料を以って、カセロールに魔法を使ってもらうためだ。


馬を飛ばして何日も掛かる距離を、文字通り一瞬で移動できる便利さは、仮に現代の科学技術を駆使したとしても再現不可能なほど。客などは引く手数多だ。


しかし、魔法と言っても万能ではない。魔力量が国内屈指くっしのペイスとは違い、カセロールの場合は魔力がさほど多くなく、魔法を使う場合でも、体調が良くても日に数度。距離が遠く、また運ぶ質量が大きい程魔力消費も増える。


国軍の一隊を預かる身として、自分の切り札をそう容易く使い切ってしまうわけにもいかず、貴族街内での移動程度の近距離ならば、魔法ではなく馬車を利用するというのもモルテールン家のお家事情だ。


今回、馬車で移動していたのも同様の理由。魔法をあえて使わずに移動していた。


そこを、何者かに襲われたという。


「大事おおごとじゃねえですか。大将は無事ですかい？」


「ええ。父様も、そして母様も、ついでにコアンも。皆、怪我一つなく無事だそうです」


「そりゃあ良かった」


シイツは安堵あんどした。


従士長としての安堵もあるが、カセロールは彼にとっても長い付き合いの友人なのだ。最近は自分でも体の衰おとろえを実感する年になった。同年代のカセロールとて同じだろう。


自らの主君の力量に信頼を置くのは当然だが、それはそれとして老いの足音を聞き始めたことに不安もよぎる。


戦場で不覚ふかくを取ることは、いつだってあり得るのだ。


「ところが……」


「あん？」


「その時の襲撃犯の動きが奇妙だったというのです」


「奇妙？」


奇妙というなら、目の前の銀髪の少年ほど奇妙な生き物もねえよな、とシイツは思った。世にも奇妙な不思議生物が服着て歩いて菓子作りをしてる。


思っただけで口にはしないが、そんなペイスが不思議がるのだから、よっぽどおかしいことなのだろうと推察する。


「ええ。襲ってきた割には、此方に危害を加えるつもりがないような動きだった……と」


「はあ？」


シイツは、素すっ頓狂とんきょうな声を上げた。


「武装して、当家の馬車と分かった上で行く手を遮り、攻撃らしきものをしてきたは良いものの、父様の姿を見るや逃げ出した、という話です」


暴漢や敵対勢力から襲われること自体は、極めて不本意ながら珍しいことではない。ことモルテールン家に関しては。


カセロールの魔法は、戦場において指揮官や重要拠点をいつでも奇襲できるという点で極めて効果的であり、平時であっても諜報活動や物資人員の運搬に役立つ。汎用はんよう性が非常に高く、使い方次第で如何いか様にも活かせる万能の魔法。味方とするなら、これほど便利な能力もそうは無い。


しかし、敵対する人間にとっては、真逆。まず真っ先に何とか無力化したい能力ということになる。味方にとって最上級に便利であるということは、敵にとっては最悪に目障りということになるのだ。


敵対行動を起こそうとする人間が、最も邪魔になるであろうモルテールン家を襲うというのは、モルテールン家創設以来、幾度となく起きたことでもあった。


しかし、今回の件は、過去の類例には合致しないとペイスは言う。


「そりゃ妙ですぜ」


「僕もそう思います」


モルテールン家の知恵者二人が、共に唸うなる。お互いに、言いたいことは阿吽あうんの呼吸で理解しているようだった。


「あのぉ……何が妙なのか、教えてもらえませんかね？」


おずおずと声を上げたのは、ニコロだ。金庫の鍵を預かる若手であり、将来の幹部候補としてシイツに鍛きたえられている期待のホープ。


専門が財務だけに、軍事関係には若干疎いところがあり、シイツとペイスのやり取りについていけないと嘆く。


幸い、といって良いのか、ニコロの疑問は、集められたモルテールン家の家人の大半に共通するものだったらしく、場の雰囲気が変わった。よく言ってくれた、という雰囲気だ。


何でこんなことも分からねえんだ、というシイツを宥め、ペイスがニコロに説明する。


「当家が何者かに襲われるということは、今までもあったことです。それは知っていますね？」


「ええ、まあ」


「その場合、襲撃者の目的は大きく二つに分類されるのです」


「二つ？」


「脅威を排除したいか、行動を抑止するための脅迫か、ですよ」


モルテールンと敵対した相手は、必ず対処を求められる。放置は最も愚策となる悪手だ。厄介やっかいな駒が自由自在に動ける状況では、勝てるものも勝てなくなる。


まずそこで考えることは、真っ先にモルテールンの脅威を排除すること。これが出来るのが、敵にとって一番いい。カセロールがいなくなる。或いは魔法を使えなくなるだけでも十分。


多少の損害を覚悟してでも、上手くいけば一番厄介な相手が無力になる。


将棋しょうぎを指す時に、相手の飛車ひしゃと角かくを排除するようなものだ。多少の小駒を使ってでも、狙う価値は十分にあるだろう。


モルテールン家の創設当初、カセロールの魔法の危険性は武勇伝と共に周知された。しかし、当人の剣の腕や周囲の護衛戦力は軽視されていた。大戦で武功を挙げたのも、運が良かっただけだろう、などと甘く見られて、排除も簡単だと思われていた。


そのせいで、一時期は結構な頻度で襲われたものだ。今でこそ多少は減ったが、それでも〝魔法使いは直接戦闘に弱い〟という常識にとらわれ、襲ってくる輩やからはいる。


しかし、そこはこの手の輩を何度となく返り討ちにしてきたモルテールン家。そう簡単にやられるカセロールではないと、多くの人間が知るようになった。


そうなると、無理して排除を狙うのではなく、交渉の道具として武力を用いるような者も増える。


如何に有用で強力な魔法があり、剣の腕が確かでも、疲労もすれば睡眠も必要。四六時中襲撃者の相手をするのは不快でしかない。


それを狙い、交渉する。要は、嫌がらせの為に襲い、嫌がらせを止めることを条件に、カセロールと交渉しようとするわけだ。カセロールの周囲を狙うこともある。


襲われることに違いはなくとも、こういう輩は襲撃が失敗しても一向に構わないわけだ。


成功しても良し、失敗してもそれをネタに譲歩を迫る。そういう交渉をしてくる相手。


こういう相手は、得てして油断できない手ごわい相手だったりする。


殺す為か、殺すぞと脅す為か。襲撃とは、大別たいべつすればこの二つだとペイスは言う。


「どちらにしても、目的の達成には、我々に危害を加えることを必要とします。ハエが飛び回っていても脅威には感じませんが、ハチが飛び回っていれば脅威に感じる。最低でも、ハチの一刺しぐらいはこちらに危害を与えなければ、意味が無い」


「はあ」


実際にモルテールン家に脅威を与えられると示しておかねば、交渉の道具にすらならない。それはニコロにも分かる。


「今回の件では、意図してハエの真似事をしたという点が不自然、ということです。此方に危害を加える意図が無いのなら、何故わざわざ近づいて来たのか」


「なるほど……確かに変ですね」


まだ若干名、分かっていない者が居そうだったが、少なくとも質問者は不自然さに気付いたようだ。


襲ってきておいて、一目散に逃げだす。玄関のチャイムを鳴らしておきながら逃げるピンポンダッシュのような気持ち悪さを、ペイスやシイツは感じていた。


脅威は一切感じられないのに、鬱陶うっとうしさだけが残る。


「一体、何が目的なのでしょう？」


「さあ。可能性としては幾つか挙げられますが、推測の域を出ませんね」


「その幾つかの候補ってのも分からないんですけど」


ニコロ以下、若手は皆首を傾げる。


剣を抜いておいて即座に逃げ出す。これに一体何の意味があるのかと。


「例えば、当家の武名を利用しようとしている可能性」


「武名の利用？」


「よくあるでしょう。強そうな相手に、聞こえるか聞こえないか分からないような遠くからかかってこいと挑発してみるとか。言ってやったぜ、みたいな度胸試しです。当家が武名を高めていることを利用して、それに一矢報いた態ていを作って、箔はく付けに利用する」


「おお、なるほど、分かりやすい」


酒場に行けば、その手の連中は良く居ると、若手たちも頷いた。自分もそうであったという経験者もチラホラ。掛かってこいやと挑発しておきながら、相手が手を上げるとは欠片も思っていないタイプ。


つまり、カセロールが本気で相手をしないと分かっていて、襲ってみたという箔付け。モルテールン家と戦ったという虚飾が目的ということだ。


「或いは、本気で襲撃を掛けていたのかもしれません。全力で噛みつこうとしたが、ハエの羽ばたき程度にしか出来なかった」


「そんな馬鹿な」


「世の中には、想像以上の天才も居れば、予想を遥かに超える馬鹿も居るということです。可能性はゼロではない」


尚、想像以上の天災には、ペイスも含まれているというのがモルテールン家の総意である。


世の中には間抜けも居れば阿呆も居るわけで、本気でカセロールに危害を加えようと襲ったものの、子どもの遊びにしか思えない有様だったという可能性。


この可能性も、ゼロというわけでは無かった。


「シイツ、他にもありますかね？」


「アリバイ作りってなあどうです。俺も昔、上の命令で『攻撃しろ』って言われて、あくび混じりに戦ったことがありますぜ」


「なるほど。それもあり得る」


過去の傭兵経験を語るシイツ。


一時的に金で雇われる傭兵には、忠誠心など期待できない。不本意な命令には、形だけ従っているフリをするというのもよくあるという。


「向こうも雇われで、こっちも雇われの傭兵。指揮官が経験不足なお坊ちゃんの上にケチなら、命かけるのも馬鹿らしい。適当に戦ってるフリだけするってのも、よくあった。今回も、そんな感じじゃねえですかい？」


「あり得ることですね」


ペイスはシイツの意見に頷く。


「何にせよ、僕らが推測を重ねても意味がありません。父様と意見をすり合わせておきましょうか」


実際の被害は皆無で、相手の動きが不自然だとしても、カセロールの乗る馬車が襲われたことは事実だ。無視してはおけない。


また、実際にカセロールやアニエスに危害を加えることが目的で、単に相手がショボすぎただけというなら、第二第三の襲撃があり得る。更に脅威を増した形でだ。


詳しい状況を、カセロールと打ち合わせて、必要ならば領内から護衛を送ることも検討せねばならない。


打ち合わせは必須。その為には、父親を呼びつけるよりは、息子が出向く方が自然だろう。


「坊、くれぐれも、さっさと戻って来て下せえ」


「シイツも心配性ですね。少し話をしてくるだけですよ」


「そう言って、仕事を俺に押し付けるとかは無しですぜ」


「分かってます」


それじゃあ早速と、コアントローの送還がてらペイスが王都に向かう。勿論、ペイスの魔法でだ。


久々の王都に着いたペイス。彼を待っていたのは、父親の難しそうな顔だった。

            





新公爵との会合 


「モルテールン卿、わざわざの足労そくろう、感謝する」


「閣下の為とあらば、如何ほどのこともございません」


カドレチェク公爵家王都別邸。


敷地内の広大な庭園は、有事には一軍を収容するに十分な広さを備えてある。そして何よりも人の目を惹ひくのは色とりどりの花々。代々王城のお抱えである庭師の一族によって整備されている花は、冬を除いてほぼ一年中何かしらの花が咲いていて、今時分、初夏の風が庭を掠かすめれば、香しい匂いをのせて人々の鼻腔びこうを癒す。


敷地の中は手の入っていない箇所は一切なく、石畳を敷しいてあるか、木々が植わっているか。でなければ、手入れの行き届いた芝生で覆われている。芝の丈は定規で計ったかの如くきっちりと揃えてあり、短くもなく、されど長くもなく。


斯様かような手の込んだ庭園であるが、驚くべきはこれらは付属品であるということ。敷地内の最も重要な部分は、屋敷そのものである。


王都にはよくある石造建築であるが、その大きさは王城を除けば一と言って二と下らない。ただ石造レンガを積んだだけのようなものではない。選りすぐりの白い石材を切り出した石造レンガを積み、三階建てはあるだろう高さまで築き上げた、石工職人や大工たちが最高傑作と胸を張る、威容を備えた建物なのだ。


国内屈指の大貴族の屋敷。権力と財力を惜しみなくつぎ込んで作られたのには訳がある。


元々、神王国で軍事利権を握っていたのはアーマイア公爵家だった。カドレチェク家は、常に彼らに頭を抑えつけられる境遇だった。


二十数年前。アーマイア家が周辺諸国と内通。大戦が終息した際、アーマイア家は取り潰され、軍事の権限の多くが、カドレチェク家に移行されることとなった。


新興勢力が旧来と比較されることは自明じめいの理り。過去の亡霊の影響を払拭ふっしょくする為、カドレチェク家は、誰にでも分かりやすい権力と財力の誇示こじを求められた。


そうして出来上がったのが、王都に聳えるこの別邸。初めて訪れた者は、誰もがその素晴らしさに目を見張る。


そんな、貴族街の中でも一等豪華な家屋敷に通されたカセロールは、その屋敷の主と対面していた。


先年父親から公爵位を引き継いだプラエトリオ＝ハズブノワ＝ミル＝カドレチェクその人である。父であるエリゼビオから爵位や家督を譲られ、現在のカドレチェク家当主の地位にある。


モルテールン家にとっては、ペイスの妻であるリコリスの双子の姉ペトラの旦那の父親、というかなり迂遠な縁戚でもある。


カセロールとプラエトリオの間では殆ど他人も同然だが、子ども世代では互いの妻が姉妹という親密さ。他人行儀に接するには近く、親戚づきあいをするには遠いという、実に微妙な距離感だ。


「そうか、まずはお茶でも如何いかがかな？」


「ありがとうございます」


カセロールとプラエトリオが共にソファに座ったところで、三十代から四十代と思しき女性が、手慣れた風で紅茶を入れる。高価な調度品に囲まれた部屋に、お茶の香りが広がった。


「ほう、とても良いお茶です。素晴らしい」


出された茶で軽く口を湿らせるカセロール。人に呼ばれて出向くことも多い男爵としては、お茶の味にも造詣ぞうけいが深いのだ。


「レーテシュ産の上物だ。若芽の中でも色の良いものを選りすぐっているらしい」


「らしい？」


「貰いものなのだ。代替わりの際に、とある家から貰った。どうも私がお茶好きという噂があるらしく、あちこちから色んな茶が届く。正直、私一人では飲み切れないほどあってな。カセロール殿には、是非とも消化を手伝って貰いたいものだ」


公爵が軽く笑った。


そも、プラエトリオがお茶好きという噂は、根拠のないものではない。


今のカドレチェク家は家格もあり、それに見合う程度の荘園や領地を保有する。全体的に王都に近しい土地ばかりであり、豊かさという面では文句のつけようもない。


だが、王都に近しいということは、そのまま王都の文化に染まりやすいということ。産業にしろ文化風土にしろ政策にしろ民衆の気風にしろ、基本的には王都に右へ倣ならえとなる。


王都に近いという立地条件自体は良い。問題は、ありとあらゆる面で王都や王領の下位互換となる点であり、領地を預かっていたプラエトリオはこれを打破しようともがいていたのだ。


領地内でお茶の栽培を試みたのもその一環。


来客があった際、お茶の一つも出さずに応接するのはあり得ない。会話が途切れたタイミングであったり、多少の気まずさが有ったりといった時、極自然に間を持たせるためにも飲食物を用意するのは、客人との応対においては基本中の基本。物を口に入れていれば無言でもそれが当然であり、相手にも失礼になることが無い。貴族社会における接遇のマニュアルでは、初歩の初歩。


ちなみに、平民から成り上がったような家ではこういう当たり前の暗黙の了解を知らずに、無言で気まずい時間を来客に与えてしまって不利益を被る、ということもある。


そういう意図がある物だとは知らずとも、貴族家で生まれ育った人間ならば〝来客にお茶〟は常識として根付いているもの。


つまり、貴族に茶葉は必需品、ということだ。


お茶の良し悪しで、来客に対する重要度を示す、といった使い方もされる。


さっさと帰って欲しい客ならば、お茶を出さないか、出しても粗悪なものを出す。是非とも会話を弾ませたい相手ならば、出来る限りの良葉を用意する。


だが、お茶の葉も植物。天候次第で採れる量は変わるし、そもそも良いお茶には手間暇がかかるもの。上級なものになると、育てている時に必要な葉以外は毟むしってしまうようなケースもある。量産しようにも、そもそも不可能という有様。


現状、神王国でお茶の産地といえば南部。レーテシュ家を筆頭に、幾つかの家がこのお茶の生産で儲けている。良いお茶を安定的に手に入れようと思えば、南部閥の貴族と良好な関係を築いていなくてはならない。


それでも、最上級品は生産地が独占する現状。カドレチェク家が手に入れるには、贈答品を含めて、対価を積まねばならないわけだ。


新公爵たるプラエトリオとしては、自領でお茶の生産が出来ないものかと挑戦してみたくもなる。というよりも、どの貴族も一度は試してみることである。当代公爵もまたその例に漏れず、生来の生真面目さから歴代よりも熱心に試行を進めたのだ。


公爵家の力があれば、お茶の木自体は手に入れることは可能。ならば、後は自分たちの努力と研究次第だろうと考えた。若く有能であれば、先人の出来なかったことでも、自分ならばもしかしたらと思うものだ。


爵位を継ぐ前から始めて十年以上。お茶の生産と研究を続けており、プラエトリオのお茶好きの噂は、ここからきている。


悲しいことに未だに上物には及ばない出来でしかないが、いずれは南方産に劣らぬものを作ろうと努力していた。


「ははは、私は元よりしがない貧乏騎士。良い茶ばかり飲みますと、家に帰って妻に妬ねたまれてしまいます」


「ほう、ならば今日は幾らか持って帰るとよい。モルテールン家には常から世話になっている。お茶の一つ二つで奥方の機嫌をなおせるなら、協力しよう」


「ありがとうございます」


公爵も貴族。お土産に持たせるお茶は、勿論公爵家で試作しているお茶だ。あわよくば、それでカドレチェク産のお茶の名が広まってくれればという打算だ。


土産の一つにも気をつかい、意図を潜ませるのがこの手の社交というもの。


「それで、本日の御用向きは？」


しばらく味と香りを楽しみ、お茶のカップを置いたカセロールが、本題を切り出す。


「一緒に茶飲み話をしたいというだけでは不満かな？」


「それはそれでも構いませんが」


カドレチェク公爵も、そしてカセロールも、仕事を抱えて忙しい身の上。わざわざ呼びつけておいて、単に世間話でお茶を楽しもうというだけとは考えづらい。


つまりは、公爵の冗談なのだが、さっさと本題に入れとせっつくカセロールの態度は変わらない。


やれやれ、といった雰囲気で、公爵は呼びつけた理由について話し出す。


「モルテールン卿は、サイリ王国の現状について、何か聞き及んでいないか？」


「サイリ王国ですか？」


サイリ王国は、カセロール達の神王国から見れば東方にある隣国。神王国とは頻繁に衝突する国であり、過去には神王国の国土を蹂躙じゅうりんした前科ぜんかもある。


近年は某ぼうパティシエの少年によって退潮たいちょうを余儀よぎなくされており、サイリ王国内でも屈指の勢力を誇っていたルトルート辺境伯家が潰れている。そのせいで国内が混乱しているらしいとは聞いていた。


「あまり詳しいことは存じません。ルトルート地域を我が国が併呑へいごうして以降は、我々に手を出すことを控えているとは聞いていますが」


「うむ。その通りだ。その上で、最近は更に進捗があってな」


「進捗？」


ようやく本題かと、カセロールが姿勢を正す。


「あの国で屈指の武闘派であり、対神王国強硬派の中では最も勢力を有していたルトルート辺境伯家が潰れたことで、国内が対神王国融和派優勢になっているようだ。国内の世論もほぼ統一されつつある……その顔を見ると知らなかったかな？」


「はあ」


カセロールの専門分野は軍事。剣を持って最前線で切った張ったをやらかすのが得意な武闘派であり、外国の情勢にはあまり興味がない。生返事になってしまうのはそのためだ。


「しかし、サイリ王国はルトルート領の奪還を画策している」


「ほう」


事の発端は既に歴史の彼方にあるサイリ王国と神王国の紛争。どちらが先に手を出したかなど、覚えている人間は例外なく墓の下で眠っている。記憶というよりは記録でしか辿れない両国の争いの系譜けいふ。


ただ、ルトルート領併呑に至った功績が誰にあるか。カセロールは経緯を良く分かっている。


「領土を我が国に〝盗られた〟とするのは強硬派も融和派も変わらん。違うのは、対応の違い。我が国に対して軍事的、外交的に圧力をかけ、力づくでも領土を奪還すべきというのが強硬派の意見。我が国と関係改善を図り、交渉によって領土の奪還を図ろうというのが融和派の意見」


「どちらも一理ありますが、そう易々とくれてやるものでもないでしょう」


カセロールとしては強硬派の意見の方が分かりやすい気がした。しかし、力づくで取り合っては埒が明かないと、穏便な手段を用いることを否定するつもりもない。目的達成の手段は、多い方が良いに決まっている。


「勿論だ。割れてくれるのは一向に構わんし、中で争う分にはどんどんやってもらいたい。しかし、そう都合のいい話ばかりも無い。想定するなら、悪い方を想定しておくべきなのは分かるだろう？」


「はい」


神王国にとって悪い想定とは何か。サイリ王国の人間が一致団結し、力づくで旧地奪還を図ることだろう。


「ただ、融和派の中も割れていてな。そうさな、あえて派閥に名を付けるとすれば、現実派と理想派とでも言うのか。今は軍事行動を起こすよりも、内政に力を入れて国力を養う時期であるという意見では一致している。その上で、国力の増大を領地奪還の為に活かそうとするのが理想派。領地奪還よりも更なる国力増進の為に活かせというのが現実派」


「我らからの領土奪還という目標を実現しようとするか、それが高すぎる目標だとして、一段下がる実現可能性の高い目標を目指すかの違い、ということでしょうか？」


「そういうことだ。短期的に領土奪還を図る強硬派、今は不利として中期的に図るのが理想派、長期的に見据えて世代交代すら視野に入れるのが現実派といったところか。ところで、融和派には共通して保持する大前提がある。モルテールン卿ならば分かるか？」


「さて……」


いまだ、話の筋が見えてこない。


サイリ王国が領土奪還を狙っているが、意見の不一致から幾つかの派閥に別れているということぐらいしか分からない。


カセロールは、考え込みながらも言葉を濁した。


「我が国からの更なる介入が無い、ということだ。軍事的にも、外交的にも」


「なるほど」


「我が国の中にも、サイリ王国が弱っている今こそ、更なる領土拡張の機会であるという輩も居る。つまり彼らの大前提が崩れる可能性は、残念ながら存在するということだ。我が父や、陛下は現状を維持する方針をお持ちだ。だからと言って、無視できるものでもない」


「威勢のいいことを言う連中は、何処にでも居りますな」


敵が弱っている今こそチャンスだ。もう一叩きして、更に領土を奪ってしまえ。などという意見は、日に日に強まっていると公爵はぼやく。


そういう意見を言うのが、他ならぬ公爵の派閥の人間だからだ。


南部の諸家連合やフバーレク家が主体となった、とされている先のサイリ王国との紛争。自分たちが援軍に出向く矢先に片が付いてしまったことで、手柄を横取りされたと感じている人間が居るらしい。そういう人間が誰を恨み、或いは妬むか。


つくづく、モルテールン家も敵の多い家である。


「サイリ王国の人間も、馬鹿ではない。先に挙げた、我が国の跳ねっ返りを、当然懸念けねんしている。さて、そこで……サイリ王国の連中が何を考えるか」


「大前提の履行でしょうな。土台を踏み固めようとするでしょう」


「正解だ。一戦交えてでもというなら我々が相手になるが、当面戦うつもりが無く、内を固めんとするならば、外部の介入を阻止しようと行動を起こす……はずだな」


サイリ王国の国力は衰えている。国力を取り戻そうとするならば、神王国の更なる介入を阻止すべく動くのが自然な動き。しかし、公爵の言い方にカセロールは懸念を抱く。


「はず、とおっしゃいますと？」


「実は、サイリ王国から使者が来るそうなのだ」


これが話の主題か、とカセロールは頷いた。


神王国の介入をこれ以上避けたいなら、出鼻をくじく為に軍を使うか、話し合いで落としどころを探るか。表立って動くならこの二通りだろう。


使者を送って、とりあえずの不戦の約を結ぶことは常道じょうどうといえる。


「ほう、ではその者は融和派とやらですか？」


「恐らく。推測でしかないがな。しかし、気を付けてもらいたい」


「何をでしょうか？」


「サイリ王国の人間にとって、今最も目障りなものは、モルテールン卿だ。強硬派ならば迎え撃つ心づもりもあろうが、融和派からしてみても、御家の介入は望ましくは無かろう」


ずいと体を前にやる公爵。


「それは分かります。しかし、今更ですな」


公爵の態度に、肩を軽く竦めるカセロール。敵というなら掃いて捨てるほどいるモルテールン家だ。今更ひとつふたつ敵対勢力が増えても、今更だろう。


「はは、英雄の仕事は内にあっては拠り所、外にあっては誘蛾灯ゆうがとうということか」


「今日はそれをわざわざお教え下さる為に？」


「ああ。しかしこれからしばらくは特に身の回りに注意されよ。敵は前だけとは限らない」　


「承知」


モルテールン男爵カセロールが襲われたのは、それから三日後のことであった。

            





自称


「なるほど……つまり、外国のゴタゴタに巻き込まれたのかもしれないと？」


「そうだ」


カセロールとペイスが向き合いながら、話し合いをする。細かい経緯やカドレチェク公爵との会合の話を聞き、ペイスもカセロールも考えを一いつにするためである。


外国の思惑によって使節がやって来るという。この事態に合わせるように、日頃起きないような不可思議な襲撃事件が起きた。両者を関連付けるには十分な状況証拠であり、カセロールやペイスの勘でも、関係性が匂ってきていた。何かある。そう、親子は当たりを付けた。


「コアンを送った後、当家の情報網から、それらしい犯人像が出てきた。未だ曖昧あいまいな部分はあるが、襲って来た連中がサイリ王国の……少なくとも関係者と呼べる者に、雇われていたことは確かだ」


「それなら、先の不思議な襲撃も事情が透けてきますね」


襲ってきながら、即座に逃げ出す。


柔道のかけ逃げのような、ペイスに曰くピンポンダッシュのような先の事件。不自然極まりないのだが、襲われたこと自体は事実。


だが、襲ってきた相手が外国のゴタゴタの延長線上にあるとするなら理解できるとペイスは頷いた。


「よく分からないのですが、どういうことですか若」


コアントローが首を傾げる。


外国の政治的思惑の絡んだ事件の背景など、一従士に洞察しろというのも難しい話だ。ましてや、人生の経験の多くを戦場で培ってきたような人間には尚更。


情けないと感じる気持ちは、とうの昔に捨てた。今あるのは、優秀な当主と、更に優秀な次期当主が共通認識を持っていることであり、それを自分が分かっていないということ。


コアントローの為に、ペイスがかみ砕いて説明し始めた。


「仮に今回の襲撃の主犯が、神王国の貴族だったらと考えてみて下さい。それも、今回のサイリ王国の件と関係があるかどうかを問わずに」


「はあ」


襲ってきておいて、何ら成果も無く即時に逃げ出す。カセロールの勇名を知っていれば、逃げ出すこと自体は自然なことだが、それならばそもそも襲ってきたのは何故なのかとなる。


「何がしかの問題が起きていたと仮定して……モルテールン家には介入して欲しくない。だから示威行為を兼ねて襲った。しかし、下手に当家に恨まれるようなことも避けたい。だから被害を受ける前に逃げ出した。仮に襲撃者が我が国内の貴族であれば、先の襲撃から見える意図はこうなるわけです。どうにも中途半端過ぎるでしょう」


「そうですね」


事の趣旨しゅし。そもそも不自然な理由は、整理されると分かりやすい。つまりは、対応が矛盾していると言う事に尽きる。襲うことと逃げること。アクセルとブレーキ。同時に踏んで、何の意味があるのかという話だ。


「しかし、外国が絡むとなると、見方が変わる」


「は？」


「襲ってきたのは、恐らくサイリ王国内の、対神王国強硬派……と呼びますが、それに近しい者達でしょう」


ペイスは自分の推測を語る。それを黙って聞くコアントローとカセロール。


「襲撃の時は、普通なら我々に恐怖を与えようとします」


「はあ」


「襲撃の成功を狙うにせよ、失敗を許容するにせよ、我々に恐れを植え付け、それをもってモルテールン家に対して優位に立ちたいと考えるわけです」


「ふむ」


武力行使の基本。貴族というのものが武力を有し、暴力装置を雇う理由は、主として防衛と交渉の為だ。敵から武力をもって襲われた時に防ぐのが目的の一つ。もう一つは、武力を用いることで他家に対して交渉事を有利に運ぶため。


交渉というのは、何段階も細かい段階が存在していて、お互いに引くに引けなくなって殺し合うところから、武力を持っているぞと匂わせるだけのところまで。色々と細かい使い方の違いがある。


軍隊を並べて見せつけておいて、敵対することのデメリットを想起させることも交渉の一つ。実際に行動を起こし、恐怖を与えるのも交渉の一環だ。


襲撃というのは、仁義なき殺し合いを最上位の強硬手段としたとき、上の中から上の下程度の強硬手段。襲っておいても譲歩がないなら、あとは本当に戦うしかないだろうという、戦いと話しあいのギリギリの境界線上にある使い方だ。


「しかし、今回の場合は、我々に脅威を感じさせることを目的としていない」


ところが、元より交渉する気が無いとするなら、襲撃というものが違った意味合いを持つとペイスは言う。


「では何を目的としていると？」


「襲うこと。それ自体が目的だったのでしょう」


「は？」


結果はどうでもいい。〝モルテールン家が襲われた〟という事実さえあれば、目的を達成することもあり得る。サイリ王国の状況を俯瞰ふかんしてみれば分かると、ペイスはコアントローに説明する。


「我が家は軍家です。何者かに襲われたとして、そのままにしておくわけにはいかない。それが例え子供の遊びのようなものであっても。いえ、そういうものだからこそ尚更、反撃しなければならない」


「舐められますからな」


襲撃されても何もしないとなれば、舐められる。甘く見られてしまう。被害さえ無ければ、許して貰えるのだと誤解した連中が、増えること疑いようもない。


駄菓子の万引きを、十円二十円の話だからと見逃してしまえば、再犯や模倣犯の温床になるようなものだ。


些細なことであるとしても、襲われた以上はしっかりと反撃しておかねばならない。


「そうです。つまり襲撃者は〝モルテールン家に介入して欲しがっている〟のです」


「ほ」


今まで数多くの被襲撃経験があるモルテールン家。舐められないように、武名や家名を高めてきた。


既存の敵は、その名声を脅威に感じ、モルテールン家の影響力を排除しようとして、襲撃を画策してきた。


カセロールや、或いはアニエスをはじめとする周囲に危害を加え、怖がらせたうえで〝これ以上手を出すな〟と脅すわけだ。ある意味、モルテールン家としては慣れている常套句じょうとうくのようなもので、ああまたか、ぐらいの感覚である。


他の家であればかなり効果的なのだろうが、如何せんモルテールン家にこの手の脅迫行為は効果が薄い。慣れきってしまっているので、新鮮味も無く恐怖を感じないのだ。


地震に慣れている日本人が、震度四程度では怖がらないのと同じ。さっきのは中々だったな、ぐらいの感覚だ。不慣れな人間ならパニックになって、狂乱するだろうところを、落ち着いていられるのがモルテールン家というもの。


しかし、今回はそれらとは全く違う。ペイスにはその様子が見えている。


「若様、それはどういう意味か教えて頂けませんか？」


コアントローが問う。


「我々は、国内では賛否の判わかれる存在。味方も多いですが、敵も多い」


「ふむ」


「しかし、敵国からすれば、穏健おんけん派だろうが過激派だろうが、全てに共通する敵です。ある意味で同胞どうほう意識も持ち合わせている国内の政敵より、より強い敵意を持たれていることでしょう」






悪魔、鬼オーガ、死神、狂人、殺戮さつりく者、などなど。モルテールン家を指して呼ぶ罵倒語のレパートリーは、大よそサイリ王国人の思いつく限りの悪口雑言あっこうぞうごんとほぼ等しい。


二十余年前の大戦時に敗戦のきっかけを作ったことに始まり、小競り合いも幾度か。その度にモルテールン家は邪魔してきたし、サイリ王国の将兵を殺しまくって来たのだ。彼らからすれば、親の仇ほどに憎い相手がモルテールン家であろう。


例え意見の相違から反目し合う相手とはいえ、モルテールンと比べるなら比較にさえならない。断然、首狩りの悪魔の方が憎い。


「それで？」


「我々がこの件に首を突っ込めば、両国融和を潰そうとして蠢動しゅんどうする連中は、必ず我々に対して行動を起こす。融和を考える人間とて、警戒せざるを得ないでしょう」


「そういうことですか」


コアントローは、ペイスが言わんとすることを理解した。


モルテールン家を襲うことでサイリ王国と神王国の融和に水を差し、強硬派が狙う武力衝突の流れを呼び込もうとしている。少なくともモルテールンの名前が挙がった時点で、何事もなく終わるとはとても思えない。


モルテールン家が属するカドレチェク公爵派は、割れている。トップは融和派が多いが、中堅どころ以下は積極介入賛成派。過激な者に至っては、即時開戦派まで居る。


倉庫に火薬が積まれているような状況。モルテールンという特大の火種を放り込めば、ドカンと一発、盛大な大花火になりかねない。


かといって、舐められっぱなしも拙まずい。


サイリ王国と一戦交える覚悟があるなら、襲撃を理由に積極的な反撃も出来るだろうが、融和派の顔を立てるなら、出来る限りモルテールンの名前を出して介入することは避けたい。政治的な判断を要する、実に微妙な現状。


何とも歯がゆい。いっそ何も考えずに犯人たちを捕まえて、懲らしめてやれれば、どれほどスッとすることか。


「ではどうする？」


「わざわざ襲って来た連中に乗せられることも無いのでは？」


カセロールの問いに、コアントローが意見を具申ぐしんした。


しかし、これはあくまで〝あえて反論しやすい〟意見だ。補佐をする人間としては、出来るだけ多様な意見を伝え、トップの判断における見落としを防ぐのがモルテールン流。今までカセロールとシイツで交わしてきた、阿吽の呼吸から生まれた風習だ。


つまり、カセロールやペイスにとっては不満の残る意見ということ。


「襲われておいて何もしなければ、我々が甘く見られます。今回の件はともかく、後々のことを思えば、悪影響が大きい」


「そうだな、私もそう思う」


「なら、どうしますか？」


コアントローの質問に、しばし考え込むトップの二人。


「襲撃犯の身元を、まずはっきりさせるべきです。出来れば身柄を押さえておきたい。サイリ王国強硬派が犯人だろうというのは、推測です。はっきりとした証拠を押さえて居なければ、どう動くにも後手に回ると思いますが」


ペイスは断言した。もっとも、その思考は独特だ。


強力粉なのか中力粉なのか薄力粉なのか曖昧なまま料理して、美味しいお菓子が作れるはずがない。正確な情報というのは、全ての基本、と考えたのだ。


お菓子云々はカセロールにはさっぱり理解できなかったが、正しい判断は正しい情報があってこそだというのは戦場でも身に染みて理解していること。


ふむ、と一つ頷いた。


「コアン、さっそく襲撃者の身元を洗ってくれるか」


「承知です」


コアントローは、モルテールン家の情報網を統括している。それ故の指示だった。


しかし、それに口を挟む者が居た。


「父様」


「ん？」


「僕もコアンの手伝いをして構いませんか？」


ペイスが、自分も犯人捜しをやりたいと言い出した。


「ふむ……」


カセロールは少し考え込む。


モルテールン家の持つ情報網。それも、非合法活動を含む情報網というのは、カセロールとコアントローしか知らない。従士長のシイツや、次期領主にして領主代行のペイスですら知らされていない極秘中の極秘事項。


それを利用して情報収集するつもりだったカセロールとしては、ペイスの自薦には心揺れるものがあった。


犯罪者を利用したり、脅迫めいた協力者を使ったりという情報収集は、決して表ざたに出来ないこと。使わずに済むなら、それだけ露見ろけんするリスクが減る。


自信満々ペイスを見れば、任せてみてもよさそうだと判断した。


「良かろう。ペイスに任せよう」


カセロールは決断した。頭の隅すみで、この件が更に大げさになりそうな予感がしつつも、ペイスの力量があれば、真っ当な手段で犯人を捕まえ、裏で糸を引く連中を引きずり出し、制裁を加えた上で穏便にことを収めるという、最上の結果を狙えると考えたのだ。


「それで、どう動く？」


「まずは……幾つかの傭兵団を当たってみようと思います。彼らは金になるなら仕事を選ばない。〝貴族を襲う〟と聞いて動ける人間なんて、そう多くは無いでしょう」


今回モルテールン家の馬車を襲って来た連中は、神王国の人間。外国人がウロチョロしていては目立ちすぎるので、これは間違いない。


そして神王国人の中でも、モルテールン家を襲って喧嘩を売るような人間は、いざとなれば責任を雇用主に転嫁できる傭兵と相場は決まっている。


貴族家の家人ならば、それこそ責任の所在がはっきりするので好都合と、ペイスは言い切った。


「ふむ……なら、ここを訪ねてみろ」


カセロールが、羊皮紙の切れ端に一つの酒場の名前を書く。


「ここは？」


見慣れない店の名前に、ペイスは首を傾げた。


「由緒正しき裏路地の酒場。危ない連中や、腕に覚えのある連中が集まるところだ」


「へえ、父様もそんな場所をご存じなのですね」


「昔、ちょっとな」


「昔？」


カセロールは、言葉を濁した。父親の様子から、若気の至り、という言葉が頭をよぎったペイスも苦笑いだ。


「若い頃、少々そこに出入りしていたことがある。だが、それは今回関係ない。その酒場は、『暁あかつきの始まり』の関係者が居る。気難しい男だから、何かを聞き出すにも一筋縄ひとすじなわではいかんがな。王都で傭兵の仕事について情報を得るなら、ぴったりだろう」


「暁の始まり？　どこかで聞いたことがあるような」


ペイスも、記憶をたどる。だが、どうにも思い出せない。どこかで聞いたことがあるのだが、何だったかと。


息子が唸る姿を見て、カセロールは軽く笑った。


「聞いたことがあるのも当然だ。そこは昔、とある凄腕の魔法使いが所属していた。王国西部で傭兵団といえば、真っ先に名前が挙がる、有名な連中だ」


「凄腕の魔法使い……まさか」


ペイスがはっとした表情をする。


どこで聞いたかを思い出したからだ。少年の頭の中には、ニヒルに笑うモルテールン家の大番頭の姿が浮かんでいた。


「ああ。シイツのことだ。暁の覗のぞき屋。またの名を千里神眼サウザンドゴッドアイズのシイツ。あいつがひた隠しにする、当時の自称だな」


「自称!?　自分でそう名乗っていたのですか」


「覗き屋と呼ばれたくなくて、名乗っていた時期があった。知らなかったか？」


「初耳ですよ」


若かりし頃の二つ名。それはすなわち、大人になってからの黒歴史ということである。

            





平穏な日常


王都の貧民街。ここは、華やかな王都にあって、日陰者が集まる場所だ。


人が集まれば、必ず持つ者と持たざる者の格差が生まれる。王都もその例外ではなく、貧しい者や不遇な者は自然と特定の場所に追いやられ、結果として貧民街が誕生する。


上下水道の水路の下流。これは上流から流れるゴミや排泄はいせつ物で不衛生な環境になりやすい。好んで住みたい場所では無いだろう。


王城の北側。これは、巨大な城の陰になりやすく、日当たりが悪い。ジメジメとした湿気に悩まされがちで、これもまた好まれる場所ではない。


城壁の外側。街の華やかさのすぐ傍にありながら、庇護を受けられずに危険を伴う場所。ここなどは、魔物が襲ってきたり、二十数年前のように敵が襲ってきた場合、守ってもらえない場所だ。王都の中で住む場所を確保出来ない人間でもなければ、避けたい場所だろう。


土地があり、建物があり、人が住む以上、好まれる場所とそうでない場所ははっきり分かれる。そして、好まれる場所は、権力や財力といったものによって割り振られていく。これはもうどうしようもないことだ。


「本当に、こんなところに行くんですか？」


貧民街の入り口で、フード付きのマントのようなものを目深にかぶった男が呟く。雨合羽あまがっぱを晴れの日に着ているようなもので、顔も隠している様子から怪しいことこの上ない。年の頃は十代後半。或いは二十代といった雰囲気。おどおどと、或いはきょろきょろと、周囲を見回していた。


おまけに、傍には小柄な同伴者も居た。年の頃は、十代か。或いはもっと幼いかもしれない。


「勿論です。折角〝大旦那〟から教えてもらったのですから」


「でも、見るからに怪しい雰囲気ですよ？」


じめじめと湿っぽく、日当たりが悪く薄暗く、ガラの悪い連中が多く、善良な市民ならば避けて通る場所。遠目からでもそれは分かる。


「そんなことは分かっています。これも〝商売〟の為です」


「うわあ……」


同伴者もフード付きのマントを同じように着ているが、こちらは顔を隠してはいない。


黒髪で女顔。或いは女が男装しているのかもしれないと、通りすがる人間がチラ見していた。


鳶とび色の目をくりっとさせており、顔立ちの良さから、さぞ育ちが良いのだろうと思わせる。堂々とした立ち居振る舞いからも、ただ者ならぬ雰囲気があった。


「どうせ行くんなら、〝正装〟していった方が良くないですか？」


「それだと、名前が変に有名すぎて、遠慮されてしまうんです。あくまで一商人と、その丁稚でっちという立場でないと、向こうも本音を喋れない」


「そういうもんですか」


彼らの目的は、とある元傭兵を探すこと。


金で雇われてあちらこちらを転戦する傭兵稼業は、一つの街に腰を落ち着ける定業とは縁遠い存在。裁判権や財産権の保護といった、領主の庇護を受けられる権利、いわゆる市民権も持たない。賤民せんみんと蔑まれる人間も多いのが傭兵という人種。中には貴族位を持ちながら傭兵稼業をするような人間も居るが、それはあくまで例外。


流浪を生業とする者が傭兵をやめる時、最も欲するのは安定だ。一つの街で、戦いから離れて暮らす平穏な日々。求めてやまない安息の暮らし。心から欲する理想郷。


王都でも、それを求めてやって来る傭兵や、元傭兵は多い。だが、今まで戦いしか経験してこなかった人間が、王都でまともな職業に就くことは難しい。商売を始めても上手くいかずに蓄えを食いつぶす者や、雇われになるも馴染めずに喧嘩沙汰ざたを起こす者、結局は用心棒のような形で雇われて、戦いから離れられない者など。失敗することの方が多い。


是非とも普通の暮らしをしたい。そんな元傭兵たちが頼るのは、同じ傭兵仲間。元傭兵であり、かつ現在まともな職に就いている人間。そういう人間を頼り、仕事を斡旋あっせんしてもらう。


大きな傭兵団ともなれば、コネクションも多い。元団員が始めた酒場であったり飯屋であったりを贔屓にしつつ、辞めていく団員の受け皿となるようにコネを確保していたりする。


今から訪ねる場所もそういった〝元傭兵のたまり場〟の一つであり、そこに王都の傭兵事情に精通した人物が居るという。


二人連れが訪ねる相手もそれであった。


「それじゃあ、ここからは打ち合わせ通りに」


「分かりましたぺ……じゃない、ライス様」


背の高い、年かさの方の男が、姿勢を正した。


「ライス〝くん〟です。ライス＝ヤキオニギーリ。ラミト、今の僕は貴方の弟弟子ですよ？　敬称で呼んでどうします」


何故か、年下と思しき方が、年上の方を咎とがめた。普通ならば逆であろうが、何故か二人の関係性はそれが自然なようだ。


「ライス君。じゃあ付いてきたまえ」


「お願いします。〝兄弟子〟」


二人連れで貧民街を歩く。


土がむき出しの路地であり、路地の左右には時折座り込む者も見かける。日あたりも悪く、長居したいとは思えない環境。


「ここですね」


「本当に？」


「ええ。〝大旦那〟が教えてくれた店は、間違いなくここです」


細い路地の途中にあった、一軒の酒場。だろうと思われる建物。


背の高い方が目的の場所だと断じきれなかったのは、その見た目があまりにボロだったからだ。年季が入っているといえば聞こえはいいが、余程昔から存在していたのだろうと思わせる雰囲気。レトロ感が満載。場所を知らなければ、ふらっと立ち寄ることはまずありえないだろう。


古ぼけた木のドアを開け、建物の中に入る二人組。


その途端に向けられる、刺すような視線。それも複数。筋肉も厳つい連中や、身体のあちらこちらに古傷を抱えている者など。往来を歩いていたら道を譲ってしまいそうな怖そうな連中が、一斉に侵入者を睨みつけていた。


生っちょろい人間ならば、この視線だけで泡を吹いていることだろう。


酷く物騒な視線に対して、背の高い方はおどおどとし、背のちっこい方は堂々として歩く。


カウンターに空いている席を見つけると、二人はそこに横並びで座った。ぎっと古い椅子が鳴る。


「見ねえ顔だな」


酒場の責任者。マスターだとか店主だとか呼ばれるであろう男が、新しい客に声を掛けてきた。愛想の欠片も無いぶっきらぼうな態度。


「ちょっと商談で王都に来てね。上の人間にこの店のことを聞いて来た」


のっぽの方が、何とか会話を繋げる。


「そうかい。注文は？」


ドスの効いた声で店主が注文を聞く。緊張感が凄まじい。


殺人の依頼のやり取り、と言われても納得できるぐらいに、漂う空気が痛い。ピリピリとしていて、穏やかさの欠片も無い雰囲気。


「俺はエールを」


「……そうか。そっちのチビは？」


注文を受けて、木のジョッキをどこかしらから取り出す店主。のっぽの男は、思わず店主が持つものを確認してしまった。もしかしたら小刀や短刀でも持ち出したのではないかと思う程に、恐ろし気な動きだった為に。


エールを木ジョッキに注いだ店主は、のっぽの連れの方を見た。小柄というのもおこがましいほどに小さい。どう見ても子供にしか見えないわけだが、そんな少年のような人物が何故ここに居るのかと。


そんな少年が、注文を言う。


これまた〝わざとらしすぎる〟ぐらいに子供っぽい声で。


「ボク、ミルクが良い」


「ぶふっ」


チビ助の愛らしい声に、横の青年が思わず噴き出した。瞬間、わき腹を何かで殴られたらしく、若干カウンターに突っ伏すような姿勢になる。


「チビ、ここは酒場だ。ミルクが飲みたいんなら、他所に行きな」


「じゃあ、お兄ちゃんが飲み終わるまで待ってる」


「ぶへっほ」


出されたエール。安っぽいそれを口に含んでいたのっぽは、隣から聞こえたお兄ちゃんという言葉に、含んでいた水分を全て吐き出す。


ゲホゲホとむせる青年。

            





    
  
  




そんな二人組が、目立たないわけがない。


客の幾人かが、ニヤニヤとした顔でカウンターに近寄る。


「おいおい、兄ちゃん、酒を飲みなれてねえだろ」


「無理するこたあねえよ。もう少し大人んなってからこの店に来いや」


近寄ってきた連中も、それなりに鍛えていそうな雰囲気がする。人を殺したことがある者独特の、剣呑けんのんな雰囲気だ。


若い、初めて酒を飲むような人間が、強めの酒を飲んだ時、酒精に咽むせてしまうことはよくある。ひょろっこい兄ちゃんもその類だろうと、男たちは考えていた。


「そうだな。何なら、宿まで送るぜ？　礼として財布さいふの中の半分くらいは置いていって貰うけどな」


「ぎゃははは」


実に分かりやすい行動。傭兵稼業は明日をも知れぬ仕事であり、金を溜め込んでいると周りから狙われることもある。それだけに、有れば有っただけ使うような人間も多く、金欠が親友である。


そんな彼らにとっては生白い優男などは自分の財布も同然である。


「おじちゃんたち、あっち行ってよ」


のっぽの横の子どもが、嫌そうな顔をした。


ガキの態度など、荒事を専門として来た連中にとっては何ら痛痒つうようを感じない。


「ぷっ。ボクちゃんがそう言っても、俺達はこっちの兄ちゃんに用があるんだって」


「用があるのは財布だけだろう」


「違えねえ。ぎゃははは」


ガラの悪い連中が、馬鹿笑いをする。絡まれた方は、いい迷惑だと怒りの声を上げた。


「おい、静かに酒を飲ませろよ」


「兄ちゃんにはここはまだ早い。俺達みたいに、鍛えてから来る場所だ」


「そうだぜ。ここは子供の来るところじゃねえんだ。戦士の憩いの場だぜ？」


ゲラゲラと、笑いが止まらない男達。


実際、この酒場は傭兵がたまり場として利用している場所。割のいい仕事の情報交換や、仕事仲間の募集等も行われている。そんな中に優男が居ても、目障りだというのが正直な感想なのだ。


「じゃあ、僕たちが戦士だったら、ここに居ても良いんだね？　おじちゃん達程度で良いなら、今でも十分だけど」


そんな男たちの笑い声が、子どもの言葉でぴたりと止まる。


「おいガキ。冗談にしちゃ笑えねえぞ」


「大人を舐めてっと痛い目見るぞコラッ」


子供相手に凄みを利かせる大人たち。


傭兵は、自分の実力だけで稼ぐ商売。この酒場は、実力者が集まることでも知られており、生半可な人間は、今のように〝先輩〟に教育されることになる。それが嫌なら、返り討ちに出来るまで腕を磨くか、既に店の客になっている実力者に連れてきてもらわねばならない。


実力者限定の、一見いちげんさんお断りのような店なのだ。この店で一人で出入りできる。それは、傭兵として一人前である証明のようなものだ。


だからこそ、自分達の実力に疑念を持たれるような真似は、どうあっても勘弁できない。例え、相手が子供でもだ。


「冗談？　冗談はおじさん達の方でしょう。戦士の憩いの場？　てっきり、孤児院の御遊戯おゆうぎ室かと思っていました」


しかし、ガキンチョの方はそんな男たちの剣呑な雰囲気にも動じない。むしろ、更に煽り始めた。


「そうかい。えらく生意気なガキだなコラ。優しい俺達にも我慢の限度ってのがあるんだ。今謝るんなら、許してやるぞ？」


こめかみをピクピクと動かし始める男達。


「謝る？　何を謝るんですか？　貴方達より強くてごめんなさいというべきですか？」


「このガキャ!!」


男たちは、ガキをとっ捕まえてやろうと手を伸ばした。生意気なガキは、痛い目を見せてやるのも教育の一環だと、誰も止めようとしない。


だが、その手が何かを掴むことは無かった。いや、逆に子供に手首を掴まれた。


「せいっ!!」


男たちの身体が宙に舞う。


「だあ、やっぱりぺ……ライス様の御供だとこうなるんだっ!!」


袖口を掴みながらの一本背負い。明らかに子供とは思えない身のこなしで、大の大人を投げ飛ばした。


「テメエ!!」


仲間を投げられたからだろうか。或いは、子どもに伸のされたという不名誉を、これ以上放置しては仕事に差しさわりがあると判断したのか。


周りの連中が、殺気立って二人組の若者に襲い掛かる。


「だあ、ちょっと、俺は荒事苦手なんだってば!!」


「情けないですね。そんなことでは〝我々の商売〟では早死にしますよ？」


襲い来る連中を、ちぎっては投げちぎっては投げ。一人がすっ飛べば、すっ飛んだ先でテーブルやら酒やらを散らかしながら転がる。次の一人が投げられれば、地面に頭から落ちてしたたかに脳震盪のうしんとうを起こして動けなくなる。


あっという間に、襲ってきた連中は全て地面と添い寝をする羽目になった。


ふう、と一息ついた子供。


改めて椅子に座ると、何事もなかったかのような態度で注文を口にした。


「マスター。お水を下さい」


「……分かった」


こうもあからさまな立ち回りをやらかして、目の前の少年がただの少年だというはずもない。店主は、水がめから飲み水を汲んで、幼いお客の前に出す。


「それで……マスターに聞きたいことがあるんですが？」


「何だ？」


店に入って来たばかりなら相手にもしなかっただろうが、ここまでのものを見せられれば、立派な実力者とみるしかない。つまり、この店にとっての〝正式な客〟として認めるしかないということだ。


「人を探しています。『暁の始まり』に居られた、バモットという方なのですが……」


「……バモットは俺だ」


名前を呼ばれて、店主が僅かに警戒を強めた。


「おお、貴方があの『常宵とこよいのバモット』だったのですか」


だが、続く言葉に、その警戒が緩んだ。子供が口にした名前は、それだけ自分達と〝近しい〟存在であることを示すものだからだ。


バモットは昔から酒好きで、どんだけ飲もうと常に「まだ宵よいの口」と言い張ることから、常宵の二つ名で呼ばれるようになった男。引退後に『暁の始まり』にとって重要な酒場を任される程度には、団内部での信頼を積み重ねてきた。


「ひどく懐かしい名だ……そうか、お前さん。いや、貴方様はもしかしてシイツ＝ビートウィンをご存知の方では？」


店主は、はたと気付いた。自分の名前を知っていて、これほどの大立ち回りをやらかす子供。自分の同胞であった、覗き屋が仕えている家を思えば、答えを導き出すことも容易い。


「おや、どうやらバレてしまいましたか？」


裏路地の貧民街で、貴族の子どもがうろついていたとなれば何かと厄介だと、偽名を名乗っていた少年。誰あろう、ペイストリーである。


髪の色を魔法で変え、偽装身分を使って訪ねてきたのも、偏ひとえにモルテールンの家名がデカすぎるからだ。襲撃犯が曖昧な現状、モルテールンの名前をぶら下げてうろつけば、さっさと逃げられてしまう可能性が高い。それ故の偽名。


ただし、全くの無名では大事なことは聞いても教えてくれない。仲間を売ってもらうには、それ相応の理由が必要だからだ。手荒い真似をしたのはその為。


名刺代わりに暴れられた店主としては、目の前の少年に一目置かざるを得ない。


「俺らの間で『首狩り』を知らない者はいねえ。いや、いません。十中八九、シイツの野郎の雇い主がオタク……貴方様じゃないかと思ってるんですが？」


「雇い主は、僕の父ですよ。今の僕は、只の丁稚。ライスと言います。こっちは兄弟子。そういう立場の方が、お互い良いでしょう？」


モルテールンの家名を出してくれるな、と言外げんがいに言う少年に、店主はそっと頷く。敬語には慣れていないので、妙な言葉遣いになってしまうのは御愛嬌といったところか。


「ってことはやっぱり。そうだな。それならそこで寝てる連中じゃ相手にならないはずだな」


「中々手強い方たちでしたね」


「……全員伸しておいていう言葉かよ。それで、俺に御用ってのは何でございましょうか？」


さっさと本題を済ませ、とっとと追い出したい店主のバモット。要件を急かす。


「実は、数日前にモルテールン家の馬車を襲った連中が居ます。恐らく雇われた者だろうと思われるのですが、何かご存知のことはありませんか？」


チャリン、チャリンと音がする。


カウンターの上に、さも飲み物代の支払いのようにして、金貨が置かれたからだ。普通ならば銅貨が置かれているであろうところに金貨。意味が分からないバモットでもないので、スッと金をポケットにしまい込む。


この業界は、金が全て。命さえ金で売る商売だ。


「数日前……モルテールンの馬車……ああ、あいつらかな」


「思い当たることが？」


「何日か前に、日頃金欠の癖に、お大尽風だいじんかぜを吹かす奴らが居た。楽な仕事だったと言っていたが、多分そいつらなら何か知ってるだろう」


なるほど、とヤキオニギーリことペイスは頷く。


命を懸けることも無く終わった襲撃。傭兵からすれば、非常に楽な仕事だったに違いない。


「その人たちは今どこに？」


「この町から出て行った。多分西の方に行ったと思うが、何処に行ったかまでは分からん……ですます」


「ふ～ん」


「ことと次第によっちゃあ、俺が渡りをつけてやっても良い……でございます」


無言で金貨を積み増すペイス。


バモットも、気前がいい相手には口も軽くなるとばかりに、知っている情報を洗いざらい話した。


欲しい情報を十分手に入れたのだろう。満足げに、カウンターに背を向ける二人連れ。


彼らの背中を見つつ、つい、バモットの口から独り言が漏れる。


「俺も、いっそモルテールン家に雇ってもらえないもんかね」


バモットは、店から出ていく少年と御付きを見送る。


襲撃犯の身柄の確保と、その依頼者が判明したのは、この僅か二日後だった。

            





相談と思い付き 


「むぐー、むぐー」


猿轡さるぐつわを噛まされ、身体を縄で縛られてもがく男が六人。


被虐趣味の人間が居るわけでは無く、彼らは罪を償うために連行されて来たのだ。犯した罪とは貴人への襲撃。殺人未遂ということになれば、極刑も免れない。


それを理解しているのだろう。必死に何かを為そうと蠢うごめいている。言い訳を述べたいのか、或いは逃げ出したいのか。いずれにしても、それを許す人間はこの場に居ない。


「で、こいつらが犯人で？」


「そうです。父様が直々に拷ごうも……コホン、尋問しまして、背後関係も吐かせました。一応、コアンと僕が手分けして、吐いた情報の裏を取り、先ほどようやく全てがはっきりしたところです」


「ほう」


シイツが、芋虫いもむしになっている傭兵たちを見る。その眼は酷く冷たい。


元々シイツも傭兵だった過去がある。だが、彼が所属していた傭兵団は、金の為に何でもするような連中を嫌っていた。義侠心とでもいうのだろうか、筋の通らない仕事はやらない傭兵団として有名であり、それが為に割に合わない仕事を受けることも多々あった。


傭兵としては異質。だからこそ、そんな傭兵団に居たことは、シイツにとっては誇りでもあるのだ。


犯罪の片棒を担ぐ傭兵。シイツが最も嫌いな連中が、芋虫になっている。


蹴りの一つもくれてやりたいところを、我慢しているのだ。


「彼らを雇い、当家の馬車を襲わせた犯人は、サイリ王国の人間……強硬派に属するアーソングリン辺境伯でした。これは確定です」


ペイスの言葉に、シイツは表情を引き締める。軽々しく扱える問題ではないと分かったからだ。


アーソングリン辺境伯はつい最近まではルトルート家の派閥に属する伯爵家だった。ルトルート家が潰れた後、心ならずも自領が神王国との最前線となってしまっている。その際、多くの利権を受け継いで陞爵しょうしゃくとなった。


辺境にあって、それも敵国との最前線にあって、いちいち中央に軍事行動のお伺いを立てていては、ルトルート家と同じような敗北を繰り返してしまうかもしれず、権限の強化をすったもんだの末に認められたという経緯がある。元々サイリ王国において辺境伯という地位は、伯爵位を持つ者が辺境にあって、権限を強化されたことに端を発する。アーソングリン家の場合は、正しくその先例に倣ったと言えよう。






無論、サイリ王国内の反発も大きかった。


爵位を上げる必要は無いという者や、敗北を喫したルトルート派に責任を問う者も多く、同派閥の後継者とされたアーソングリン家は、政争の矢面に立つこととなる。


派閥の結束力も揺らぎ、政敵からは格好の標的として口撃こうげきされ、アーソングリン家の指導力が疑問視されるという状況。一挙に解決しようと思えば、アーソングリン家が辺境伯家として一派を率いるに相応しい力量を持っていると認めさせ、かつ必要性を周知するしかない。


つまり、騒乱と、それに伴う手柄によって、極めて不安定な現状の足場を固めたいという切実な事情があった。


モルテールン家を襲ったのも、政争の際のカードの一つとして「モルテールン家と戦った」という事実を欲したというのも有るらしい。勿論、それでモルテールン家が両国融和の動きに介入することを狙ってもいる。


彼らが理想とすることは、モルテールン家が自分達の暗躍に気付くことなく、講和或いは休戦や停戦の交渉を壊し、非難の矛先を全部引き受けてくれたうえで、アーソングリン家が中心となって神王国に報復の軍事行動を起こし、旧地を奪還せしめることだ。


無論、そこまですべてが都合良くいくとは考えていないだろうが、元々神王国に対して強硬姿勢を取っていた自分達が復権するにあたり、神王国との戦いを欲しているのは事実。


神王国内では、神王国の英雄という看板は傷を付けたくないと考える人間が多い。つついて挑発するにはもってこいだ、と考えているのだ。


それが如何に危険な火遊びであるか、陞爵したばかりで諸国の情勢に疎い者には気付けない。


「そりゃまた大事おおごとじゃねえですかい」


「ええ。当初懸念していた通り。国際問題になりかねない。シイツの言いたいことは分かります」


外国の勢力に、神王国の中央軍の一部を預かる貴族が襲われたのだ。ことは国際問題に発展しかねない。


そして、それを手ぐすね引いて待ち構えている連中が居るのだ。


軽く挑発しておいて、反撃しようとしたところを罠に誘い込んでパクリ。狩猟でもよくある手であり、古典的ともいえる。罠を避けるには、意表を突く必要がある。


「どうします？」


「シイツはどうした方が良いと思いますか？」


ペイスは、大番頭に意見を求めた。


一応、領主代行として、また次期領主としての腹案はあるが、経験豊富で視野の広いシイツの意見は、時折鋭く核心を突いたりもする。


元より、トップの意見や、常識的な意見に対して、あえて喧嘩を売るような意見を考えるのがモルテールン家における従士長の職責。


誰にとっても頼れる兄貴分である。


過去を問わなければ。


「聞いてんなあ俺なんですがね……まず、このまま無視するってのは一つの手でしょうぜ。こうして襲って来た連中の身柄を押さえたんですから、こいつらの単独行動で、裏なんぞ無かった、ってことにしてしまえば、うちのメンツも立つってもんでさあ」


敵と思しき連中が、今か今かとモルテールン家が介入してくれることを待っているのだ。敵の思惑を外すという意味で、また無用な混乱を起こさず、責任と政争を回避するという意味で、最低限のメンツを保つのみに留め、あとは知らぬ存ぜぬ、ほっかむりを決め込むのも立派な選択肢である。


襲撃があって、実行犯を捕まえた。これなら十分にモルテールン家の面目は立つ。舐められることも無いし、モルテールン家が報復に手を抜かず、捜査能力や調査能力をしっかりと保有しているアピールにもなる。王都で治安維持の仕事をしているカセロールに対して、無形ながらも十分な援護射撃となるだろう。


「なるほど。しかし、それで周りが納得しますか？」


「無理でしょうぜ。こいつらがうちを襲って、得られるもんなんてねえでしょう。金で動く傭兵だ。誰かに雇われてたと思うはずでさあ」


「でしょうね。自分たちの名前を上げたかった……としても無理がありますか。神王国の傭兵ならば、モルテールンを襲っては悪名が高まるだけでしょうし、そもそも名乗りが無いのですから」


モルテールン家は味方も多いが、敵も多い。しかし、こと国内に限っては、敵と言っても政敵の部類。片手で握手し、片手で殴り合うような相手ということ。


モルテールン家が救国の英雄であり、国家再建の一翼いちよくを担った功臣であることは誰もが知っている。神王国の人間ならば、モルテールンを襲って得られる名声よりも、悪名の方が増えるであろうことは間違いない。


第一、名を上げたいなら犯行後に、我こそはと犯行声明の名乗りを上げねば意味が無い。傭兵たちの独断で、単独犯行だったなど、誰が信じるというのか。これが盗賊の類ならば、まだ〝箔付け〟というのも信ぴょう性が出ただろうが、この連中を盗賊に仕立て上げるのも難しい。


「いっそ盗賊だったことにして、売り払うとか？」


「傭兵として顔を知ってる奴もいるでしょう。不確定要素ってのは御免ですぜ？」


犯罪者から一切の権利を取り上げ、犯した罪の分だけ強制労働させる刑罰は一般的だ。神王国の場合は、鉱山でその手の労働力の需要が高い。


落盤が時折起き、周辺で湧き出す水も汚れていて、毎日肉体を酷使する仕事。死亡率は驚くほど高く、長期刑は処刑に限りなく近いとも言われる。


慢性的な労働力不足であり、売り払うとなれば喜んで買うところは多い。


だが、その販売先の最有力がレーテシュ伯爵家というのがいただけない点だ。彼の家はモルテールン家にとっては政敵の一つ。表面上はニコニコと協力しつつも、裏では色々と暗躍している油断できない相手。


モルテールン家に対する他国の陰謀の証人などというものを手に入れたら、何を考えるか分かったものではない。


レーテシュ家に限らず、売り払うならば余計なことは言わせない方が良いのだが、芋虫としても助かる為に必死になるはず。雇われていただけで、自分たちに罪はない、などとペラペラ喋ってしまうだろう。


それがどう転ぶか分からない。不確定要素とはそういう事である。


「身柄をお金に換えるにも、アーソングリン家とのことが片付いてから、ですね」


「そうなりやすかね。他には……そうですね、敵を徹底的に叩き潰す、ってなあどうですかい？」


シイツがにやりと笑った。


彼自身も、本気で言っているわけでは無いのだろうが、好戦的な性格が顔をのぞかせた。


「却下です。我々の行動が原因で戦争が起きたとあっては、結果の如何を問わず責任を問われるでしょう」


「功績を挙げれば関係ねえでしょう」


「先の東部での戦いは、フバーレク家の防衛の為でした。今回の件で騒乱が起きれば、原因はモルテールン家がメンツを守ろうとした、という形になる。当家の私的な理由では、功績を挙げても私利私欲と謗られるでしょう」


「違えねえ」


元々モルテールン家は、率先して戦争を起こすような家ではない。降りかかる火の粉はともかかく、軍事行動で利益を得ようとして動くことは無かった。精々が、援軍の礼金を受け取る程度。


これは、モルテールン家が極々小さい家だったこともあるし、カセロールの性格もある。


「しかし、こう、イライラしやすぜ。あれも駄目、これも駄目、こっちを気遣えばそっちに角が立つ。襲われた以上、放置も駄目。かといって、うちが目立って報復も駄目。うちの名前を出しちゃいけねえ。けど、うちが関わってるとアピールしなきゃならねえ。どうすりゃいいんだって大将も困惑してるでしょうよ」


モルテールン家が襲撃された以上、黙っていては後々の影響が大きい。故に介入すべきだということは間違いないのだが、モルテールンの旗を掲げて意気揚々いきようようとサイリ王国の連中に手向かえば、戦争一直線。これはモルテールン家としても不本意だし、カドレチェク公爵や国王の本意からも外れる。


「我々としては、アーソングリン家に一泡吹かせてやりたいという点では一致しています。地団太を踏ませてやれば、茶番に付き合わされた報復としては十分でしょう。しかし、我々が表立って介入すれば、各方面を大いに刺激し、余計にアーソングリン家を喜ばせることになる。特に、明確な武力をチラつかせるような真似は難しい」


「ええ、そうですね」


「うちが大々的に名乗り上げるのも拙いでしょうが、うちが殆ど関わっていないと思われるのも、不介入と混同されて誤ったメッセージになる」


「うへえ……」


「不介入は当家が舐められるので出来ない。なので、傍観ぼうかんはあり得ません。しかし、直接ぶん殴りに行く、というような乱暴な話では、戦争待ったなしでしょうし、それはカドレチェク公爵や陛下の本意ではない。平和を愛する僕としても、不本意です。なら、武力以外の介入……敵対勢力への金銭援助等をすれば良いかといえば、それもまた不確定要素を増やす。当家を目の敵にして、折角バラバラになっているサイリ王国の内部が結束してしまっては、これもまた戦争までやむなしとなりかねない。つまり、匂わせつつも当家と分からぬ形で介入する、という形が最良となるわけです。適当な家名を拝借するのがベストですね」


「なんつう無茶苦茶な」


シイツの溜息は、面倒くささの表れだろう。


「他所の看板を借りるってのが最良なのはわかりました。しかし、何処の看板を借りますか？」


「大きい家は、レンタル料も高くつく。出来れば、小さい家の看板を借りたいです」


「しかし、小さい家の看板ってのは、意味がありますかい？」


他家の名前を借りるというのは、要は虎の威いを借りるキツネになれと言っているのだ。


水戸黄門の印籠や、錦の御旗の如く、それを見せるだけで敵が委縮し、不埒な行動を控えるぐらいの権威が欲しい。


そうでなくとも、手を出せば痛い目に遭いそうだという脅しになる程度の力は欲しい。


その点、モルテールンの看板は、重宝がられた。


家は元々騎士爵位と小さく、それでいて大戦の英雄にして凄腕の魔法使いという威圧。安上がりな割に効果的と、便利に利用されてきたのも道理である。


しかし、今回はそのモルテールンの看板が邪魔になっている。だから、こっそり他人の仮面を被って殴りつけてやれ、というのがペイスの出した結論だ。


「小さいのに、威圧できる看板が必要ですね」


「……何とかなりませんかね？」


モルテールンより小さい。かつ、カセロールと同じように、居るだけで威圧できるような〝何か〟を持つ家。


レーテシュ家は、モルテールン家以上にデカイ看板だ。借りるのに、それこそどんな対価を要求されるか分かったものではない。


リコリスの実家フバーレク家は、サイリ王国相手に使っては拙い。ルトルート家没落に関しては、モルテールン以上の当事者だ。モルテールン家が紛争の火種というなら、フバーレク家は焚火か花火である。


ボンビーノ家は、威が足りない。敵に回すと厄介だ、と思われるからこそ看板を借りる価値があるのだ。当主交代間もなく、国内ならば徐々に揚がってきた武名も、対外的には無名。


王家。これは論外。借りる看板がネオン付きで光っているようなもので、余計な虫まで寄って来る。


カドレチェク家も、大きすぎる。軍家筆頭が動いたとなれば、無用な混乱を起こすだろう。


モルテールン家と親しいそれぞれの家。目ぼしいところは皆、不満がある。


「味方は無害と理解しつつ、敵が勝手に怯えてくれる小さな看板……。一つ、手があります」


ペイスは、じっと考え込んでいた。

            





頼もしき護衛


アーソングリン家当主は、まだ壮年そうねんと言って良い年だ。


幼いころから剣を鍛えており、体つきもがっしりとした、如何にもな軍人。勿論、若い頃には色々と失敗もしてきたし、恥ずかしい思いの一つや二つは今でも思い出せる。それら全てが血肉となり、今がある。


伯爵家の当主となって以降もある程度の経験を積んでおり、若くも無いが老いても居ない。


肉体的に十分な若さと、精神的に不足ない老い。老若の均衡がとれた、最も実力のある時期が今。


辺境伯はそう考えていた。


「我が国の使節団は、そろそろ国境に着くころだそうです」


「そうか」


部下からの報告に、鷹揚おうように頷く。


この男にとって、神王国は敵である。しかし、ある一面においては感謝しても良い恩人でもあった。


元々男は伯爵という高位貴族にあった。親から受け継いだものではあったが、余人が羨む地位であるのは確かだ。中には命を懸けてでも伯爵という地位を欲しがり、或いは守ろうとする者もいる。


しかし、この男にとっては笑止なことだった。生まれつきその地位にあったというのがそうさせるのか。当たり前に有るものの有難味が分からないのか。彼は、伯爵位ということに不満だった。


一応は、高位貴族という括りの中、辺境伯（サイリ王国には侯爵位が無いので、臣籍しんせきとしては最高位）や王族といった者達を含めれば、高位貴族の中での序列は下位に甘んじる。


国家内の序列で言えば、上の下。上の上たる王族とまでは言わずとも、上の中ぐらいは手にして良いと考えていた。欲深いとは思わない。


しかし今までは、ルトルート辺境伯を筆頭とする派閥の中にあって、トップになれるはずもなかった。


能力はある。間違いなくある。少なくとも男はそう信じている。だが、だからこそ上の連中は頭を抑えに来るのだとも思っていた。


派閥内では十二分な影響力を持ちながらも、他の連中やルトルート家の顔色を窺わねばならぬ状況。不満が無かったといえば嘘になる。


そんな中で、降ってわいたようなルトルート家消滅の報せ。自分でも驚くほどに、喜んでしまった。


国内の対神王国強硬派。それも、軍事的に徹底的に圧力を掛けて、外交的には一切譲歩するな、と主張する最強硬派。それのトップに就任できたのは、幸運以外の何物でもなかった。


無論、簡単に就ける地位ではない。今までルトルート家の下で結束していた連中を集め、他の候補者たちと熱論を交わし、自分こそが後継者であると認めさせ、派閥のトップに立つ。そして、その事実を派閥以外の連中に周知し、立ち位置に相応しい権力と地位を獲得するよう動く。


結果として、辺境伯位への陞爵も叶い、いざという時の軍権を手に掴んだ。自分は優秀であるとの思いを新たにしたのも当たり前だろう。


勿論、今でも国内には敵が居る。外国と戦争してばかりでは何も生まず、協調から利益を生み出すべきだと主張する外交屋どもがその筆頭。敵を屠る為の剣を飾りにし、身を守るための盾を置物に貶めた、貴族の風上にも置けぬ惰弱の徒。


軍事的に諸外国を屈服させるべきと主張する強硬派とは、犬猿の仲の連中だ。


穏健派は強硬派を考え無しのイノシシと蔑み、強硬派は穏健派を意気地の無い負け犬と見下す。お互いがお互いを嫌っているのだ。仲良くなれるはずもない。理論や理屈で対立しているのではなく、感情的に反発している面も大きい。


だが、そもそも利益が相反するのだ。敵国の最前線にあり、軍事的な脅威を常に感じ続ける人間と、後方にあり、軍事的脅威を殆ど感じない人間。同じ物を見ることなど、出来ようはずもない。


その点、神王国は一度滅亡寸前までいったこともあり、殆どが危機感を共にしているという。だからこその強勢なのだろうが、羨ましい話だ。


「これからが山場だな。上手く食いついてくれればよいが」


自分はまだまだ立場が弱い。辺境伯は自嘲する。


継いだばかりの自派閥は結束もまだ甘く、国内には政敵を抱え、名声や評判も、かつてのルトルート辺境伯には及ぶまい。それは十分わかっていることだ。


手柄が要る。誰もが認めざるを得ない有事で、自分たちが如何に素晴らしいかを示す機会が要る。


自分がここで功績を残せば、外交屋共は面目を失うし、五月蠅うるさく騒いでいた連中も冷や水を浴びせられたように黙るだろう。


そのための手は打った。


モルテールン家を始めとする幾つかの家を散々に挑発したし、他にも色々と手を打っている。


特に、最近起こした行動は辺境伯としては一世一代の大勝負。身命を賭した勝負手。外交使節が襲撃されやすいようにしたのがそれだ。


例えば無理やりに押し込んだ馬車。金持ちとあからさまに分かる煌びやかな馬車を用意したのだ。馬車だけでも相当に金がかかっているわけで、動く宝石箱と言っても過言ではない。見た目で侮あなどられるわけにはいかないという尤もっともな理屈を押し通し、用意したもの。金に飢えている連中の金銭欲や物欲を、大いに刺激してくれるはず。


護衛という名目で、見目麗しい女兵士も用意した。兵士とは名ばかり。実力は明らかに不足しているし、見るからに若いのだ。普通ならば、国家の威信をかけた使節の護衛などという大役は務まらないのだが、見た目の華やかさが平和的な使節には必要と主張し、ごり押しした。顔を隠すことも禁じているわけで、男の劣情を誘うであろうことは間違いない。


神王国内にも、外交使節が向かうことは周知させた。それはもう入念に布告し、そこら辺の無頼ぶらいの連中まで耳にしていることは確実だろう。平和使節であることも徹底して喧伝したわけで、護衛など殆どあって無きが如くという噂もセットだ。


守る戦力が殆ど無い、若い女性が多い、金持ちの使節団。


さあ襲え、すぐ襲えと全力でアピールしている形。


神王国が今までの常識通りの護衛を用意するようなら、確実に襲われるはず。儀典用のハリボテなど、餌を更に美味しく見せるトッピングである。


襲われないようにしようとすれば、常識破りな護衛がいる。そう、モルテールンの首狩りのような常識はずれな者が。


モルテールン家の首狩り魔が出張り、サイリ国内の反神王国感情を煽ってくれてもいい。領土を盗んだ戦犯が護衛するとなれば、確実に外交使節団の感情を逆なでするし、そうなれば〝不埒者〟の一人や二人、現れても不自然でない状況を作れる。いや、確実に現れる。その手筈は万端整えてある。首狩りにやられ、恨み骨髄に徹するルトルート家残党を使節団に潜り込ませるなど、容易いことだった。


外交使節団を謀略から守る為には、カドレチェク公爵家か、或いは神王国の王家が矢面に立ち、徹底的に睨みを利かせる他ない。軽々と手を出せないほどにガチガチに守る。これしかない。辺境伯は自分の予想に自信があった。


しかしそうなれば、モルテールン家を始め幾つかの〝襲われた〟ところは面目を失う。


王家やカドレチェク家が守るところに手を出すことは出来ないが、傍観していれば弱腰を笑ってやればいい。モルテールン家やフバーレク家のような〝戦犯〟に対して一矢報いて、悔しがらせた功績はデカイ。後は、その事実を散々煽り立ててやれば、向こうから暴発してくれる。


どう転んでも、自分たちの利益に転ぶ。


我ながら、上出来の首尾。


そう、辺境伯はほくそ笑むのだった。


◇◇◇◇◇


外交使節団はいよいよ神王国に入った。


居並ぶ面々に緊張が走る。


「気を抜くなよ」


護衛団を纏めるニーナは、周囲に大声で言う。


馬の上にあるのは痩身長躯。ほっそりとした体つきに、すらりと長い手足。華奢に見えるのは、彼女が元々筋肉の付きにくい体質であり、また女性であるということもあった。男連中と同じように訓練しているはずなのだが、脂肪は減っても筋肉が中々つかない。


短く整えられた金髪が、ちらりと兜の下に垣間見える。


美人と言うならその通りなのだろうが、人一倍目つきが険しい点で深窓の令嬢とは程遠い存在であると分かる。


サイリ王国では、女性が兵士になることは珍しい。しかし、先の神王国との戦いでルトルート家が敗れ、国境の守りを急いで固める必要があった為、男女を問わずに募兵があり、それに応じたのが彼女だった。着の身着のまま逃げ出した者や、よそ者に土地や仕事を奪われてしまった者。或いは混乱の中で富を奪われた者。そういった食い詰めた人間が、まともな給金のでる仕事に応募するのは、生きていく為。ニーナのような人間は数多くいる。


仕官したばかりの新米で、まだまだ経験は浅い。一年ほどしか訓練はしていないのだ。にもかかわらず回って来た大役。それも数人ばかりとはいえ一隊を預かる指揮官役。彼女はことのほか張り切っていた。


「ここからが大変よ」


「そうね」


同僚がニーナに呟く。この部下も、若い女性。馬に乗れる地位にあるが、身分自体は貴族ではない。同じような立場、同じような人間が五人。これが、今回の護衛戦力の全てだ。どうあってもまともな護衛戦力とは思えないが、だからと言って任務を失敗させるわけにもいかない。


憎い敵ではあるが、その敵国の中に入ったのだ。気を抜くわけにはいかない。


「ニーナ」


「団長と呼んでよ」


ニーナの不満げな様子に、同僚はくすりと笑う。この任務を与えられて以降、しきりに団長と呼ばれたがる点が、幼さだと思ったからだ。


「じゃあ団長、前の方、何か見えない？」


「前？」


言われて目を凝らせば、何やら人影のようなものが見える。ただ、数は無い。一人だけぽつんと居るような感じ。


「私が行くから、他は護衛に専念して」


「周りは警戒しなくていい？」


「あ、そっか。それもお願い」


おずおず、といった心持こころもちで、護衛団の団長が行く。当人には周りを窺う余裕もなく、目線は不審な人影に固定されていた。


神王国に入って早々の不審な状況。新米の指揮官としては、肩に力が入り過ぎる状況である。


「サイリ王国使節団の方々とお見受けする」


不審な人影であったもの。神王国の貴族と思われる男性が、そう告げた。


「そうだ。其は誰か」


ニーナは、精いっぱい声を張る。言い方も威厳のある言い方を心がけたつもりだ。


声が震えていなければ、何とか及第点を与えられていたかもしれない。


「神王国のハースキヴィ準男爵だ。ゆえあってここで皆さんを待っていた」


ハースキヴィ家の名を聞き、使節団の面々はピリッと空気を緊張させた。


事前に聞いていた要注意人物の一人が、このハースキヴィ準男爵だからだ。


この家は、実力自体は大したことが無い。大きい家でもなく、人材にはさほど見るべきものは無く、唯一警戒すべき点は親戚関係。


あのモルテールン家と縁があるという家柄。気を付けるべき相手なのは間違いない。


その男が、ニヤリと笑う。どこかの誰かにとてもよく似た、悪戯っ子のような笑顔。


「皆さんには、少々怖い思いをしていただきたい」


男が手を上げた瞬間。


周りからは、恐怖の悲鳴があがった。


◇◇◇◇◇


「閣下！」


機嫌よく酒を楽しんでいたところに、無粋な人間が駈け込んで来た。


従士の一人で、今回の件の各所への連絡役を任せていた人物。少し無理をして、情報伝達に強い魔法使いの傭兵も雇い入れ、万全の体制を整えている中でこの慌てっぷり。


「何事か」


一体どうしたというのか。


そう訝しがるのも当然であろう。


アーソングリン伯は、手に持っていた銀杯を、傍の机の上に置いた。


「使節団が……」


「使節団がどうした」


「熊くまに……熊に……」


「襲われたのか？」


熊と聞き、辺境伯は顔色を曇らせる。


元々、神王国内で使節団が襲われることは望んでいた。しかし、よりにもよって熊に襲われるとは運が悪い。いや、運が良いのだろうか。


襲われて運の良し悪しも無かろうが、襲われる相手としては、悪くない。使節団にとっては、であるが。


それはつまり、辺境伯にとっては都合が悪いということ。


どう見ても襲ってくれと言わんばかりの餌を用意したのだ。出来る事ならば、神王国の貴族の何いずれかが手を出してくれれば最良だった。サイリ王国から神王国の王都に向かえば、必然的に旧ルトルート領を通る。急な陞爵や叙勲があったとも聞く。突然立場が変わった人間が居て、彼らの目の前を使節団が通るのだ。思わぬ事故や、統率のとれていない下っ端の暴走なども十分あり得る。或いは、モルテールン辺りが激情に駆られて襲ってくれれば言うことなし。


しかし、腐っても英雄と呼ばれる男だ。此方の思惑の一端は見抜き、短慮を戒めるぐらいはしてくる。それぐらい出来ずに、恐れられるはずもないからだ。


さしあたって、盗賊の類に襲われるぐらいは予想していた。あくまで保険の手段として、雇い入れた傭兵に襲わせる手も用意していたが、使わずに済むならそれが一番。雇い入れた傭兵からの定時連絡が遅れていると聞いているが、傭兵などそんなものだろう。


神王国の不手際を徹底的に責め、報復を理由に軍事行動を起こす。勿論、中心になるのはアーソングリン家だ。


襲われたとの一報を受け次第、即座に軍を動かす準備を整えている。襲撃されて外交使節団が被害を受けたなら、非は明らかに神王国にある。名目としては十分だろう。盗賊に扮して神王国側が襲った等と言いがかりをつけるのも容易い。


軍を越境させて暴れさせ、適当なところで手打ちにする。本来の目的である軍功としては十分だろう。


だが、野生動物に襲われるというのはいただけない。


名目としてはとにかく弱い。野生動物に襲われたから報復などということも出来ないし、そんな話は馬鹿げている。


何のための護衛だったのかと笑われるのが関の山だ。


全く、運が良い奴等だ。


そう辺境伯は思っていたが、ふと見れば、部下が何か言いたげだった。


「いえ。襲われたのではありません」


「何？」


「熊に……熊に護衛されました!!」


「何だと!?」


アーソングリン辺境伯は、部下の報告の意味が分からなかった。

            





    
  
  




飴細工は驚きを伴って


のっしのっしと、獣が歩く。その体は人のそれよりも大きく、毛深さがそのまま獰猛どうもうさを表す。森の王者と言われる巨躯きょくと風貌ふうぼう。威風堂々いふうどうどうとした様子は、強者の余裕だろうか。


そんな獣の進行方向。目線の先には、少女が居た。美少女と呼ぶにふさわしい容貌ようぼうで、獣に相対しているのに動こうとしない。


正気の沙汰ではない。


腕の一振りで吹っ飛びかねない力の差があるのだ。逃げるべきだ。それとも、逃げたくても逃げられないのだろうか。


ケダモノが、少女に向かって立ち上がる。いや、前足をあげて少女に覆いかぶさる。ついにケダモノが本性を現したのか。


襲われた、もう駄目だ、と誰もが目を瞑つむるであろう光景。


「くーちゃん!!」


獣の毛深い腹の下から、嬉し気な声がした。


ジョゼフィーネが、自らが名付け親となった熊ペットを可愛がっているのだ。一見すると非常に危険な行為にも見えるが、先入観がそうさせるだけのこと。


人を襲えば危険な動物でもペットになっているなど珍しい話ではない。犬などは人ののどを食いちぎる牙を持っているし、馬だって一蹴りで内臓を潰せる蹄ひづめを持っている。山羊や鹿にも人を突き殺せる立派な角を持ったものがいたりもする。しかし、飼いならされたこれらの獣を恐れる人間は珍しい。愛玩あいがん動物として可愛がる人間も多いだろう。


動物の脅威とは、凶悪な能力を持つことではない。人を襲う意思があるかどうかだ。その点、くーちゃんと名付けられた熊公は、人を襲う様子を欠片も見せずに少女とじゃれていた。


「美女と野獣？」


「はは、言い得て妙だ。義妹ジョゼも元気そうで何より。義弟ペイスも元気そうだね」


「おかげさまで」


安全確保の護衛という名目でジョゼの様子を見ている二人の男。


モルテールン家次期当主ペイストリーと、その義兄にしてハースキヴィ家当主ハンスの二人だ。


両者は直接の血の繋がりこそ無いものの、姻戚としてそれ相応に親しい付き合いがある。お互い、同じ女性に頭を悩ませるという点で共通項があるのだから、仲良くもなるだろう。


片方は我儘な姉として。片方は奔放ほんぽうな妻として。


「ところで義兄上、あれは大丈夫なんですか？」


姉とじゃれる熊を見つつ、ペイスが不安を覗かせながら聞いた。


目の前でジョゼが散々に熊に遊ばれているのを見れば、不安にもなるだろう。当人は熊と遊んでいると言い張るだろうが、体重差と体格差があり過ぎる為、主体性が熊の方にあるだろうことは明らかである。


犬とじゃれて遊ぶ人間が居るのだから、熊とじゃれて遊ぶ人間が居てもおかしくないというのは理解できても、目の前の光景はやはり異質だ。熊がちょっと間違いを犯すだけで、ジョゼは怪我、下手をすればあの世生きとなる。


「躾しつけには絶対の自信がある。何なら、この首を賭けてもいいが？」


だがしかし、ペイスの心配は無用であるとハンスは請け負った。


元々、ハースキヴィ家は森の住人だ。


先祖は木こりだったとも、森の精霊であったとも言われている。無論、精霊だったなどという話を真に受ける人間はいないが、来歴のはっきりしない家系では、箔をつけるために先祖の出自を盛ることはよくある。ハースキヴィ家もその類だろうと思われる。


いつの頃から軍人になったかは不明ながら、少なくともハンスの曾祖父が軍人であったことは間違いない。


代々の軍人として軍功を重ね、ハンスの代でモルテールン家の娘を娶めとり、それが縁で王家の覚えもめでたくなり、先年、陞爵して準男爵位を賜たまわり、現在に至る。


森のすぐ傍で代々暮らしてきたことから、こと森林に関しての造詣は深い。ペイスですら比較にならない程、深い知見と広範な知識を受け継ぐ。


食用になる植物やキノコの種類と見分け方。獣の狩り方や見つけ方、或いは逃げ方。森で迷った時の対処法。危険な毒虫や毒草の知識と、利用法。等々。


おおよそ、森で暮らすのに必要と思われる知識の多くを口伝してきた家柄で、ハンスは父や祖父から色々な知識を学んできた。


その中の一つが、どうやら森の獣の調教についてであるらしい、というのが、モルテールン家の調べたハースキヴィ家の情報である。森には様々な野生動物が生息しているものだし、元々南大陸は獣や魔物がうようよいる土地。森を利用しようとする人間が、森の生き物たちの生態に詳しくなるのも道理である。






先日、モルテールン家に子熊が迷い込んだ際、人に自慢できるようなペットが飼いたいとごねるジョゼを宥める為、このハースキヴィ家に預けられたのが、今ジョゼとじゃれている熊であった。名前はくーちゃん。自分で名前を付けてまで可愛がるのだから、ジョゼも身内に甘いモルテールン家の娘らしいといえる。


「首を賭けるほどの自信の理由がわかりませんが……魔法的なものですか？」


この世界、不思議なことはとにかく魔法を疑うように出来ている。物理法則すら超越した力を持つ者が、一定確率で発生するのだから、それも当然のこと。


熊の調教に使える魔法というのも、歴史を知り、想像力が豊か人間であるならば幾つか思いつく。ペイスもその一人だ。言葉も怪しい幼少時から知識を貪欲どんよくに詰め込み、幼さゆえの柔軟な頭を、大人の理性と知性でもって活用するのだ。並みよりも遥かに高性能な想像力が働く。


例えば、神王国では一番ポピュラーな魔法である【発火】。野生の獣が火を恐れるのは普通のことなので、粗相をするたびに脅してやれば、サーカスのライオン程度には躾けられるに違いない。


或いは、鳥使いの魔法使いが居たのだから、獣使いの魔法使いが居てもおかしくないと考える。操作とまではいかずとも、心を通わせられるのであればハースキヴィ準男爵の自信の程も理解できるというもの。


他にも幾つか思い当たるものがある。いずれかの手段を用い、熊の躾をしているのではないか。


魔法を使えるのであれば、熊の一頭や二頭、扱えてもおかしくはない。


しかしペイスの質問には、ハンスは首を振る。


「それは幾ら義弟とはいえ、答えられない。当家は常に森の傍で生きてきた。獣の扱いにかけては何処にも引けを取らぬとだけ言っておこう」


やはりハンスも貴族家の当主としての教育を受けている。妻の弟といえど、他家の人間に自分たちの持つ技術は話せないという。


モルテールン家も砂糖づくりや酒造り、お菓子作りで秘密にしていることは多いのだ。お互い様という奴だろう。


魔法的な技術であるのかどうか。否定も肯定もしない。


もっとも、この程度のやり取りでもかなり確度の高い推察が出来るのがペイスという少年でもあるのだが。


おおよそを察しながら、それは口には出さない。


「そうですか。それでもおかげで、アーソングリン家に一泡吹かせることが出来ました。ありがとうございます」


「役に立てたのなら幸いだ。今までモルテールン家に借りがあったからな。少しでも返せたなら、我々も気が楽になる」


「助かりましたとも」


サイリ王国アーソングリン家の陰謀。


モルテールン家に介入させ、神王国との融和ムードに水を差そうとしたものだった。


それを防ぐべく、動いたペイスの一手は『ハースキヴィ家に預けた熊を使う』というものだった。


モルテールン家が動くわけでは無く、軍家としてカドレチェク公爵からの要請でハースキヴィ家が護衛に動いたという形になる。


のっしのっしと歩く熊に、襲い掛かれる勇気を持つ者はそうそう居ない。神王国内で蠢うごめいていた不逞の輩は、熊の姿を見るだけで逃げ出した。


本物の熊が目の前に居て、文字通り人間を越えた膂力りょりょくと腕力を持つのだ。半端な覚悟では立ち向かえない。


それに、明らかに人に従属しているのが見て取れるのだ。つまりは、獣の弱点であり、人間の唯一の武器である知恵が、人為的に補われているということ。大人しく護衛として付き従っているのを見れば誰だってわかる。


人の知恵で動く、人間離れした猛獣。普通の獣でさえ、大の大人が死にかねないのに、知恵袋まで居て簡単に相手が出来るとも思えない。ペイスのように、魔法の存在を疑った者もいるだろう。


そして、使役しているということは、熊以上の力量の人間が居る可能性もあるということ。人を片手であしらう猛獣を、力でねじ伏せているとするなら、同じように人間を片手で吹き飛ばす異常な存在が居ることになる。少なくとも、事情を知らない〝襲撃者〟にはその可能性を無視できなかった。


更に、内通していた神王国の傭兵のことごとくが秘密裏に捕らえられた。


陰謀の首魁たるアーソングリン辺境伯は、猛獣が使節団を護衛するという不測の事態に、最後の手段ともいえる直接介入を行おうとした。


いずこの手によるものかは不明ながら、明らかに自分たちの考えを読み切った上で、予想外にして効果的な対応をしてきたのだ。やむを得ない。


自作自演を狙う為に、何とか手駒の傭兵に連絡を付けようと試みる。しかし、返って来たのは『この連絡網は現在使われておりません。連絡先をご確認の上、もう一度ご連絡ください』などという巫山戯ふざけた内容だった。


頭に血をのぼらせてカンカンになり、顔を真っ赤にして部下を怒鳴り散らしたところで、地団太を踏む羽目になった。


しかも、アーソングリン辺境伯が、何とかサイリ王国使節団が神王国人に襲われたという体裁を作ろうと躍起になっていたところに、モルテールン家から連絡がきた。


曰く『熊に負けた閣下におかれては、これ以上の恥を上塗りすることの無きよう』と。気付けば、サイリ王国内で〝熊に負けた男〟という噂が広まるに至り、アーソングリン辺境伯は自らの敗北を悟った。


こうして、外交使節団は無事に王都にたどり着き、神王国との外交交渉に入ったという連絡が、各所に届けられたのだった。


尚、もふもふの熊に、だらしない笑顔でまたがる女兵士の姿が見られたのは、王都のゴシップとして処理されることになった。


「あらあら、ジョゼは相変わらずお転婆ね。婚約も済ませたというのに、あれじゃあ旦那さんも大変じゃないかしら」


いつの間にか、ヴィルヴェ＝ミル＝ハースキヴィ準男爵夫人が、男たち二人の傍に立っていた。


「ビビ姉ひゃま、なひぇ、ほっぺひゃを抓つねるのひぇふか」


そして、さも当然の如く弟を弄る。


「それは、ペイスがペイスだからよ」


「訳が分かりまひぇん」


「このつやつやで柔らかい頬が悪いのよね。つい触りたくなっちゃう。だってほら、こんなに伸びるのよ？」


「やめへくひゃはい」


弟と姉のスキンシップ。どちらかといえば弟の方が可哀想な感じもするが、ペイスが赤ん坊のころから構い倒すのが通常営業となっている為、ハンスなどは助けようともしない。


そうこうしていると、熊の下からジョゼが出て来る。彼女は、姉が居る事に気付く。


「あぁ、楽しかった。あ、ビビ姉様」


「ジョゼ!!」


駆け寄るジョゼ。そして抱擁する二人。


モルテールン家の姉妹は、スキンシップが過剰なのだ。愛情深い母親に育てられた弊害ともいえるのだろうが、これまた自分には実害が無いとハンスは傍観の構え。


ようやくとばかり距離を取るのがペイスである。


「大きくなったわね。とても美人になって」


「姉様も、相変わらず素敵よ」


「あら嬉しい」


和気藹々わきあいあいとする二人。


仲の良いモルテールン姉妹であるが、長女であり世話焼きだったビビと、末の妹で奔放なジョゼは一緒に居ることが多く、特に仲が良いのだ。


「ビビ姉様、ジョゼ姉様、いい加減、休憩しませんか？」


凶悪な姉二人から離れ気味のペイス。


これ以上被害がこちらに来ては敵わないと、興味の矛先を露骨に誘導する。


「そうね、お茶にでもしようかしら」


「では、皆さん、こちらへ」


ペイスは、二人の実姉と一人の義兄。それに御付きの面々を伴って、中庭に移動した。


くーちゃんは、そのまま食事の時間である。


「ペイス、今日のお菓子は何？」


モルテールン家の主催するお茶会は、お菓子が大事。


特に、ビビやハンスはペイスの作ったお菓子を食べるのは久しぶりである。しがない準男爵家では甘いものなど滅多に食べられない。期待は膨らむ。


「今日は、折角ですから熊にちなんだお菓子を用意しました」


「へえ」


「用意したのは、これです」


「何これ？　飴？」


ペイスが皿を取り出す。


白い容器の上に、色とりどりのお菓子。一つ一つの大きさは硬貨ほどであり、短い円柱といった形をしている。


人の顔、花の模様、幾何学模様に動物の絵柄。見た目的には大変楽しいが、見たところ飴のようである。

            





    
  
  




「はい。水あめに色を付けた組飴くみあめ。俗称で『金太郎きんたろう飴』と言ったりもしますが、色を付けた飴を組み合わせて作る、飴細工の一種です」


「ふうん。これって人の顔よね？」


「ええ。折角ですから、造形に拘こだわってみました」


組飴として知られるものの中で、最も有名なものは「金太郎飴」だろう。これは、足柄山あしがらやまの金太郎こと、坂田金時さかたきんときの幼少時を模した人の顔を形どっていることで知られる。


一般的には、童話として知られる金太郎だが、歴史上の人物として実在していたとされている。熊と相撲を取って体を鍛え、熊にまたがって馬の稽古けいこをしたという豪傑ごうけつだ。


熊にちなんだお菓子としては、中々にユニークである。


「あま～い!!」


「そりゃ、飴ですから」


「味はどれも一緒なのね」


お茶はあえて砂糖を入れずに用意された。


飴を口に含みつつ飲めば、砂糖を入れずとも甘いお茶を楽しめる。


のど飴に続く新商品として、ペイスがここ最近ずっと研究してきたものであり、今回はそのお披露目ひろめ兼試食ということだ。


物珍し気に観察するハンス。楽し気に気に入った絵柄を探すビビ。何も気にせずホイホイ口に放り込むジョゼと、中々に個性豊かなお茶会である。


「しかし、政治というのも面倒なものだな」


お茶を飲みながら、ハンスがぼやく。


「それは同感です。正直、今回の件はかなり面倒でした」


「強硬派とやらも、融和派とやらも、我が国の貴族も……一皮むけば同じ穴の狢むじなか」


「この飴のように？」


「何処を切っても同じか。全く、皮肉なものだな」


準男爵が抓つまんだ飴の中。


何処を切っても変わらぬ、笑顔だけが救いであった。

            





エピローグ　切り飴の同じ顔


神王国の王都では、盛大な歓迎式典が行われていた。


サイリ王国使節団の歓迎式典である。より詳しくいうならば、外交使節団との交渉が無事に終了し、神王国としてはまず満足する結果になったことを歓迎する式典である。


ついこの間まで殺し合いの戦争をしていた相手と、仲良く談笑することなど出来るのか。普通の神経であれば、恨み言の一つや二つ出てきてもおかしくない。しかし、貴族というのはそういう普通の神経とは縁遠いところに住まうものである。


そも、如何に今現在の敵であっても、あちらこちらでしょっちゅう争いの火種が燻り、時に燃え上がる世界であれば、いつ何時なんどき、誰が手を結ぶ味方となるかもしれないのだ。敵の敵は味方という言葉もある。より大きな敵と相対した時、或いは神王国内部が割れた時、戦略的に、サイリ王国と手を組む可能性は常に存在しうる。


ならば、粗雑に扱って恨みを買うよりは、例え一時の鬱憤や怨恨を隠してでも、笑顔で握手するのが大人の対応というものである。


「諸卿、今日は遠方より来られた客人が主役だ。仕事で忙しい者も、積もる日頃の思いは忘れ、笑顔で楽しんでもらいたい」


一段高い壇上で声を上げるのは、神王国国王カリソンである。


溌溂とした雰囲気を醸し出し、或いは滲み出していた。日頃は意図的に峻厳しゅんげんな雰囲気を演出することが多いわけだが、今回はあえて親しみやすさをアピールしている。


それは何故か。今日の式典こそが自らのメリットになるからである。


自分は余裕がある、満足していると見せつけているのだ。


先だって行われたサイリ王国と神王国の戦争。


実際は、ルトルート辺境伯家とフバーレク辺境伯家の両家が争ったのだが、戦いの結果は誰しもが予想し得ないものだった。同格同位といえるほど実力伯仲はくちゅうする両家であったが、先手を取り、より多くの戦力を準備していたルトルート家が当初優位に立っていた。それを、フバーレク家が押し返し、あまつさえ反攻し、逆にルトルート家を完膚なきまでに叩きのめす結果となった。


長年小競り合いを続けてきた問題が、神王国の圧倒的勝利で解決。それは、フバーレク家の英名を高めると共に、カリソン王の名声も高めるものであった。


強い王。勝てる王。運の良い王。


そのような評判は、国王にとって財産である。


封建制のような世界では、王といえども絶対の存在ではない。事実、かつて王家が滅ぼされかけたこともある。


味方は多い方が良い。


誰でも、負け犬に助力しようとは思わないもので、勝ち馬に乗ろうとするのは貴族の摂理。勝負ごとに強い王という評判は国内貴族の助力と結束を生み、それがより勝利と国力増大に寄与する。そして更に強い王となっていく好循環。


王としての体面を守ることが、王家の財産そのものになる。


今回の和平は、カリソン王とその配下が得た成果を確定するものである。


つまり、サイリ王国が自ら負けを認めたということ。これは大きい。両者が互いに、自分こそ勝者だと言い合うような泥仕合どろじあいではない。完璧な勝利の確定。これは、今回の外交交渉における最大の成果と言えるだろう。


王自らが使者を持て成すのは、自分の実力と成果を誇示せんが為である。


部下の功績を横取りしているようなものではあるが、部下の功績は上司の手柄であるという理屈は、今も昔も変わらない。


勝てる王と、それを支える優秀な臣下。この構図がある限り、王の求心力は強まる。


「おお、フバーレク卿、ここにいたか」


会が始まってしばらく、談笑の中から王が声を掛けたのは、今回の主役の一人。


和平交渉の立役者として、建前では最大の功労者となっているルーカス＝ミル＝フバーレク。まだ若い青年であり、とても老獪にして狡猾な故ルトルート辺境伯を相手取れる男には見えない。


詳しく〝事情を知らない〟人間にしてみれば、一見すればさほどの者とは思えない相手こそ恐ろしい。人間は、知らない事や分からない事を恐怖するように出来ているのだ。


自分自身の人物評価、目利きと、実際の結果が乖離するとき。自分の評価眼を疑うことになる。自分の能力の高さを誇るものほど、自分では測れない相手に恐怖する。


ルーカスに向けられる大よそ半分程度は、怖れの目線だ。


しかし、事実を知る者からすれば、ルーカスは別に恐れるようなものでもない。余人の想像もできない戦果を挙げるほどの人物に見えなくて当然。なにせ、それは他の〝陰に隠れた人物〟によって為されたものなのだから。


国王とフバーレク辺境伯。真実を知る者同士でもあった。


「今日は、モルテールンの息子は来て居らんのか？」


カリソンが、こっそりと小声で訊く。


大声で話しては、〝本当の功労者〟に迷惑がかかるとの配慮だ。


「そのようです」


王の意図を察し、ルーカスは苦笑いを浮かべる。自分の答えが、王の期待する答えとは違うと理解しているからだ。王が本当に労いたいのは、自分などではない。しかし、建前として筆頭の功績を褒められる立場だけに、王としては声を掛けないわけにもいかない。


自分の手柄でも無いのに褒められる。これで心から喜べる人間は、面の皮が鉄で出来ているに違いない。


「何だ、妹婿だろう？　呼ばなかったのか」


案の定、王は不満を滲ませる。


「呼んだのは呼んだのですが、領地の方が忙しいからと断られました。自分は父を差し置いて出るわけにはいかないと言われては、無理も言えません」


「けしからんな。不敬としてしょっ引くか？」


王の冗談に、ルーカスは愛想笑いを返すほかない。苦笑は深まるばかりだ。


本来、王の臨席がある社交の場は、高位貴族の独占する場。参加する権利は、高位貴族の特権ともいえる。


王の目に留まれば、より華やかな立場や、大きな権力、或いは富を得られるわけで、参加出来る人間は厳選される。


男爵位を持つ領地貴族程度であれば、ギリギリ居てもおかしくはないかもしれないが、その代理となるとまず参加は出来ないのが常識。


身の程を弁えているのなら、仮に招待があったとしても、王の臨席となるなら遠慮するのが空気の読める人間の賢慮というものである。といっても、王の命令であったり、主催者の招待があれば構わないものなのだが、社会通念を持ち出されては無理強いも出来ない。


「カセロールは来ているのか？」


「モルテールン男爵は、警護の任があるとのことで、自ら現場の指揮を執っておられるとか」


「ああ、そういえば、あいつは国軍に取られてしまったのだったな」


カセロールは、カリソンにとっても気安く接することの出来る代えがたい人材である。出来る事なら手元に置いておきたいと常々思っているわけだが、王が私的な感情で部下を振り回わすのは悪手だ。


かつて、カセロールがまだ貴族位を持たなかった若かりし頃、手元に置いておこうと試みて諦めたこともあった。戦後の混乱期、火種燻る国境沿いの僻地に瞬間移動の魔法を使える英雄を配置するというのは、ありとあらゆる面で文句のつけようのない道理があった。これを動かすのなら、カセロールに代わる何かを必要とするほどに。そんな都合の良いものがあるわけもない。


それから二十余年。事情が変わり、カセロールの息子が魔法使いであり、実は瞬間移動の魔法が貸せるかもしれないという情報が出回りだす。喜んだのは王である。いずれ折をみてカセロールを手元へ呼んでやろうと思っていた矢先に、カドレチェク公爵が国軍内部に囲い込んでしまった経緯がある。


どうせ王都に居るのだから、呼ぼうと思えばいつでも呼べると思って妥協はしたが、今日のような時は国軍の隊長としての任務に取られるらしい。


「全く、最近は不愉快なことばかりだな」


カリソンは、今回の講和交渉の件で、サイリ王国側に不自然な動きがあったことを知っている。


恐らくは神王国とサイリ王国を争わせんが為の策謀であったと予想されているのだが、どうやら失敗に終わったらしいと聞く。


伝聞なのは、はっきりとした主体が見えない為。見えないところでコソコソと動いて物音を立てていた何かが、いつの間にか音を一切立てないようになったという事実があるのみ。


何が動いていたのか、誰が止めたのか。そんな細かいところまで気にしていては、政務などというものはたちまち動脈硬化を起こす。


大よその情報で察するなら、モルテールン家かフバーレク家のどちらかが動いたのだろうが、カリソンが目の前の青年を観察するに、どうやら前者だったらしい。カセロールが、治安維持の一環いっかんで動いたのだろうとカリソンは予想する。


ならば、後始末や報復の警戒から、事情に詳しいであろうカセロールが警備の任に当たるのは合理的な行動なのだろう。どうせなら、カセロールに息子のことを問い詰めたかったのだが、と思ったところで、いずれその機会もあるだろうと心の棚にしまい込む。


「国軍の再編は落ち着きましたでしょうか」


「中央は片付いたと思っている。後は地方になるが……お前の所から人を出せないか？　折角の機会なので色々と大きく顔ぶれを弄ろうと思っているのだが、カドレチェクが渋い顔をする。お前のところから優秀なのを出してもらえれば、抜擢するぞ」


「陛下、私のところは今、戦禍からの復興に取り組んでおります。優秀な人手は幾らあっても足りない状況でして」


「今回の講和で一息つけるだろう」


「だからこそであります。戦時に輝くものが、争いの無い時にも輝くとは限りませんので、東部を取りまとめる立場として、多くの目と耳が必要になります。戦うだけならともかく、睨み合いながら牙を磨くような機微を理解出来る人間は凡庸な人間には務まりません。正直なところを申し上げて、陛下の元から優秀な官僚や軍人を頂きたいほどですが」


「やらんぞ。無駄に囀さえずる、煩い宮廷雀すずめならば幾らでもくれてやるが」


「雀ではなく、犬。出来れば狼を欲しいところです。何にせよ、優秀な人間は、何処でも引っ張りだこというわけでしょうか」


「そうだな」


フバーレク辺境伯と、国王の会話。


神王国のトップと、その重鎮とあって、周りの人間は口を挟むことなく見守っている。


勿論、会話については聞き耳も立てているが、その目的は明らかだ。誰もが皆、欲深い思惑と自己利益の為に、情報を欲している。






そんな中で、二人の会話の様子を窺う人間には、彼らに好意的でない者もいた。


「ちっ、フバーレクめ。若造が運に恵まれたからとデカい顔をしおって」


コウェンバール伯爵が、吐き捨てるようにつぶやいた。外務貴族として、自分たちを蚊帳かやの外に置いて軍主導で行われた講和交渉には一言も二言も物申したくなる。


「伯、そんな言葉を誰かに聞かれては、仕事に支障をきたしますぞ」


コウェンバール伯爵の物騒なつぶやきを拾ったのは、ミロー伯だ。コーヒーブラウンの髪を丁寧に整えた男で、外務を担当する宮廷貴族。主に海事の調停が専門だが、仕事柄南部と東部には顔の利く人物である。


同じ派閥の人間から窘められ、コウェンバール伯爵はふんと鼻息を荒げた。


「お主も不満の一つぐらいはあるだろう。今回の件、我々は割を食ってばかりだ」


「おっしゃりたいことは分かります。まあ、ジーベルト侯爵などは今回の講和を喜んでいるようですが」


「あの連中はことなかれ主義の腰抜けぞろいだ。隣で大火事が起こっていても、自分のところに火が及ばないなら無視を決め込む変人の集まりではないか」


神王国においては、内務、外務、軍務の三職で大よそ貴族毎の派閥のカラーが決まる。適性の有る無しは分かれるにせよ、どの貴族もこの三権の何かに属している。無役無職の人間を除けば、例外は無い。


それぞれの傾向を、対外政策という点で見た時。内務は、外務と軍務に反発する。


外務とは、外交折衝や情報収集を担当する仕事であり、軍務とは、軍事行動全般を担当する仕事。


共通するのは、どちらも揉め事あってこその仕事だということ。


外国や、或いは国内の貴族間に一切の揉め事が無ければ、話しあう必要も、戦う必要もない。外務にしろ軍務にしろ、貴族同士、国同士で揉め事があるからこそ必要とされる。


対し、内務とは内政が仕事。争い事など無く、揉め事も起きず、平穏に日々が続き、今日の延長線上に明日がある状況こそ、内政官の成果が光る。


こと対外政策という点において、外務は軍務と手を握ることが出来るのだ。


しかし、今回の件は外務の頭越しで行われた。軍人同士の戦いの結果として、サイリ王国が屈辱的な講和条件を呑んだのだから、話し合いも糞も無い。


軍務閥に居る穏健派。そして、内務閥のほぼ全員。今回の講和を喜んでいるのは、これらだけだ。例外は、この講和に際して大きな役割を果たしたフバーレク家ぐらいなものだろう。


コウェンバール伯爵は、自分たちの職域が侵されたことに対して、強い不満を持っている。


「今回の件、どうやらアーソングリン辺境伯が裏で動いていたと聞きます。伯はそのことはご存知でしたか？」


「……フン」


「その様子では、とっくにご存知だったようですな……その様子、もしかして？」


「あまり深く首を突っ込まぬことだ。失敗した策謀など、掘り返しても泥で汚れるだけだぞ」


アーソングリン辺境伯を始めとする、サイリ王国の強硬派は、実はコウェンバール伯爵を含め神王国の外務貴族と縁がある。拳を振り上げ、気炎を揚げる人間をなだめすかし、落ち着かせるのも外交官の仕事なのだから、面識があっても不思議はない。


そして、サイリ王国との講和を望んでいなかった勢力の筆頭が、他ならぬ外務閥である。ミロー伯は、あまりよろしくない想像を働かせ、口をつぐむ。


「和平交渉の使者が、不慮の事故にでも遭ってくれればよかったのだが、そうそう思い通りにはいかぬものだな」


「噂によれば、モルテールン家の息子が動き、事前に策謀を阻止したそうですが」


「ほう」


コウェンバール伯爵は、ミロー伯の言葉に、思いのほか大きなリアクションで興味を示す。


「モルテールン卿の御子息は、そんなに優秀なのか」


「そうですな。私も会ったことがありますが、中々に賢い御仁でした」


「そうか……〝彼の少年が居る限り〟サイリ王国との和平は続くのかもしれないな」


コウェンバール伯爵のつぶやき。


それは、思いのほか多くの人間の耳に届くこととなった。

            





    
  
  




親子の会話


藍上月あいこうづき。夏の真っ盛りのこの時期は、モルテールン領は特に昼間、サウナも顔負けな暑さになる。


地面は乾いて固くなるわけで、そんな畑で農作業をしている人間は、時折日陰に入っては水を飲む。暑い暑いと、呪文のように唱える羽目になる毎日。


これでも用水路が出来てからは随分とマシになっているのだ。それが無かった頃は、井戸から水を汲み、長い距離を運んで畑に撒まくという作業を繰り返していた。暑さに焼かれ、汗をかきながら。それはもう苦行でしかなかったわけだが、ここ一、二年で農地もすっかり綺麗に整備され、畑のすぐ脇には水くみ場が出来た。


長い距離を水運びせずとも良いとあって、効率は格段にアップしたのだ。


どうせなら、もっと楽にして欲しい。出来れば暑さをどうにかしてくれないものか。夏場でも涼しいなか、農作業が出来れば嬉しい。


無茶と分かっていながらも、農民たちはついつい期待してしまう。


それは、偏にモルテールン家の統治が行き届いているからである。あの領主なら、あの坊ちゃんなら、もしかしたら何とかしてくれるかも、という過剰な期待の表れ。


これからはきっとよくなる。


そんな、占いよりもあやふやな期待を胸に、農民は働く。


彼らの期待の矛先には、真新しいモルテールン家の屋敷があった。


◇◇◇◇◇


モルテールン家王都別邸。


何かと派手に目立つモルテールン家ではあるが、内装は質素という一言に尽きる。


勿論、貧乏に思われない程度に装飾はあるものの、質実剛健を合言葉にするこの家では、無為に飾り立てるようなことはせずに必要最低限の飾りで済ませていた。


唯一、贈り物や貰い物の飾りが置いてあるのが、執務室。応接室では貰い物を置いていては面倒事も起こりうる為、部屋に飾っていると言い訳できるように執務室に置いてあるのだ。


この執務室。最も高価なのは、机である。


高級な木材を使い、職人が丹精込めて仕上げた逸品。


その机の上に、ばさりと報告の為の羊皮紙や木板が置かれた。


「父様、これが先月までの報告です」


「うむ、ご苦労」


王都はモルテールン領からみて北東に位置する。


神王国には魔獣や肉食獣がうようよと生息している大森林がある為、直線距離でならばさほどではなくとも、実際にモルテールン領から王都に移動するときには、南からぐるりと森を迂回する必要がある。


しかし、ことモルテールン家に限っては迂回する必要もない移動手段が存在していた。いわずもがな、魔法だ。


便利さでは現代科学をも凌駕りょうがする力。じっとしていても熱中症になりそうな日は、ペイスなどはこうして名目をつけては王都に〝避暑〟に来る。


息子の奔放さは今に始まったことではないので、仕事が十分回っている時には何も言わないのがカセロールの流儀。これを息子への篤あつい信頼と取るべきか、単なる親馬鹿と取るべきかは評価が分かれるところである。


尚、従士長シイツの評価は勿論後者である。


「ふむ、順調と言ってよいか」


息子の報告を一通りざっと目を通した領主が頷いた。


中央軍第二大隊隊長という役職を預かる者として、またモルテールン男爵としての立場があるため、カセロールは常から忙しい。しかし、忙しいからといって、自分の領地のことをないがしろにするわけにもいかない。


二十年以上守って来た土地。愛着は人一倍あるし、特に最近は目の前の息子のお陰で利益も出るようになってきた。不測の事態が無いよう、状況を把握しておくことは大事なお仕事である。


「はい。詳しく説明しますか？」


「うむ。頼む」


羊皮紙から目を離しつつ、息子を見やるカセロール。


「では、まず治安の状況について。先般から懸念事項であった治安の悪化について、現在見回りを強化して対応中です。また、夜間の外出を出来るだけ控えるよう領民には通達し、無用な混乱が起きぬよう手配しました。今後、更に人員を増やすことも検討中ですが、当家の家人だけでは難しく、新たに人を雇うことも考えています」


最近、モルテールン領の近郊で、治安の悪化が見られる。


どこかに諸悪しょあくの根源があるようなのだが、それを言っても始まらない。


マンションのどこかの部屋が汚らしくて、ゴキブリの被害が増えているとしても、自分の部屋の中に限っての対策は対処療法しかないようなもの。根絶しようとすれば他人の領域に踏み込む必要がある。


領地近郊のどこかしらに治安の乱れている場所が有ると思われるのだが、モルテールン家としては領内の対策を強めるのみ。


人員を増やしたいのは切実な思い。しかし、ことはそう簡単にはいかない。


「よし、それはそれで構わない。人を雇う時には、十分注意しろよ」


「分かっています」


モルテールン家が恐れていること。特に、他家からの干渉について、最も恐れていることは、軍隊で攻撃されることではない。家中を混乱させられることだ。


元々人手不足が慢性化し人材不足に悩まされる中、従士のサボタージュであったり、或いは離官であったりは影響がデカい。新人達や若手についても、最近ようやくニコロを始めとする世代が戦力になりつつあるところなのだ。教育の手間暇をかけている分、今ここで辞められては大損。待遇改善に熱心なのは、何も温情や思いやりだけではないのだ。


しかし、簡単に人数が嵩増かさまし出来るかといえば、そうでもない。雇い入れる人間の身元は、入念に確認しておかねばならない。雇い入れた人間が、家中の不満を煽るようなことをされては、モルテールン家の運営に支障をきたすのだ。


人間、よく知りもしない他人が不平不満を言っていても聞き流せるが、身内や親しい人間の言葉は、聞き流すことも難しい。仮にモルテールン家の内を混乱させる、或いは人員を引き抜こうなどと考える人間が居たなら、こっそり手の者をモルテールン家に雇わせて、不平不満をぼやかせるのが効果的ということだ。何せ、モルテールン家の仕事が激務であることは事実なので、不満を言おうと思えば幾らでも言えるのだから。その矛先を主家に向け、より待遇の良い職場の噂を流せば、揺れないとは言い切れない。


強大な敵よりも、身中しんちゅうの虫の方が厄介である、というのが正直な感想である。


「次に、収支状況ですが、こちらは順調に伸びています。お菓子の売り上げもそうですが、新しい国道が開通したことで商人からのあがりが増えています。ナータ商会には、当家の物産販売の仲介を継続させていますが、特に食料品の売り上げが伸びている様子です」


「食料品？　また何か厄介事か？」


食料品は生活に必須の必需品。食わずに生きられる人間などは存在しないので、その動向は人の動きに直結する。


食料品の値が上がるとき、その理由は主に二つ。


供給不足か、需要過多だ。


洪水が起きて畑の作物や家畜が流されるとか、日照りが続いて農作物が育たないであるとか、そういう天災で物が不足するとき、食べる人間自体は変わらない為、少ない食料を取り合って値が上がる。最近では、数年前に全国規模の冷害が発生しており、その際はモルテールン家としても食料の確保に四苦八苦した経験があった。


或いは、食料品を買いあさる人間が出た時。


長期に渡って大規模な航海を企画している領主が居るであるとか、戦いの準備の為に兵士の食料を集めているだとか。


こういう時は、数百人、数千人分の食料が、何十日分も集められることになる。単純な計算で、小さな町や村なら丸ごと一年暮らせる程度の食料が、市場から消えることになるのだ。値が上がって当然だろう。


供給不安にしろ、需要増大にしろ、何かしらのトラブルには違いない。モルテールン家はただでさえトラブルに巻き込まれやすい家なので、こういう些細な情報にもしっかりと目を向けておかねばならない。


「いえ。単に商圏が広がっただけのようです。レーテシュ伯領だけでなく、ボンビーノ領までの国道開通ですから、船を使った販路を持つ商会が、当領から物資を買い付けているようですね。当家の持つ港湾使用権を貸与して欲しいとの訴えも何件かありましたし」


「ほう、それなら良い」


カセロールの不安は、杞憂きゆうに終わった。


どちらかといえば需要の増大に属するものだろうが、自分たちが儲かることならば何の問題も無い。どんどん買い、どんどん他所で売ってくれれば、モルテールン家の懐ふところは温かくなる。王都での交際費も増えていた頃合い。収入増は大歓迎である。


「他には、直接砂糖の買い付けに来た家がありました」


「何処の家だ？」


「ヴァッレンナ伯爵家です」


ヴァッレンナ伯爵家は、王家とも縁の深い旧家。モルテールン家とはかなり遠いながらも親戚である。


モルテールン家当主のカセロールの息子のペイストリーの妻リコリスの双子の姉のペトラの旦那であるスクヮーレの母親の兄が、現ヴァッレンナ伯爵家の当主。


親戚と呼べるかどうかさえ怪しい関係。宝くじに大当たりでもしない限りは、相手方も親戚づらはしないぐらいの関係性。


それでも縁故としては無視できるものでもなく、カドレチェク公爵家の紹介状を携えて、砂糖の買い付けに家人を寄越してきたという。


「別に砂糖を売る程度なら構わんだろう？」


「父様が売れとおっしゃられるならそれは構いませんが、その分当家の利益が減ることはご承知おき願います」


「それは交渉次第ではないのか？」


「はい。しかし、売るものが砂糖……製菓原料そのものなのが問題でしょう。飴にするなり焼き菓子にするなり、加工して売れば得られていたであろう付加価値の部分を載せて売ることが出来ませんので、仮に砂糖を相場よりも割高で買ってもらえたとしても、当家としての利益は変わらないか、減ると思います」


原料そのものを売るより、一次加工品にして売った方が利益が出る。一次加工品をそのまま売るより、二次加工品やブランド化した三次加工品にまで仕上げて売った方が利幅は大きい。これは商売には疎いカセロールでも理解できる範疇の話だ。


サトウモロコシをそのまま売るより、絞って精製して砂糖にした方が利益は大きい。砂糖をそのまま売るより、飴や焼き菓子に加工して売りつける方が良い。どうせなら、モルテールン謹製きんせいという看板を使って箔付けした方が高く売れる。


サトウモロコシの栽培から最終的な商品出荷まで。全てをモルテールン領内で行えるのならば、それぞれの段階で付加させる価値の全てが領内に滞留する。利益はがっぽり。笑いが止まらない程であり、モルテールン男爵家は現状、南方の陸上貿易を独占し、海上権益を持つボンビーノ家と収益でタメを張る。金山や貿易で大金を稼ぐレーテシュ家ほどでは無いにしても、莫迦ばかには出来ない巨額の利益だ。


その利益の多くを領内の設備投資や公共投資に回している昨今、モルテールン領内の景気は国内でも類を見ないほどに盛り上がっている。


しかし、ここで砂糖のみを買い付ける人間が出れば、話が変わる。


単に砂糖を自分たちで口にするだけならば構わないだろうが、まさか毎日砂糖を舐め続ける為に金を払うはずもない。


モルテールン家の成功に倣い、自分たちも砂糖を使って商品を作り、利益を得ようとしていると疑ってかかるべき。そして、それはモルテールン家の既得権益きとくけんえきを脅かすことに他ならない。


「止むを得んな」


断るしかない。


カセロールにしても、そう判断せざるを得なかった。


モルテールン家の強みは、砂糖を自給出来ているという点と、国王の称賛や料理対決での勝利といった名声だ。それに加えて、目新しいお菓子であるという点。


目新しさは何時か風化してしまう事だろうし、砂糖を自給するところが自分達以外に出てくるかもしれない。そうなった時に備え、可能な限り長期間、モルテールン家のみが高級で美味しいお菓子を作っているという評判を築いておきたい。ブランド化し始めて二年弱。まだまだ浸透しているとは言い難い。


そのうち砂糖その物を売りに出すかもしれないが、今はその時ではないのだ。


「ヴァッレンナ伯爵家について、父様は何か情報をお持ちではありませんか？」


ふと、ペイスが思いついたように聞く。


「最近、かなり羽振りがいいとは聞いている」


「そうですか」


「気になるか？」


「それは勿論。急に羽振りが良くなった理由ぐらいは調べておきたいところです」


別に砂糖を買いたいと申し出てくる程度は他の所でもあった。問題は、今までとは違うアプローチがありそうな点。


気になることは潰しておきたかった。自分の夢の為にも、不安要素には全力で当たる。ペイスはどこまでも自分本位に考えている。


「なら、これを使え」


そう言ってカセロールが差し出してきたのは、一通の巻物。羊皮紙がくるくると巻かれ、リボンのような布紐を結んで封をしてある。封のところは蝋印があり、ペイスとしても見覚えのある印だった。


既に封は切られていたので、ペイスは中に書かれた内容を読む。


「招待状？」


「ああ。ヴァッレンナ伯爵家で何か催し物があるらしい。仕事が忙しいからと断るつもりだったが、折角の機会だ。お前が参加してみると良い」


「僕が？」


「お前の嫁を連れていくいい機会だろう。領内に籠りきりでは気も滅入るだろうし、不満も出る」


「そうですね」


頷くペイス。


最近は仕事が忙しく、リコリスにも寂しい思いをさせているという自覚があった。折角社交の場にお誘いがあるというのなら、気晴らしに連れて行くのもいいだろうという父親の意見に首肯する。


「しかし父様、そのようにおっしゃるとは、母様に何か言われましたか？」


「む」


もっとも、ただ単にカセロールが気をきかせたわけでは無いということぐらい、察せないペイスでも無かった。


図ったように社交の招待状が用意されていて、リコリスへの丁度いい気配りが為されている。王都に詰めきりで、仕事が忙しく、息子に領内の些事さじを投げている男が、斯様な心配りまで出来るだろうか。


どうも、女性的な、或いは母親的なお節介さが見て取れる。


「なるほど、妙に父様の気遣いが行き届いていると思ったら、母様が根回しされていたわけですか。父様も大変ですね」


相も変わらず、家庭内のことは尻に敷かれているのかと揶揄やゆする息子の言葉。


大変ですねと労う言葉には、カセロールの顔をしかめる他ない。


「いらぬ気遣いをせんでも良い!!」


「これは失礼しました」


普通は逆だろうと思われるやり取り。しかめ面の父親と、悪戯っ子の笑顔の息子。


親子の会話は、和やかなものだった。

            





伯爵家の歓待かんたい　１


ヴァッレンナ伯爵家は、旧家である。


旧家であることの定義は色々とあるが、最も分かりやすいのは世代をどれだけ重ねているかだろう。


数えて八代。百二十年近くに及ぶ歴史を持つ家であり、積み重ねてきた有形無形の財産は、並みならぬものがある。


旧家が旧家たるのは、それだけの長い間家を守り、或いは繁栄させてきた点に尽きる。非常に豊かな領地を持っていて、代々それを外敵から守って来たであるとか、昔から色あせる事の無い家訓を守り通し、常に優れた教育を次世代に繋いできたであるとか。


繁栄させてきた手段は色々ながら、伝統を繁栄に置換する技術を持つ家を、旧家と呼ぶのかもしれない。数ある旧家と呼ばれる家、伝統派などとも言われて一派を形成することもある彼らは、決して侮って良い存在ではなかった。


しかし、過去の大戦の折、アーマイア家を筆頭とする多くの家が没落した。没落は零落の連鎖を呼ぶもので、多くの旧家が影響力や財産を失っている。


元々昔から続く家同士というのは、どこかしらで縁を結んでいることも多く、一族郎党が処刑される時に巻き込まれたであるとか、取り潰しに遭った家に金を貸し付けていただとか、そういう話はごまんとあった。


そんな中で、ヴァッレンナ伯爵家は影響力を維持し続けている。


何故かといえば、その血筋に理由があるのかもしれない。元々の歴史を辿れば、王家の血筋に行きつくのだから。


ヴァッレンナ伯爵家初代の祖父は、当時の国王と祖父を一にする。王弟が爵位を与えられ、更にその次男が分家され、功績を挙げて爵位を賜ったのがヴァッレンナ伯爵家の興こりである。


今尚その血脈は受け継がれており、血筋から言えば、かなり下位ながらも王位継承権を持つということだ。ただし、それは血筋からいえばの話で、実際に継承権があるわけでは無い。


これは、先の大戦の後に不穏分子を一掃する過程で、反体制勢力から神輿みこしに担ぎ上げられることを厭いとった当主が、継承権を正式に放棄したからだ。以後、ヴァッレンナ伯爵家の近親者は、如何なる状況でも王家の臣下であるとの立場を堅持けんじしている。


伝統と血脈。それによる強い縁故。ヴァッレンナ伯爵家が国内で持つ影響力とは、偏にその人脈による。


よく言えば賢い。悪く言えば狡ずるい。血統という生まれながらに定められた繋がりを利用し、道理ではなく情をもって自家の繁栄を模索してきた。人付き合いが多くを決める貴族社会に完璧に適応しているという点では素晴らしい。


自分の家の興隆が、常に他人任せというのがヴァッレンナ伯爵家の特徴であり、出来るだけ多くの根を伸ばし、そこから養分を吸い取って自分たちを太らせようとする、寄生植物のような、或いは大に寄り添って余禄を頂戴するコバンザメのような生き方。


自立の意思を持たないことを嫌悪する者もいるが、分を弁わきまえて常に一歩引いた立場に立ち続けることを褒める者もいる。


毀誉褒貶きよほうへんの激しい家。それがヴァッレンナ伯爵家であった。


「ようこそペイストリー＝モルテールン卿。お越しいただけて心から嬉しく思う。歓迎するよ」


「ヴァッレンナ伯爵閣下。ご招待いただき感謝いたします」


伯爵家の屋敷の中、ペイストリーに声を掛けてきたのは、ノーサイス＝ミル＝ヴァッレンナ伯爵。ヴァッレンナ伯爵家の当主であり、王都でもグルメで知られる人物である。


ペイスの見るところ、年は四十代の後半。背はやや低めで、小太りな体形。あごの辺りも幾分かふくよかな肉付きをした人物であるが、にこやかな笑顔は何とも剽軽ひょうきんな雰囲気がある。


実際、権謀術数を尽くして生き馬の目を抜く貴族社会では穏健な立ち位置であり、智謀を尽くしてのし上がるよりも、ことなかれで現状維持を望む安定志向と評されていた。油断ならない狡猾な連中を相手にしてきたペイスからすれば、気の抜けてしまう相手であった。


にこにことした福々ふくぶくしい顔を見れば、つい警戒心も緩んでしまいそうな気がする。


「ふむ、ふむ。やはり聞いていた通りだ」


信楽焼しがらきやきのタヌキの置物のような福々しいヴァッレンナ伯爵が、ペイスを一瞥するなり、感心するようにして頻しきりに頷く。


「聞いていた通り？」


「甥っ子から、君のことをよく聞かされていてね。礼儀正しく、賢なること余人に代えがたく、国家の至宝であると」


「それは過分なご評価ですね。どなたがそのようなことを？」


「スクヮーレ＝カドレチェク卿だ。君とは親しい友人であると聞いていたのだが、違ったかな？」


ヴァッレンナ伯爵の言葉に、ペイスはやや眉を上げる。個人情報の保護など毛ほども気にしない社会である以上、ペイスのことを噂する人間の口を塞ぐことは出来ない。


友人のことを褒めるという点で、陰口を叩かないスクヮーレのことを好ましいと思いつつも、勝手に自分のことをあれこれ言われていれば、やはり微妙な気持ちになる。


実際のところは、もっと過激な言葉で褒めちぎっていたのだが、いささか過剰すぎるとヴァッレンナ伯爵が自分の中でフィルターを掛けてしまい、先の表現に落ち着いたのだ。


つまり、これでもまだ穏健な表現だったりする。


「いえ、スクヮーレ殿とは確かに親しくさせて頂いております。彼の人が、僕をそこまで評価していたとは知りませんでした。閣下はスクヮーレ殿と血の繋がりをお持ちなのですね」


「私の妹がカドレチェク家に嫁いでいてね。公爵家とは親しくさせてもらっている」


カドレチェク公爵家とヴァッレンナ伯爵家が姻戚となったのは、時の政治状況による政略結婚だ。


二十年ほど前、大戦が終わり、カドレチェク家が勢力を強めていた時。ヴァッレンナ伯爵家もまた、家の伝統に則ってカドレチェク家との縁を強めることを模索していた。政略結婚やそれに類する人材交換で、時の権力者に親しみ、権力の庇護を受けることがヴァッレンナ伯爵家の伝統だったからだ。今まで頼っていた連中が軒並み没落するにあたり、新たに関係構築を模索する相手として、勢力を伸ばしていたカドレチェク家は絶好の相手に思えた。


カドレチェク家もまた事情があった。王家の血統を受け継ぐ者であるというのがそれ。ハズブノワの家名を姓として受け継ぎ、王位継承権を保持する。しかし、先の戦訓から、強大な軍事力を持つ有力貴族が、王位継承権を保持し続けることの危険性を、王が危惧した。アーマイア家に代わり軍権を握ることになったカドレチェク家が、第二のアーマイア家にならぬとも限らない。危険視されるだけの実力と時代の情勢が、カドレチェク家内部に危機感を生んだ。


そこで、王家の血統を受け継ぎながらも、継承権を放棄して臣籍を明確にしていたヴァッレンナ伯爵家の人間を迎え入れ、二心の無いことを対外的にアピールすることとしたのだ。


両家の利害の一致から政略結婚が為され、その成果がスクヮーレという訳である。彼もまた現在は政略結婚でフバーレク家の娘を伴侶にしているわけだから、公爵家というのも中々に業の深い存在である。


「では、こちらも閣下に紹介しておきます。僕の妻、リコリスです」


「は、初めまして」


ペイスの横から、おずおずと少女が進み出る。


気弱なところは中々治らないのだが、ペイスが傍に居るので、まだしっかりと応対が出来ているほうだ。横に頼れる者が居なければ、もっとおどおどしていたに違いない。


「これは、実に美しいお嬢さんだ。いや、失礼、既に結婚されているならお嬢さんは失礼でしたな」


「いえ」


ヴァッレンナ伯爵も、挨拶は慣れている。


年少者が緊張や気負いで挨拶を失敗するようなケースも見てきただけに、リコリスの態度も変にとらえることは無く、気楽な挨拶を交わす。


「私はモルテールン家が実に羨ましい。二代続けて、素晴らしい女性を娶られている」


はははと男は笑う。


モルテールン家の現当主が、貴族の常識や伝統よりも惚れた女性の方を選んで駆け落ちしたという話は広く知られていること。妻を褒めておけば、そして目の前の少年の母を褒めておけば、気を悪くされることも無いだろうと会話を続ける。


「閣下の奥方も、社交界の華と謳うたわれていたと伺っておりますが」


「いやいや。そのような話は過去の話。今となっては……おっと。誰かに聞かれたら危ないかな」


伯爵が、冗談めかして笑う。


彼の奥方も美人だった。過去形で語るのは、伯爵自身がグルメを自称し、美味しいものに目が無いことにも原因があった。


結婚前と今とでは、体重が倍も違う。美醜の別は個人の好みもあろうが、不健康という意味で美しくないと感じる男は多い。


よっぽど触れたくなかった話題なのか、


ヴァッレンナ伯爵は、思いついたように話題を変える。


「そうそう、折角の機会に試してもらいたいものがある」


「はて、何でしょう」


「まあ、此方に来てくれ」


ペイス達は、伯爵に誘われる。そこには、色鮮やかなお菓子らしきものが置いてあった。


お菓子だと判断した理由は、その香り。鋭敏なペイスの鼻腔びこうは、甘い匂いをかぎ取っていた。


「これは？」


「モルテールン家には及ばぬだろうが、当家も甘味の研究をしていてね。一つ、意見を聞かせては貰えないだろうか」


自分の知らないお菓子と聞いて、目を輝かせるペイス。


猫にまたたび、ペイスにスイーツである。喜び勇んで、お菓子を抓む。


「ふむふむ」


ペイスは、出されたお菓子を観察する。


丸い形の焼き菓子と思われるものに、砂糖をたっぷりと使った蜜を色付けして掛けている様子。色は緑。真緑まみどりとでもいうのだろうか。自然ではあり得ないはっきりとした色。混ざり気もグラデーションも、ダマもムラも一切ない、純然たる緑色。絵の具のチューブを絞れば、こんな感じになるのだろうかとペイスは評した。


不自然な人工物臭さを感じながらも、一口齧かじる。


「どうだろう。中々美味いだろう？」


「……はあ」


不味い、と言えればどれほど気楽だろうか。


砂糖を使えばスイーツと思っているような、酷く拙つたない出来。砂糖さえ使っていれば高級品と思って貰える神王国の伝統からすれば、間違いなく高級品なのだろう。


だが、ペイスの口には合わない。勿論、リコリスも一口齧った後は、作り笑顔に終始している。


「この菓子は、実はさる優秀な人物が伝授してくれたものでね。何でも、十年後にはこの菓子が絶対に流行るという話だ。流行の最先端どころか、未来を先取りする菓子だよ」


「未来を先取り？」


聞き逃せない言葉が聞こえた。


ペイスは、自分の製菓技術が数百年先をいっていると自覚している。今までに無かったお菓子を次々と生み出し、その全てが目新しく、かつ洗練されていることは周知の事実だ。


千年先、とまでは言い過ぎかもしれないが、百年程度では追いつけないほどの差が、確かに存在していた。


そのペイスからしてみれば、この菓子が十年後の最先端になるなど信じられない言葉だった。これなら、レーテシュ家やボンビーノ家で研究が進む各種フルーツの方が、十年後の流行としては可能性がある。


「面白いお話ですね」


「そうだろう。当家としては、是非ともモルテールン家とは手を取り合っていきたいと思う。先ごろ、当家のものが御家に砂糖の買い付けを依頼したと思うが、聞き及んでいるかな？」


「ええ。僕は領地をモルテールン男爵より預かる身ですから」


「ならば、話は早い。どうだろう、将来、間違いなく利益となる話だ。前向きに、当家への砂糖の買付割当を検討してもらえないだろうか」


ニコニコとした笑顔を崩さないヴァッレンナ伯爵。邪気はないのだろうが、話としてはとても首を縦に振るわけにはいかない。


「その前に、十年後にこの菓子が流行するという根拠をお教え願いたい。僕には、どうにもこの菓子が流行るとは信じられないのです」


「ふむ、そうだろうな。だが、これは確かな話だ」


「何故それが分かるのかとお尋ねしております」


自信満々のヴァッレンナ伯爵の態度ではあるが、その自信が何処から来るのか。何とも不穏なものを感じるペイス。こういう時の勘は、馬鹿にしてはいけない。


「それは、この菓子の作り方を伝授してくれた人物が請け負ってくれたからだ。何なら、紹介しよう」


「それは是非」


「ではちょっと待っていてくれ」


ペイスとリコリスを残し、その場を離れるヴァッレンナ伯爵。


やがて、一人の男を連れて戻って来た。


連れてこられたのは、まだ若い。十代の聖別直後といった雰囲気。世が世なら、中学生か、高校生かという、幼さが残る人物。


着ているものは小洒落こじゃれた流行りの服だし、髪型もパリっと香油で整えてあり、身嗜みには一分いちぶの隙すきも無い。ただ、目つきがどうにも気になる。ギラギラとした欲望を、柔和な笑顔で隠す感じ。


数多くの交渉をこなしてきたペイスには、青年に対して警戒せざるを得ない。


「紹介しようペイストリー＝モルテールン卿。これなるは、ゾッズビー殿。菓子の作り方を当家にもたらし、繁栄を約束してくださる賓客ひんきゃくだ」


「初めまして、モルテールン卿」


ゾッズビーと名乗る男が、慇懃いんぎんに礼をする。その作法を見れば、彼が非貴族階級の人間であることが分かる。


じっと見つめるペイスの値踏み。それを平然と受け止めたゾッズビーは、更に自己紹介を続けた。


「ペイストリー殿のお名前は以前より存じておりました。何せ、私も魔法使いなもので」


「魔法使い？」


「はい。私の魔法は【未来視】。未来を予言するものであります」


男の発言に、ペイスと、そしてリコリスは驚いた。

            





ペイスの推論


モルテールン家本宅。


一応は領都となっているザースデンで一番の好立地に位置するモルテールン家の屋敷では、ペイスと従士長による首脳会議が行われていた。


「へえ、そんな魔法使いが居たんですかい」


シイツは、ペイスから事情を聴いて、本気で感心した。


自分自身も魔法使い。障害物如何を問わずに遠くのものを見れる魔法を持っているわけで、魔法がどれほど便利なものかも熟知している。


未来を見ることが出来る魔法。そんなものがあれば、今までの常識は全て覆る。ギャンブラー好きな男としては、是非ともペイスあたりに盗んでもらって、自分もその恩恵をたっぷりと頂きたいものである。


「……本人は、そう言っていましたし、伯爵閣下はその言葉を全面的に信じている様子でした」


「そりゃいい。折角向こうが寄って来たんなら、適当におだててやれば隙もみせるんじゃねえですかい？」


ヴァッレンナ伯爵が、モルテールン家に砂糖を卸して欲しいと願っているというのがそもそもの発端。最近は羽振りがいいとも聞いているし、元より狡猾さには乏しい相手。


ペイスであれば、相手の顔を立てて何のかんの、のらりくらりと相手をしつつ、【未来視】なる魔法を使っているところを見ることも可能。仮に対価が要るとしても、砂糖を幾許かと引き換えというなら、かなり得する取引。


実際に目にして、詳しい使い方を知れば、ペイスの【転写】は魔法を写し取れる。未来が視られるとなれば、その有用性は【瞬間移動】に勝るとも劣らない。


従士長が興奮気味になるのも、その辺の損得が計算できたからだ。


だが、ペイスはそんな従士長の様子を不満げに見る。


やれやれ、と肩をすくめるに至って、シイツとしてもどういうことか怪訝に感じた。


「そう簡単に信じられるシイツが羨ましいですね」


「坊は信じてないと？」


「ええ。信じるには値しません」


次期領主の少年は、ずばり言い切った。


頭脳は明晰で、論拠のない推測をすることは無いペイスが言うのだ。そこに何がしかの理由があるはずだ。


「そりゃまた何でですかい？」


「理由は幾つかありますが、一つは、出されたお菓子が、彼の言う十年先を行くものだとは思えなかったことです」


お菓子についてであれば、ペイスは一晩中でも語れる。二日や三日なら、徹夜で語り明かすことも可能だろう。残念ながらそれに付き合える人間が居ないだけで。


そのペイスから見て、出された菓子がそれほどの先進性を持っているとは思えなかった点。まずこの点がペイスには引っかかった。


ペイスは、これから生まれて来るであろう未来のお菓子が見えている。文字通り〝知っている〟のだ。


例えば、チョコレート。モルテールン家ではキャロブの代用チョコで再現を試みているところではあるが、代用品はあくまで代用品。カカオ豆から作られるチョコレートは、世界のお菓子史を茶色に塗り替えたともいわれる一大発明である。チョコレート専門の職人まで生まれるほどであり、ミルクチョコレートの発見、ホワイトチョコレートの発明、ルビーチョコレートの登場など、今尚新しい味が模索されている。


チョコレートなしに近代菓子史は語れず、モノカルチャー経済の発展を促し、世界の歴史を動かしたともいわれるのがチョコだ。


或いはアイスクリーム。


このスイーツの登場は、近代科学の発展なしには語れない。


産業革命と共に発展した近代工業社会。お菓子の世界も、機械化が進んだ。その一つの成果がアイスクリームである。


気体を圧縮することで液体化させ、それが気体に戻るときに周囲から熱を奪う。冷気を生みだす技術。夏場でも物を凍らせることのできる機械の発明は、お菓子の世界にもセンセーショナルを巻き起こした。現代においては、夏場に冷たいお菓子を食することは普通のことである。しかし、冷蔵庫や冷凍庫が存在しない社会においては、想像すらできない埒外らちがいのものである。


昔話の王子様でも、この菓子だけは口にしたことはあり得ない。


和菓子というのも、捨てがたい。


神王国では貧民の食事とされている豆も、和菓子に使うのであれば立派な製菓材料だ。


ペイスからすれば多少専門外ではあるが、お菓子について偏執の気があるわけで、人並み以上には詳しい。


葛くずを用いたお菓子や、餡あんを用いたスイーツなども、ペイスは手掛けたことがある。これだって、神王国人から見れば十分に新鮮な感動を覚える技術革新である。


そういった、数々の偉業を既に知っている人間からすれば、たかだか色が均一な程度のお菓子が、それも味に洗練さの欠片も無いお菓子が、十年後の大ヒットになると言われても違和感しかない。出てきたのが先に挙げたようなものであれば、納得もしよう。何がしかのブレイクスルーがあったのだろうと、理解も出来るし、大流行りするという言葉にも、十年後の菓子と銘打めいうつ先進性にも、得心がいくからだ。


勿論、流行というのは曖昧なものだ。これから先、何が流行るかなど分かったものではない。つまらないもの、くだらないものだと思っていたものが、ある日突然ブームになることもあるだろう。


しかし、出された菓子には何の目新しさも無かったとペイスは断じた。色こそ人工物のようで、一見すれば物珍しいかもしれない。しかし、菓子に色を付けるなど今に始まったことではないのだ。


また、最近では王都でもモルテールン印の菓子が人気になっている。胃がもたれるほどに砂糖を使う従来の菓子に比べ、上品な甘さと素材を活かす味わいで、上流階級の噂の的である。


それらと比べれば、ヴァッレンナ伯爵家のお菓子など児戯に等しい。


「当家の菓子の噂の中で、今までと違った焼き菓子という点だけを、今までの菓子の延長線上だけで想像したら、あの妙なお菓子になるのかもしれません」


「なるほど、そりゃ分かりやすい」


あの時、ペイスがお菓子を口にしつつ考えていたことだ。


今までの砂糖だらけの菓子のみを知る人間が、噂だけで「変わった焼き菓子」と聞き、モルテールン家の菓子を知らぬままに試行錯誤すれば、ヴァッレンナ伯爵家のお菓子になるのかもしれない。


ビーフシチューを知らず、牛肉とじゃが芋を使うとだけ聞き、試行錯誤して出来上がった、肉じゃが。そんな感じがするお菓子だったとペイスは考えた。


神王国にも今まで菓子作りを生業としてきた人間が居る。彼らとて、一端の職人。ペイスから見ればまだまだであっても、この世界の標準から見ればずば抜けて素晴らしい技術を持つ職人も大勢いるのだ。


そんな彼らが、今までの技術を活かしつつ、出来る範囲で〝変わったお菓子〟を作ろうとしたならばどうなるか。


色を変えてみる、というような試行錯誤は、むしろ真っ当な方向性では無いだろうか。そして、ペイスの菓子をよく知らない人間ならば、それでも十分〝新しい菓子〟と思えるのではないか。


つまり、ペイスはヴァッレンナ伯爵を「試作品」と位置付けた。


本来あるべき姿から、かけ離れているであろう存在。仮に本当に十年後に焼き菓子が流行るとしても、アレでは無いだろう、と思えるのだ。


ペイスの意見には、シイツは面白そうに頷く。


「次に、未来が分かると述べたことです」


「それのどこがおかしいんで？」


魔法というのは、この世界では何でもありと思われている。質量保存法則や、エネルギー保存の法則といった物理法則が成り立たないのが魔法。聖国の聖女は医療技術も細胞の分裂限界も栄養状況も無視して怪我人を治療するし、火を使う魔法使いは何もないところに炎という高エネルギー体を産みだす。


自然を超越する、人智を超えた力。ならば、未来の予知ぐらいはあり得るのではないか。


シイツのみならず、常識人ならそう考える。少なくとも、その点に関してはペイスも同意見ではある。


しかし、魔法と言えども一定の法則は有るし、魔法の内容自体に自家撞着じかどうちゃくを抱えていては、そもそも能力の把握に支障をきたす。


例えば「水を凍らせる」という魔法があったとして、水が一切存在しないところでは、魔法を使えるはずもない。魔法と言えども、実現が不可能な状況や、発現不能なタイミングというのは、存在するのだ。


魔法というものが存在しない世界を知るペイスは、この世界の誰よりも魔法を客観的に評価できる。


「未来を見ることが出来る、ということは、常に矛盾を抱えているからです」


「矛盾？」


「イカサマをする人間と賭け事をして、未来視なるものが役に立つと思いますか？」


「ああ、そりゃ無理だ」


例えば、サイコロの目が偶数か奇数か当てるギャンブルがあるとする。未来視が出来るならば、百パーセント当たりそうなものである。


しかし、ここにイカサマが加わると、百パーセント外れるということになる。


賽さいの目を、宣言後に変えられるようなイカサマなら、未来視で見えたであろう将来の目を告げた時点で、その目にならぬよう変えられてしまう。


百パーセント当たる予言を告げられた場合、予言の実現を防ごうと動いたならば、百パーセント外れることになる。


そしてその場合、実際に起きていないのだから、魔法使いが視た未来というものは、嘘っぱちだったということになる。


完全な未来予知はあり得ない。如何に魔法と言えど、神ならぬ人の身では不可能だ。


「先のお菓子の話も、そう考えると不自然でしょう？」


「十年後って部分ですかい？」


「ええ。仮に、本当に十年後に流行るものだったとします。ならば、彼らがそれを〝世に出さなかった〟場合でも、十年後に流行るということです。しかし、それを〝十年前〟の今、世に出してしまったなら。目新しさも皆無となる。流行る可能性すら潰す行為です」


「ふむ」


十年後に流行るのが仮に事実だとして、それを現在の時点で流布してしまえば、十年後の未来では流行っていないだろう。十年先まで流行り続けるであるとか、リバイバルブームが起きるというならまだ分かるが、仮にその場合でも〝十年後に〟という表現はおかしいことになる。〝十年後も〟という表現になるはずだ。


例の魔法使いの言い方では、十年後に初めて流行るという言い方だった。それが今の瞬間に存在することで、矛盾が生じている。要は、百パーセント外れる予言、というものになっている。


「そこから見えてくるのは、十年後に流行るという事実ではなく、十年後に流行ると〝思わせたい〟という意図です」


ペイスは、ずっと考えていた。


魔法使いを自称する人間は、それこそ数だけは多い。魔法使いはどこでも高給取りだし、上手くいけば出世も容易い。商売を始めれば、魔法そのものには元手も要らないのだから、大儲け間違いない。何にしても食いっぱぐれることはないだろう。


それだけに、魔法使いを〝騙かたる〟人間は昔から尽きない。


中には、魔法使いではなく〝魔術師〟であるとか、〝神法使い〟であるとか、紛らわしい言葉で誤認させようとする者もいる。奇術の類を魔法であると偽った例なども多い。


例のゾッズビーなる自称魔法使いもこの類の人間に違いない。


そして、仮にゾッズビーが嘘つきの詐欺師だとするなら、〝それっぽいが間違っている最新の菓子〟などは、詐欺の道具であろうと推測できる。


お菓子を詐欺の道具に使う。ペイスがこの男を許せるわけもない。


「十年後に流行ると思わせたい？　そんなことして、何の意味があるんで？」


別に将来流行ろうと流行るまいと、お菓子自体が目新しいのであれば、意味はあるだろう。


シイツはそう考える。どうせ十年後云々も信じる人間は少ないのだ。ペイスにとって不満足なものでも、多少の新規性でしばらくの間デカい顔するぐらいなら放置しておけばいい。


「……そこで、我々の砂糖ですよ」


「はい？」


「詐欺の手口の一つですよ。不確定な未来をさも確実なように謳い、必要な経費や資源への投資を募り、そこそこ集まったところで、全部懐に入れてドロン」


「なるほどねえ」


「金を集めるのが目的か。それとも、それ自体の価値が高い砂糖を集めるのが目的か。悪いお金を、砂糖の代金として綺麗にするのが目的かも知れない。何にしても、胡散うさん臭いでしょう？」


将来値上がり確実な物件に投資しませんか。今後高騰間違いなしな株が有るんです。今買えば間違いなく金きんは値上がりします。などなど。現代人であれば、聞いただけで即座に胡散臭うさんくさいと断じれる宣伝文句ではあるし、法律で規制されている勧誘方法であったりもするのだが、神王国では規制する法律も無ければ、その手の知識を知る人間も居ない。


詐欺師が金かねを巻き上げる為に、如何にもそれっぽいものを用意するのはよくあることだ。常套じょうとう手段ともいえる。


換金価値も高く、貴金属と大差ない高級商品の砂糖などは、大金を集める看板にはもってこい。


こういった詐欺に免疫のない人間などは、ちょっと頭のいい詐欺師からすれば美味しいカモにしか見えないだろう。


「何にせよ、注意するに越したことはありませんね」






それから一週間後。


件くだんのヴァッレンナ伯爵家から、また招待状が届いた。

            





怒れるペイストリー


ヴァッレンナ伯爵邸では、今日も今日とて盛大なパーティーが開かれていた。


社交の名目は何であったのか。招待客であるはずのペイスは、綺麗さっぱり忘れている。


どうせ開いた理由などは大したことは無かったし、そもそも招待する理由も胡散臭いことこの上ないのだ。


何でここに居るのだろうと、ペイスは重たい溜息をついた。


「俺まで駆り出されるってのは、何でっすかね？」


「そりゃ、一人じゃ寂しいですし」


そんなペイスを、護衛役という名目で連れてこられたガラガンが咎める。


彼は若手の内では腕っぷしが立つ方なのでモルテールン家の上層部は重宝しているわけだが、こういった社交の場は彼の苦手とする場だ。


元々、フバーレク辺境伯家に多少の縁があったのだが、社交の場に出るような立場でも無かった。平民に毛が生えたような生まれ育ちであった彼にとってみれば、華やかな社交界などはおとぎ話の世界と同義である。雲の上の人たちがきゃっきゃうふふと楽しむ、想像の産物だった。それが何の因果か、着飾って社交の場に立っている。


これで一緒に来ているのが美しい女性であればマシなのだが、そんなこともあろうはずがない。


一緒に居るのは、見た目と中身の不一致が甚だしい自分の上司である。


いっそのこと、胸がデカくて無駄に色気を振り撒くような、美人系のお姉さんが一緒だったらよかったのにと考えたところで、悲しくなってきたので妄想をやめておく。


「リコリス様と一緒に行けば良いじゃないっすか」


「どうにも不穏な気配がするので、リコには安全なところに居て欲しいでしょう？」


ペイスの直感が、トラブルを予感させている。これこそ未来予知ではないかとも思うのだが、残念なことに魔法や特殊な能力を使わずとも、ペイスがトラブルに遭うのは予想できることだ。少なくとも、モルテールン家の家人なら全員が可能だ。


危ないことにはならないだろうと思われるが、モルテールン家を狙った襲撃は何時だって起こり得る。用心するに越したことは無いのだ。


「俺は？」


「ガラガンは危険な場所に行くのも仕事のうちですから」


「ひでえ」


ヴァッレンナ伯爵家に呼ばれて出向いたペイス。不本意極まりない状況なのだが、何故呼ばれたのかを知る為にも欠席はしないでおいた。


せめてただ飯でもかっ食らって、少しでも元を取るべき。そうせっつかれて、ガラガンが食事をかき集めてきた。大きな皿を山盛りにする勢いだ。


「食事の質は良いですね」


「食通で名高いってことでしたし、面目躍如めんもくやくじょっすかね？」


パーティーは立食形式。


出されているのは、基本的には肉料理が主体のようである。


恐らく炭火でじっくり焼いたであろう子羊の肉。これは、軽く塩を振っているようだったが、風味が独特だった。岩塩を念入りにすり潰して使っているのだろうが、使っている岩塩は察するところヴォルトゥザラ王国産だ。ピリっと強い辛みが有ると同時に、落ち着いた甘みが僅かに感じられる。高級品として名高いコンニィ塩に違いない。


丸いパンに挟んだ肉もいける。肉自体は燻製くんせい肉のようで噛み応えがあるが、パン自体はふんわりもっちり。こんなところで黒パンがあろうはずもなく、真っ白な白パン。上等の小麦粉が産みだす味わいに、ペイスも満足げだ。グルテンの含有量が比較的少ない粉を練り上げ、たっぷりと時間を掛けて丁寧に発酵させて膨らませなければこれほどのふんわり感は得られないはず。中々いい仕事をしている。


他に美味しいと思えたのは、根野菜のサラダ。火を通していないことは分かるのだが、まるで湯通ししたような食感。シャクシャクとしながらも、柔らかさもある歯ごたえ。実に不思議な味わいで、幾らでも食べれそうな感じだ。


掛かっているドレッシングは、どうやら肉にも使われている岩塩が味の決め手のようだ。油と酢と塩。軽く混ぜたシンプルな調味料が、野菜の持つ瑞々しさを際立たせ、肉料理の多い会食での絶妙な引き立て役となっている。


グルメとして知られるヴァッレンナ伯爵家の食事。中々に金のかかった内容で、料理人の腕がいいのかどれも美味しい。このレベルの料理を、さほど間も明けずに何度となく用意できるとあっては、驚嘆せざるを得ない。


「持って帰れたりしませんかね？　俺だけこんな旨いもの食ったって知れたら、他の連中に妬まれそうで」


「流石にそこまで意地汚い真似が出来るとも思えませんが、どうしてもというなら頼んでみますか？」


折角ならいくらか持ち帰れないものかと埒も無く考えていた二人の傍に、来てほしくなかった人物がやってきた。


「やあ、ペイストリー殿。よく来てくれた」


「ヴァッレンナ伯爵閣下のお呼びとあれば、いつでも喜んで参上いたします。お招きいただきありがとうございます」


この屋敷の主人である、ヴァッレンナ伯爵である。パーティーの主催者として、参加者に声を掛けて回ってたのだろう。しかも、後々に時間を使えるよう、ご丁寧に最後に挨拶しにきた。


ペイスとしても、露骨に嫌な顔を出来るわけもなく、社交用の作り笑顔を顔に張り付けて対応する。


元々母親似で美形な女顔で、子ども特有のぴちぴちつやつやの肌をしたペイスが見せる笑顔。誰がどう見ても美少年と評する笑顔であり、パッと見ただけなら一切の毒気が無いあどけない顔。


幼さの残る中性的なハニーフェイス。甘いマスク。これで腹黒っていうんだから、これこそ詐欺だよなと、ガラガンは心の中でぼやいた。


「それは嬉しいことを言ってくれる。こうして何度も顔を見られて、本当に嬉しいよ。今日は奥方……そう、リコリスさんは一緒ではないのかな？」


「妻は今日は気分がすぐれないということでしたので。今日、ここに来られないことを残念がっておりました」


シレっと毒を吐くペイス。貴族らしく、婉曲わんきょくで回りくどい言い回しながら、さりげなくヴァッレンナ伯爵への非難をする。弁べんの立つこと、とても少年とは思えない。


ここに来るのに気分がすぐれないという言葉の裏には、来たら何かしら害されるかもしれないということで、嫌な気分になったという意味を含ませているわけだ。


来られないことを残念がっていたというのは、まともな招待であれば遠慮することなく来られたものを、足を運べない理由があるのは残念だと言っている。要はヴァッレンナ伯爵が残念な男だというに等しい。


ペイスと一緒に出掛けられれば良かったのにと残念がって居たのは事実なのだが、それを言えば惚気のろけになるだろう。


「して、今日の要件は何でしょう？　招待状にはよくわからない言葉が並んでおりましたが」


さっさと呼び出した要件を言え。ペイスが言外にそう語る。


さもなければ、散々ただ飯食っただけで帰るぞと、そんな雰囲気。笑顔で対応しつつも、非友好的な態度。


しかし、そんなペイスの態度にも、ヴァッレンナ伯爵はどこ吹く風と平気な顔だ。


「よく分からないとは、どこを指してのことだろうか。こちらとしては、出来るだけわかりやすいようにしたつもりなのだが」


「今回の招待の趣旨です。ヴァッレンナ伯爵家とモルテールン家の両家において、大きな利益について話し合いたい、とのことでした。内容が曖昧過ぎて、僕にはさっぱり意味が分かりませんでした」


今日の招待状は、前回と違って露骨に呼び出すような内容だった。しかし、その理由が曖昧過ぎるのだ。お互いの大きな利益について、などと言われても、ペイスには何のことか理解できなかった。彼の少年でさえ分からないのだ。他の誰にも分かるまい。


実際、シイツやガラガンも内容の具体的な部分は想像すらできなかった。


「うむ、ならばそれについて説明しよう」


「お願いします」


「ならば、付いてきてもらえるかな」






ヴァッレンナ伯爵の先導にしたがい、奥の応接室に連れていかれるペイス。


ガラガンなどは折角の食事から引き離されたことに不満げだった。


部屋に入り、座るように促されて椅子に腰かけ、前置きも済んだところで早速とばかりに伯爵が喋りだす。


「先だって、当家の抱える魔法使いをご紹介したと思うが、覚えておられるかな」


「ええ、勿論」


忘れるわけがない。【未来視】なる魔法を使うと嘯うそぶいた若者。ペイスとは数歳程度しか離れていない、成人間際の青年だ。


ヴァッレンナ伯爵の招待を警戒した理由の大半がここにある。


「実は彼が一つの未来を見たというのだ」


「未来？」


「当家と御家が手を取り合い、共に大きな富を得ている未来だ」


「ほう」


やはり、というべきか、話す内容も胡散臭いことこの上ないもののようだった。


お互いに儲かる話がある、などと言われても、はいそうですかと話を前のめりで聞くような人間は、交渉者として失格だろう。


「内容について、話した方が良いかな？」


「勿論」


「当家がこれから新たな菓子を売りに出す。それが王都でも大きな評判となり、飛ぶように売れるようになる、というものだ」


お菓子、と聞いて、ペイスが僅かに身じろぐ。胡散臭さを感じ、妙な話であると分かっていながら、やはり菓子という言葉には心惹かれるのが菓子狂いの少年なのだ。


はあ、やれやれ。そんな感じの溜息をついたのは、護衛役としてこの場に居るガラガンだ。


「それとモルテールン家に何の関係が？」


「モルテールン家は当家に砂糖を売ることで、膨大な富を得ることになる。実に分かりやすい話だとは思わないかな？」


「ふむふむ、なるほど」


話の内容自体は、やはりというべきものだった。前回の社交でも、ヴァッレンナ伯爵は砂糖を欲しがっていた。本当に欲しがっているのが彼なのかは脇に置いて、そう来るだろうということは予想できた内容だった。


「やはり、信じられませんか」


「ええ」


信じる奴は馬鹿だろう、などとは口が裂けても言わない。上品な、少なくとも素人目にはそう見える笑顔のまま、明確に警戒を見せるペイス。


「ならば、未来を見た当人の口から語らせよう」


ヴァッレンナ伯爵も、ペイスのこういう態度は予想していたのだろう。


すぐにもやって来たのはヴァッレンナ伯爵お抱え魔法使いを名乗るゾッズビー。


「これはモルテールン卿。お久しぶりです」


慇懃な礼を取る男。


片膝をついての礼は、身分の下位者が行う礼だ。目だけは相変わらずぎらつくような雰囲気を受けるものの、傍目には丁寧に見える挨拶。


すぐに立つ様ペイスが促せば、ではとばかりにヴァッレンナ伯爵の横に座った。


「久しぶりというほど日はたっておりませんが、お元気そうですね」


「ええ。伯爵閣下のお陰で、日々健やかに過ごしております」


ペイスとゾッズビーの笑顔のやり取り。腹に一物も二物も抱えてそうな取り合わせだが、見た目だけは同世代の若者の心温まる交流である。


「それで、今回、未来を見たという件についてですが、詳しくお聞かせ願います」


下らない世間話などもせず、ペイスが単刀直入に切り込んだ。


「さすれば、私が魔法を使い、未来を見ました。両家が手を取り合い、共存する未来です。素晴らしい未来だとは思いませんか？」


ゾッズビーは、自信満々に言ってのける。


ペイスでなければ、或いは本当に魔法を使えるのかと思ってしまいそうな態度である。ペイスとさほども変わらぬ年齢ながら、恐らくかなりの経験を積んできているのだろう。


「それが事実ならば素晴らしい。しかし、それは真でありましょうか？」


「我が力をお疑いか？」


「ええ」


だが、経験豊富で修羅場しゅらばを何度も潜り抜けてきたという点では、ペイスも負けていない。モルテールン家がしがない騎士爵家であり、弱小の上に貧乏だった時代。冷害があった時など、交渉に失敗すれば死人が出るような時でも顔色一つ変えずに、狡猾な大人とやり合って来たのだ。


笑顔のまま、お前が信じられない、という言葉を断言した。


「それは異なことをおっしゃる」


「そうでしょうか。僕には、貴方の言葉一つで全てを信じるほうが妙なことだと思いますが」


じっと視線をぶつけ合う両者。ことここに至っては伯爵やガラガンは傍観者と等しい。


「モルテールン卿、失礼ながら、貴方は自家で利益を独占しようとされておられるのではないか？　いや、我々の利益を盗み、不当に我々の成果を盗ろうとしている。これは許しがたい行為ではないですか？」


「はい？」


いきなり何を言っているのだと、ペイスは呆れた。


ゾッズビーは、尚もしたり顔で持論を滔々とうとうと語り続ける。


「だって、そうでしょう。私は既に十年後の菓子を証明しております。それは既にそちらご存知だ。将来確実に利益を生むと分かったのです。モルテールン卿は、その菓子を真似するだけで良い。砂糖を持たない我々は、傍観するだけでしょう。一方的に此方に被害を与える。伯爵閣下が善意と好意で共存の道をお示しになったのに、これは実に卑怯な行いだ。騎士にあるまじき行為です」


「……つまり、僕の菓子が、あの菓子の真似であると？」


「今後はそうなる可能性が高いと申しております」


怒髪天どはつてんを衝つく、とはこのことだろうか。


ペイスの怒り。それは、横に居たガラガンですら理解できるほど激烈げきれつなものだ。


ペイスとて、ことお菓子に関して、人まねだの模倣だのを咎めるつもりはない。技術とは、物まねから始まって発展していくのだ。しかし、自分があらぬ疑いを掛けられることに関しては我慢ならない。誰よりもお菓子を愛する者として、これほどの侮辱があるのかと。


この僕が、あの程度の菓子を真似して悦えつに入ると考えているのかと、怒り心頭。


「そちらも、見え透いたことをしますね」


怒り具合を悟らせない笑顔のままで、ペイスが呟く。聞く人が聞けば、今から荷造りをしてそそくさと逃げ出すレベルの怒りの声である。


俺、逃げてもいいかな、などとガラガンが腰を浮かせたほどに。


「何のことかな？」


「僕が焼き菓子を作ったと聞き、適当な焼き菓子を〝最新〟と銘打って披露する。当家が今後焼き菓子を出し、それが流行れば〝自分達の真似〟と言い張る。実に卑怯な振る舞いでしょう」


自分たちがしてきたことは、相手もするはず。或いは、自分たちの振舞いを、モルテールン家に擦り付ける気だろう。そう指摘するペイス。


図星を突かれたせいか、今度はゾッズビーが感情をあらわにした。


「失礼な!!　そのようなことは致しません」


「失礼はそちらが先でしょう」


言い合う二人。


それを止めたのはヴァッレンナ伯爵だった。

            





    
  
  




「ペイストリー＝モルテールン卿。私は、この者の力をこの目で見ている。その力量には、信を置いてもらってよいと思うのだが？」


「僕が実際に確かめたわけでもないのに、信じられませんね」


最早取り繕うことも無く、目の前の男を蔑むペイス。ここまでペイスが露骨に感情を出すのは珍しいのだが、そんなことは自称魔法使いには関係ない。


「ならば、お前に警告をくれてやる!!」


立ち上がり、ペイスに指先を突き付けるゾッズビー。


「ほう？」


「ここ五日の内、お前には水の災難と女の災難が訪れる。そしてひと月以内に、モルテールン家は剣の災いで傷つくことになる。我の言葉を疑うというのであれば、その災難を避けてみるがいい!!」


「それは、貴方の魔法の結果ですか？」


「そうだ」


急にお互いが無言になる。


どうやら、自称【未来視】の魔法使いが、新たなカードを切り出したらしい。それも、切り札と呼べるもの。


「なるほど、ではこれで失礼します」


挨拶もそこそこに、ガラガンを連れて部屋を後にする。






モルテールン領に戻ったペイス。


開口一番、ガラガンやシイツに向かって言う。


「あの男、間違いなく詐欺師です。絶対に許せません!!」


モルテールン家の家人たちは、やっぱりトラブルを連れて帰ったと、互いに顔を見合わせた。

            





ペイストリーの大予言


「と、いうことです」


モルテールン家の王都別邸。


シイツやガラガンの前で、珍しく感情を爆発させたペイスであったが、ひとしきり荒ぶると、お菓子への愛情を再確認して落ち着きを取り戻した。


感情の発露の経緯も理解不能なことだし、平静に至る過程も摩訶不思議である。長らくモルテールン家の番頭役を務め、ペイスが生まれた時からの付き合いであるシイツでさえ、完全には理解しきれていないペイスの奇行。


どうしてそうなったのか。説明できるものは本人しかいないと、わざわざ自分で父親のところに報告に来ていたのだ。


かくかくしかじかと説明を終えたところが今である。


「ふむ……なるほど」


ペイスの説明を聞き、ひとしきり自分の理解の追いつくところまで内容を整理したカセロールが、重々しく口を開いた。


お菓子に対する侮辱がどうであるとか、スイーツはもっと崇められるべきであるとか、あのような不出来なもので菓子の完成形だと嘯くのは不敬を通り越して冒涜ぼうとくであるとか、ところどころにカセロールでは理解できない内容が含まれていたのだが、それらを除いて整理すれば、おおよそペイスが言いたいことも見えて来る。


伊達に十年近くペイスの父親をやっていない。息子の理解不明な言動は、今に始まったことでもないし、神から授かった智謀は常人の理解が及ぶものでもないと〝理解〟しているのだ。


「ヴァッレンナ伯爵家が近頃羽振りがいいという話だったな」


それは、単なる確認であった。


だが、無関係な確認というわけでは無い。


「ええ。それについて調べたところ、やはりあの〝未来視の魔法使い〟を名乗る男の力によるものだとか」


「ほう」


ペイスが、独自に調べ回った結果を口にする。


こと今回に関しては、自重や遠慮などという言葉は生ごみとして捨てられている。【鳥類使役】なども、露見のリスクを冒してまで使い、情報収集に努めた。勿論、【瞬間移動】は使いまくりである。


王都で傭兵に金貨を積み、レーテシュ領では船乗りたちにモルテールン家の威光をチラつかせ、ヴァッレンナ伯爵領では【転写】を使って他人に成りすまして忍び込み、更には国中至る所に鳥の目を飛ばした。やりたい放題である。


普通の情報収集をしたのだろうと思い込んでいるカセロールは、息子のハチャメチャにはまだ気づけていない。


短時間でかなりの情報を集めた息子の優秀さに対し、嬉し気に目を細める程度だ。


「未来が予知できるとうそぶき、実際に幾つもの予言を的中させているそうです。噂を聞いた者が、大金を積んで未来を見てもらおうと訪ねて来るようになっているとか」


ヴァッレンナ伯爵家の躍進と、羽振りの良さの理由。それはやはり例の男に起因する者であった。ペイスの調べで確証の得られた、確かな情報だ。


男の魔法とやらを目的に、金持ちの好事家が興味本位に近づいているとも調べがついている。


財布の緩い金持ちが集まるのだ。ヴァッレンナ伯爵家にも余禄はあるし、ついでの話が意外と大きな商いになったりすることもあるから侮れない。


「なるほど。しかし、噂だけでは本当かどうかも分かるまい。実際に大金を積む者が居る以上、予言は当たっているのではないのか？」


「信じる者が居るようです。実際の予言というものを調べてみました」


カセロールは、ゾッズビーなる人物を実際に見たわけでは無いし、【未来視】の予言とやらも実際のところを知らない。






彼の者の元を訪れ、実際に大金を出す人間が一人ならず居るという。


元々この世界では魔法については絶対視する向きがある。カセロールはその恩恵をたっぷりと受けてきた身。魔法の有用さ、絶対性を誰よりも理解している。


だからこそ、それほどに人を惹きつけるものがあるなら、もしかしたら本当の魔法ではないかと感じてしまう。生粋の神王国人ならではの思考と言える。


本当に【未来視】なるものがあるのか。どんな魔法であると喧伝しているのか。言い張っている内容がどれほどの真実を含むのか。


勿論ペイスがその辺のところを調べていないわけもなく、手抜かりなく詳しいことを調査してある。


「どんなものだ？」


「例えば去年の夏にルーン子爵家の御令嬢が視てもらったというものが『赤き獣の災いが起きる。聖なる七の前には更なる青い災いが起きるだろう。二つの災い過ぎし時、新しき出会いを得る』というものです」


「よく分からん内容だな」


カセロールは軍人である。軍隊というのは、指揮命令系統を明確にするのが基本であり、伝達事項は簡潔かつ明瞭にするべし、というのが常識。少なくとも、寄宿士官学校などではそのように習うし、実戦を積めば自然とそうなっていく。


命が掛かっていて、一刻一秒を争うような時、悠長に貴族的で曖昧な言い回しをしている余裕などないのだ。


故に、軍人は自ずとはっきりとした物言いを好むようになる。


社交の場などでは貴族らしい振舞いをするとしても、好悪の感情とは話が別だ。


言いたいことははっきりと分かりやすく。そんな価値観からすれば、予言の内容とやらは対極に位置するように思える。


一体何が言いたいのか、解説なしには理解できそうもない。


「そして、この予言の後、赤毛に見えなくもない盗賊に子爵家の家人が襲われ、翌月の七日には家人の娘が海で溺れかけたとか。それですっかり御令嬢は未来視とやらを信じたようです」


「なるほど。それならばやはり予言の力とやらは本物ではないのか？」


ほう、とカセロールは感嘆の声を上げた。


先ほどのよく分からなかった、詩のような内容の予言。それとペイスの言う事件を合わせれば、驚くほどに一致している。


赤い髪の盗賊というのが赤き獣とやらで、青い災いというのが海での事故のことだろう。あちこち飛び回っているカセロールには、海の青さも理解できた。


神王国では、海沿いに領地を持つ者は限られる。どちらかといえば、内陸部に領地を持つ貴族の方が多い。生まれてから死ぬまで海を見ることなく過ごす者も珍しくない世界。


ヴァッレンナ伯爵領も内陸部。ゾッズビーなる人物も、恐らくその近縁の出身のはず。海を知らない人物である可能性は低くない。


もし海を知らずに、海の災害を予言したとしたなら、それは自らの知識以外に知見を得ているということ。予言云々は脇に置くとしても、人智を越えた知覚力を有する可能性はある。となれば、魔法使いであるという主張にも、満更根拠がないとも言えないのではないか。


カセロールはそう思った。


だが、ペイスは首を振る。


「いいえ。こんなものは予言でもなんでもありません。これを見てください」


そう言って、ペイスは一枚の木板を差し出した。そこには黒いインクで詩のようなものが書かれている。


書かれた字の癖を見れば、書いたのがペイスだと分かった。まさかペイスがポエムを書くわけもなく、内容を見たカセロールは怪訝そうにした。


「うん？　『黒い訪れがやって来る。不幸なる音の傍には幼い賢者の声があるだろう』……なんだこれは？」


これまた意味が分からない、難解な文言である。


さっきの予言とやらと雰囲気は似ているのだから、もしかしたらこれも予言だろうか。もしそうだとすればどんな意味か。カセロールには判じかねた。


「僕が適当にでっち上げた予言です。ちなみに、例の自称魔法使いに会ったその日のうちに書いたものです」


「それで？」


「父様、黒い訪れに、心当たりがあるのでは？　例えば来訪者で服装、容姿、持ち物に黒が絡む者です」


ペイスの言葉に、驚いたのはカセロールだ。


言われて思い返し、予言の内容を反復すれば、段々とその凄さが分かって来る。


「さて……ここ最近は訪れる者も多かった。黒髪の者であったり、黒い服であったりといった人間は幾人か居たと思う。持ち物というなら、喪に服す連中は皆そうではないか」


「ええ。では不幸なる音と幼き賢者は？」


「アジャン男爵の訃報と、ご子息のことだろうか。まだ幼いのに、ずいぶんしっかりした子だった」


「どうです、予言は当たっていますよね？」


ペイスの言葉には、頷くしかなかった。


確かに、木板に書かれたのはペイスの字。ならば、ペイスがこれを書いたのは間違いない。問題は、いつ書いたかだ。仮にアジャン男爵の訃報の前に書かれていたとしたなら、これは間違いなく予言と言える。


「うむ。お前、まさか予言の魔法とやらを【転写】したか？」


そうに違いない。


未来を視れる。予言できるというのなら、そのような超常の力は魔法に違いない。そして、魔法であるならペイスは自分の魔法で【転写】し、写し取ることが可能。カセロールの【瞬間移動】や、聖国の聖女の魔法など、過去に実例があるのだから、今回もそうでは無いかと考える。


「いいえ。彼には、魔法を使った形跡が一切ありませんでした。僕の目の前で予言した時もそうです。この予言は、わざと色々な解釈の出来る曖昧な言葉を、意味ありげに並べることで、事後に幾らでもこじつけられるようにしてあるのですよ」


だが、ペイスはカセロールの予想を否定する。


ペイスの指摘で思索を巡らせれば、言いたいことの意味が見えてきた。


人間とは、無秩序なものや、偶然のものにも、意味を持たせたがるもの。雲の形が人に見えたり、紅茶の滓おりの動きや形が動物に見えたり。ならば、曖昧な言葉にも自分なりに意味のある形を思い浮かべてしまうのではないか。


カセロールなりの理解はこうだ。


「ほう……なるほど。それが予言の正体というわけか」


「ええ」


「詐欺師か。その通りかもしれん」


ペイスの言う詐欺という言葉。それが、ようやくカセロールにも見えてきた。


何とも狡猾であるし、知らずに披露されればカセロールでさえも騙されたかもしれない。さすれば、経験の浅い貴族子女などは容易く騙され、予言とやらを信じ込んでしまうだろう。


ペイスが騙されなかったのは、彼自身が聡さといというのもあるが、ノストラダムスの大予言だの何だのと、そういう胡散臭い予言の存在を知識として知っていたからだ。


「他の予言も、皆こんな感じでした。適当な文言を無理やりこじつけるような予言。ただ……」


「ただ？」


「僕に向けられた予言は、酷く具体的な期日があったことが気になっています」


「そうだな」


只一点。ペイスが調べた限りでも、自分に対して発せられた予言だけが毛色の違うものだった。


この手の予言は、曖昧さが大事。特に、具体的な期限は拙い。日時を書くにしても、数年先レベルの長いスパンの予言にしておくべきところだ。


それを、数日の単位で区切って見せる。実に不自然だ。


恐らく、魔法を使っているということを強調させてみたいのだろうが、実際に予言の内容が起きなければ逆効果である。


つまり、予言は〝確実に起きる〟と確信しているということ。


これが魔法を使っている故ならば面白いのだが、魔法使いでないということは先の通り明らか。


ならば、狙いは一つ。


「未来が見えると豪語する者が、仮に予言を成就させようとしたなら……一番簡単なのは、自分で予言の内容を実現してしまう事でしょう」


「そりゃそうだ。自分の言葉を自分で再現するのだから、確実に当たる」


私は右手を上げる、と予言しておいて、自分の右手を上げる。こんなものは予言とはとても呼べないが、言った通りの未来が起きるという意味では、間違っているわけでもない。


ならば、やはり狙いはこちら。自分の予言を是が非でも実現させるつもりなのだ。


ペイスが、これこそ相手の切り札であると直感したのは、間違っていなかったのだろう。


「水の災い……というのが特に気になります。モルテールン領で水のある場所なんて、限られますから」


モルテールン領は元々水気に乏しい。自然に流れる川もないし、雨も少ない。少なくとも、ここ数日の間に降る気配はない。


ならば、水のある場所は限られている。村の中の井戸、山の貯水池、貯水池から水を引く地下水路、地上を流れる用水路。こんなところだろうか。各家庭の水がめというのもその一つだろうが、ここはモルテールン家の範疇外。


仮に事故が起きるとしたら、一番危ないのは貯水池だろうか。


あそこは大量の水が溜まっているし、決壊でもしたら下流の全てが全部流されかねない。


「警戒するにこしたことは無いな」


「……少し、僕に考えがあるのですが」


「ふむ？」


ペイスの顔は、何やら悪だくみを思いついた顔であった。

            





伯爵家の歓待　２


朝というのは、気怠けだるさから始まる。


少なくともヴァッレンナ伯爵にとっては。


ここ最近は社交の機会が多く、夜遅くまで客を歓待することも多い。夜が長ければ、朝が短いのは自然の摂理せつり。人体の道理。


これが問題ならば改善するべきだろうが、幸いなことにこの社交が家の利益に結び付いているのだから辞めるわけにもいかない。


ヴァッレンナ伯爵家は、高位貴族とはいえ、表立って功績をあげてきた家ではない。武名ではカドレチェク家などの軍家閥が幾らでも幅を利かせるし、地縁を持つ地域閥は四伯がそれぞれがっちりと手綱を握っている。


内務閥や外務閥といった役務閥では、自分のように無役の人間はあまり歓迎されない。


位階こそ高いものの、存在感の薄い存在。それがヴァッレンナ伯爵家だった。


それがここしばらくは、話題の中心となっている。凄腕の魔法使いを迎え入れたことで、家が躍進の時を迎えている。そう感じていた。


夜の忙しさなど、得られる利益や称賛に比べれば如何ほどのことは無い。そう思える。


しかし、それはそれとして朝のだるさや眠さは如何いかんともしがたい。


生あくびをかみ殺しつつ、仕事をせねばならない。


さて、今日の仕事は何であるかと、執務室に入ったヴァッレンナ伯爵。


最初は、面会希望者の振り分けだ。


近年は面会希望者がかなり増えている。優先順位を付けねば、捌ききれない程である。


目ぼしい高位貴族や、有力貴族の当主、或いはそれに類する者。王家を除けば、これが最優先。さて、どんな者が面会を希望しているのかと、部下にリストを持ってこさせた。


「モルテールン家の長男が来る？」


一通り希望者に目を通していて、気になる名前があった。


モルテールン男爵嫡子ペイストリー。


先日、自分の敬愛するゾッズビー様に対して、失礼な態度をとった少年である。砂糖の利権を生みだし、領地を集金皿のようにしてみせたモルテールン家の長男。決して粗雑に扱って良い相手ではないが、正直なところ、自家の大切な宝でもある魔法使いを貶されたことは不快であった。


「はい。ゾッズビー様との面会も求めております。いかがいたしましょう」


「ふふん、やはりゾッズビー殿の【未来視】は素晴らしい。こうなることも見通していたのだろう」


「はっ」


だが、こうして面会を求めてきたことで、不快さも多少は薄れた。


彼の偉大な魔法使いは、未来を見通す。恐らく、先の不快だったやり取りも、こうやって先方から出向いてくることを予見していたからこそあえて行ったことなのだろう。


何か、大きな歴史の流れの一端だった。そう思えば、子どもが多少騒いで我儘を言い、順逆の分からぬことを述べたとしても、大人の度量として温かい目で見るべきだ。


「構わん。向こうから来るというのなら、拒む理由もなかろう」


「承知しました」


伯爵は、早速面会の日時を調整して、都合のいい日時をモルテールン家に知らせた。


そして三日後、伯爵家にペイストリーがやって来た。傍には、名高き『覗き屋』が侍る。御供が腹心の部下ともなれば、生半可な要件では無かろう。


ペイス自身、すっかりしょげ返った風であり、気落ちした様子である。悲しげな顔をすれば憂愁の美男子といった雰囲気がある。とても、先日烈火のごとく猛っていた人物と同じとは思えなかった。


「ヴァッレンナ伯爵。ご無沙汰しております」


ペイスが挨拶をする。実に丁寧な立ち居振る舞いで、一分の隙も無い。相当にしっかりと教育を受けたのだろう。


「ようこそ、ペイストリー＝モルテールン卿。こう近いうちに何度も足を運んでいただけるとは、とても嬉しい」


「僕も、閣下の御顔を拝見できてうれしく思います」


まずは社交辞令から。お互いに顔を合わせるのは何度目か。ごく最近でも二度三度と顔を合わせているのだから、慣れ親しんだ顔と言っていいのかもしれない。


応接室の椅子に少年を案内して座らせる。一応お茶も用意している。形だけであっても、貴族を迎えるのに最低限の礼節は必要だ。少年の後ろには、護衛ということでシイツが立つ。


「うむ。それで、今日は何用かな？」


今回は伯爵の方から本題を切り出す。


面会希望者も多い中、あえて会う時間を設けたのだ。無駄な世間話で浪費するわけにもいかない。


「実は、ゾッズビー殿に謝罪をしたいのです」


「謝罪？」


「先日、ゾッズビー殿のお力を疑うような発言をし、いささかなりとも不快な思いをさせてしまいました。あれから、ゾッズビー殿の予言通りのことが起きた為、自分の不明を恥じた次第です」


ペイスの申し出は、ヴァッレンナ伯爵を喜ばせた。


そうだ、やはりゾッズビー様の魔法は素晴らしい。その思いを新たにする伯爵。


ヴァッレンナ伯爵に富を運び、これからの躍進を支えてくれるであろう逸材。例え砂糖菓子の生産と販売の為にそれなりの金銭を求められたとしても、それは先行投資。これから生まれる大きな富の呼び水。


福を運ぶ精霊の如き人物を、認める。共通の人物を共に称える。これからモルテールン家と共存を図ろうというなら、やはりこうでなくてはならない。


謝罪をしたいというならば、受けてやろうじゃないか。何も悩むことは無く、先達の包容力として、年長者の余裕として、許してやるべきじゃないか。


ヴァッレンナ伯爵は、うんうんと頷いた。


「ふむ、そうか。そういう事であれば、本人を連れてこよう」


「はい。お願いいたします」


伯爵の指示を受けた部下が、応接室を出ていく。






連れてこられたのはゾッズビー。


やはり年齢相応に若い部分があるのか、ペイスを見たとたんに表情を曇らせた。


勿論、すぐに表情を取り繕ってはみせたが、ペイスがそれを見逃すわけもない。


早速とばかりに〝自称魔法使い〟に対して笑顔を向けた。


「お久しぶりですゾッズビー殿」


実に胡散臭い笑顔である。つい先日、周りが呆れるほどに感情を荒げた人間が、当事者に向けて満面の笑みを見せているのだ。


自分がやることは人もやるはずだと、考えるのが人間。伯爵にはペイスの笑顔は好ましく映ったのだが、ゾッズビーには本音を隠した得体のしれないものにみえた。


「……謝罪したい、とのことだが？」


胸中にある、もやもやとした不安。ペイスの笑顔の裏にある思惑を見通せないことから生まれる怖れ。


そんな感情を押し殺しつつ、尊大な態度でペイスをねめつけるゾッズビー。


大事な大事なスポンサーである伯爵に、自分のことを疑わせてもならない。先日は何とかうまくいったが、ここで年下の少年に改めて引っ掻き回されても敵わない。


舐められるわけにもいかないので、精神的に優位に立つべく、自らを叱咤鼓舞しったこぶして会話を続ける。


一応、ペイストリーなる人物がやって来た用件の概要は聞いている。謝罪したいという話だったのだから自分のことを見直したのだろうという予感はあった。


だが、それでもなおペイスの笑顔の理由が分からない。


「ええ。実は先日、当家の貯水池で〝事故〟がありました。その件で、うちの女衆にしこたま怒られました。これはゾッズビー殿のおっしゃっていたことに相違ないと感じ、最後の予言である剣の災いを防ぐ方法を教授して頂きたく、こうして伺った次第です」


「ふむ、なるほど」


横柄な態度のまま、頷くゾッズビー。心の中で、よし、と拳を握り込む勢いだ。大戦の英雄と呼ばれる相手に、賭けのような手を打った。ここで万が一があれば、全てを捨てて逃げねばならないところだった。


自分の思い通りの展開になっていることに満足げだ。


「ならば教えて進ぜよう。そもそも災厄は過ぎたる欲によって生まれる。欲をかき、不要に恨みを買うと、運気が悪くなるものなのだ」


「なるほど」


「欲を捨て、誠実に人に接し、運命を信じて行動すれば、物事は全て上手くいく」


ゾッズビーの言葉に伯爵は感動すらしている様子だ。


こういう、いかにもな言葉遣いを、ここ数年ずっと研究してきたのだ。重々し気に言葉を発する態度は、堂にいった物である。


「具体的にはどうすればよいのでしょう」


演技の甲斐あってか、少年が殊勝しゅしょうに質問してきた。


少しだけ考えるふりをし、ゾッズビーは選び抜いた言葉を紡ぐ。


「モルテールン家にとって、富を生むのは砂糖であろう。それをここに居られるヴァッレンナ伯爵と分かち合えば、それすなわち災厄を退ける行いとなろう」


これだ。この言葉を言いたいがために、色々と手を尽くしたのだ。


一匙さじで銀貨と同等とも言われる砂糖。それをしこたま抱え込み、噂では自領で生産しているとも聞く。金貨の山を、自分に寄越せ。そう言いたいところをぐっとこらえ、あくまでヴァッレンナ伯爵が事業を行う手助けという体裁を崩さずに話を進める。


頻りに頷いている少年を見て、ゾッズビーはことが順調に進んでいる、と確信した。


「ふむふむ。よく理解しました」


「分かってもらえたようだな。では、早速細かいことを伯爵閣下と詰めると良い」


「いえ、理解したのは、やはり貴方のいうことには従えないということです」


「何を!?」


だが、ペイスの言葉にゾッズビーは顔色を変える。


ここまで順調にきていて、何を言い出すのかと気色ばむ。


「貴様は謝罪しに来たのではないのか!!」


そうだ、謝罪をしに来たのだ。自分はあくまで上位者、優位な立場で交渉せねばならない。


自称魔法使いは、自分に言い聞かせながら少年を怒鳴りつける。


「私は、貴方の力を疑い、貴方を不快にさせた事実を知っています。そして、当家であなたの予言通りの事件が起きたことで、自分の不明を知った。なので、貴方に謝罪しようと思ったのです」


やはり、自分の打った手は有効に働いている。ならばここは押しの一手。ゾッズビーとしては、ここは引けない。


「ならば、我の言葉に従え!!」


ダン、と椅子が地面を叩く音。勢いよく立ち上がった為に、ゾッズビーの座っていた椅子が倒れたのだ。


そんな自称魔法使いを見る少年の目は冷ややかである。先ほどの笑顔は既に面影も無い。


「勘違いしないでいただきたい。不快にした事実を、僕は一切恥じていないし、間違ったことであったとは言ってません。僕の言う自分の不明とは、貴方のようなどうしようもない人間も居るのだと事前に知らなかったことを指す。貴方への謝罪とは、これから起きる剣の災いについてです。申し訳ありませんが、貴方と剣を交えねばならない」


「なっ!!」


事ここに至り、少年の目的が自分を害することではないかと気付く。


男は、剣の腕など持ち合わせていない。戦う術など学ぶことは無かったし、学んでいたとしても、武名高きモルテールン家に適うとも思えない。


じりじりと逃げる体勢を作りつつ、必死に少年を言い負かそうと足掻く。


「そんなことをすれば、更に災いが起きるぞ!!」


「その件なのですが、実は面白いことになっていましてね。当家が水場を〝いつもより入念に〟見回っていたところ、少なからぬ不審者が捕まりました。堤防を決壊させようとしていたようで、全員捕え、然るべき刑罰を与えています。彼らはどうやら、貴方に指示されていたようなのです」


「出鱈目でたらめだ!!」


事実だ。


だからこそ、こうしてペイストリーが謝罪に来たのだと、さっきまでは思っていた。


誰の目にも明らかな水の災いが、指定した期日通りに起きれば、予言を疑っていたモルテールン家も自分の信者になるはず。パトロンの伯爵も、更に信頼してくれるようになる。そう思ってのことだった。


賭けだった。そして、どうやらそれに負けたらしい。


「その際、僕も最前線に居たもので、妻や姉、母にまで心配を掛けまして。特に妻からは小言を頂戴しました。これらすべては、〝予言〟に端を発するものでしょう。事ここに至っては、僕らが剣を抜くのも又、予言の内と思うことです」


「そうそう。予言ならしかたねえよな」


ペイスの横で、シイツが剣に手を掛ける。顔には嘲笑が浮かんでいる。こういう、遠慮なくストレスを発散できる場というのは、シイツとしても血沸き肉躍るところである。


「クソッ」


いよいよ逃げ出そうとしていたゾッズビー。


だが、それを引き留める者が居た。


「待て、待たれよ、モルテールン卿」


ヴァッレンナ伯爵だ。間に入る伯爵を見て、ゾッズビーも急速に頭を冷やす。


自分は、まだ終わっていないと気付いたのだ。少なくともモルテールン家から利権を頂戴する目算は消えたが、まだこれから。大事な伯爵の信頼は、まだ消えていない。それに気付いた。


「はい、何でしょう」


「いきなりのことで私も戸惑っているが、今おしゃられたことは事実だろうか」


「はい、神に誓って事実です」


「しかし、私はゾッズビー殿が予言を的中させる場面を何度も見てきたのだ。その力が偽りであるとは、到底思えない」


「ほう」


そう、伯爵は、予言のからくりを知らない。また、モルテールン家の予言も的中した事実しか見ていない。人間は、都合のいいことを重視するように出来ているのだ。不都合なことは何かの間違いだと考える。認知的不協和と呼ばれる心の動きだ。


まして相手は歴戦の古強者として名高いモルテールン家。ゾッズビーの予言が当たったはいいものの、脅威を感じ、犯人を捏造してでっち上げた上で弑しいそうと図っているかもしれないと考えたのだ。


予言が当たった当たっていないと水掛け論になれば、信頼の浅いモルテールン家より、信頼しているゾッズビーを信じる。伯爵としては、当然の選択だった。


「私から見れば、砂糖の利権を惜しみ、御家がゾッズビー殿を陥れているようにも見える。無論、武門の誉れ高きモルテールン家がそのような真似をするとも思えないが、どうかここは、明確な証拠が出るまで待ってもらいたい」


「明確な証拠ですか」


「はい。予言の力が、卿の言う通りのものかが分かるまでは……」


伯爵としても、ひょっとしたらと思う切っ掛けではあった。


だが、今まで信頼してきたのだから信じるつもりだし、これから長い時間を掛けて交友を深めてもらえれば、ゾッズビーの力が本物だと分かるはずだと思っても居る。


場を改めて欲しい。伯爵の要求はそれだけだった。


「ならば、この場ではっきりとさせましょう」


「はい？」


しかし、ペイスは首を横に振る。


どうあってもゾッズビーを殺めるつもりなのか。伯爵も自分がどうするべきかを真剣に悩み始めた。


「僕は、この場で〝本当の予言〟を見せることが出来ます。どのようにも解釈できる曖昧な言葉でけむに巻くのがこの男の手口。そうでないならば、自分で予言を実現させるというインチキ。こんなものは予言ではない」


「何と」


「本当の予言者を伯爵閣下に紹介しましょう」


「え？」


ところが、どうも話の方向がおかしい。


目の前の少年は、本当の予言を見せると言い出した。


元より、予言というものを心から信じ切っている伯爵である。本当の予言なるものがあることは信じられるし、それを見せてもらえるというのなら願っても無いことだった。


是非とも、そんな予言者を教えて欲しい。掛け値なしの本音だった。


そんな伯爵にペイスは素敵な笑顔を向けた。


「ここに居るのがその予言者。千里神眼と異名を持ち、未来をも見通す魔法を持った真なる予言者。シイツ＝ビートウィンです」


紹介されたシイツは、ことのほか迷惑そうな顔をしていた。

            





天才預言者爆誕!!


ワイワイガヤガヤと賑やかな雰囲気。


実際、伯爵家の家人や、物見高い貴人が見物に押しかけてきている。


ペイスがわざわざ人を集めた為だ。本当の魔法の力とはどれほどすごいのか、見せつける意味もある。


先の社交会で集まっていた面々も呼ばれ、人垣と呼べるものも出来上がっていた。


「わざわざお呼びだてして申し訳ありません」


そんな人垣の中心部。騒動の根本原因が、一人の男性に声を掛ける。魔力の迸る様子が〝見える〟人間であれば、すなわち魔法使いであれば、この男も又魔法使いであると分かる。


「いえ。モルテールン卿には当家の屋敷が襲われた際に助けて頂いた恩義があります故、その借りを返すと思えば、さほどのこともありません」


ペイスと会話をするのは「二の矢要らず」の異名を持つゴードン＝ブフェルトン。カドレチェク公爵家の家人では、ひと際名の通った歴戦の猛者であり、風の動きを読む魔法を使う魔法使いでもある。


弓を取っては達人級の腕前であり、更に魔法を使うことで、常人では不可能な弓術を使いこなす有名人。


モルテールン男爵カセロールと同じように、世間で良く知られた魔法使いなのだ。


ペイストリーとはスクヮーレを通して面識があり、それはすなわちヴァッレンナ伯爵とも近しい存在ということ。


彼をわざわざペイスが呼び出したのは勿論理由があってのことである。


「さて、それでは始めましょうか」


ペイスの指示で、皿の上にティーカップが置かれる。ティーカップを用意したのはペイスだが、給仕するのはヴァッレンナ伯爵家で働く人間だ。


陶磁のポットに茶が用意され、それをそっとカップに注ぐ。途端にあたりに立ち込める芳かぐわしいお茶の香り。


カップと皿のセットは、全部で五組。お茶の量もさほど差は無い。入れ替わっていたなら、どれがどれか分からない程の均一さ。決められた量をぴったり注ぐヴァッレンナ伯爵家の使用人の力量の高さが伺える。


「一体、何をするのだ？」


「それはこれから説明します」


お茶のセットが五組。一体何をするのかと、皆が興味津々である。


ヴァッレンナ伯爵の言葉に、ペイスは平静を保ったまま。


「その前にまず、皆さんに確認しておきたいことがあります。皆さんは、魔法使いが魔法を使ったことを知覚できることをご存知でしょうか」


「知覚？」


「ええ。僕やシイツ、或いはゴードン殿は魔法を使います。魔法使いの数自体が少なく、また魔法というものは隠匿されることが当たり前なので、あまり知られることが無いのですが、魔法というのは、使った時に〝形跡〟が残るものなのです」


これが、ペイスをしてゾッズビーが魔法使いでないと判じた理由の一つ。


過去、フバーレク家の令嬢だったリコリスが攫われた時、敵に魔法使いが居ると即座に判じたカセロールの判断なども、これに由来する。


「ほう、それは知らなかった」


「伯爵閣下がご存じないのも無理はありません。魔法使いが魔法使いの前で魔法を使って見せる時は、大抵が戦場で殺し合う時ですから」


モルテールン家に親しむと感覚がマヒしがちだが、魔法というのはとにかく情報を徹底的に秘匿される。


特に、直接的な武力となりえない魔法、例えば聖国の聖女のような【治癒】のようなものであれば、身柄ごと攫われる危険もあるわけで、余程の庇護と利益が無い限り、魔法を不特定多数に知られるような真似はしない。


人々の目の前で魔法が使われる場面で一番多いのは何処か。それは、戦場である。魔法の隠匿云々を言っていられないような危急の有事であれば、使える手札として魔法も隠さず使用される。そして、人の力を越えた魔法に最も有効に対抗できるのは、同じように人の力を超えた魔法であることも事実。


魔法使いが他の魔法使いの魔法を知るのは、戦場でのケースが多いのはそのためだ。戦場で巨大な力同士がぶつかり合う時。魔法を持たない人間は、巻き込まれるのを恐れて離れる。魔力の知覚云々を言っている余裕など有るはずもない。


「魔法とは、魔力を自分なりに操作して超常の現象を引き起こすもの。故に、魔法を使えばそれがどんな魔法であれ、常ならざる魔力というのがその場に残るものなのです。魔法使いは元々魔力の操作と知覚に長けているものなので、魔法使いは尚のこと、この手の形跡に敏感になる」


「ほう」


「ですよね、ゴードン殿」


「ああ」


ゴードンは、自分が呼ばれた理由の一端をこの問答で理解した。


世の中に、広く魔法使いであると知られている人間は、さほど多くない。カセロールやシイツ、そして自分を除けば、国内では片手で足りるぐらいだろうか、とも考えた。公然の秘密ということになっている者も多いが、公になっている中で、比較的ゴードンは名前が知られている方だ。


そんな自分を呼びつけたのだから、魔法使いについて公平な意見を欲しているのだろう。カセロールやシイツは言わずもがなモルテールン家の家人であり、中立とは言い難い。


カドレチェク家に世話になっている自分であれば、中立と言える。一般論として、ある程度知られている〝魔法使いの常識〟を語る程度なら、何ほどのことも無い。


だが、それは一般人の常識とは違うもの。魔法使いという極めて限られた人種のみで経験的に知られる暗黙の了解。


「分かりますか、ゾッズビー殿。〝魔法使いは魔法が使われると分かる〟のです。さて……あなたが以前行った予言で〝魔法を使っていない〟と断言できる理由は、理解できましたか？」


「うるさい!!」






魔法を使っていないのに、予言の言葉を吐いた。それが事実だとするなら、ずいぶんと胡散臭い話であると、ヴァッレンナ伯爵も訝し気な表情を浮かべ始める。


「我々は貴方の言葉が〝魔法の予言〟ではないと確信し、にもかかわらず予言めいた言葉を強弁した貴方の態度に不信を持った。これは極自然なことではないですか？　そうでしょう伯爵閣下」


「遺憾ながら、その通りかと思う」


それはそうだ。魔法を使って予言をしていると言いながら、魔法を使わずに予言をしてみせる。何故なのかと不思議に思うだろう。


伯爵でもそう思うのだ。元々信頼を持ち合わせていない人間ならば、不審に感じてもおかしくはない。


「そこで我々は、予言の中にあった水という言葉から推測し、領内の水回りを徹底的に警備したのです。すると、あからさまな不審者が現れたのです」


「なるほど。そういう経緯であったか」


「これは偶然だろうか。そんなはずはありません。我々は、このゾッズビーなる男が、魔法使いを僭称せんしょうし、伯爵閣下やその周囲の人間を騙す詐欺師ではないか……という思いに至った」


「うむ。今では私も同じ思いだ」


聞けば聞く程、ペイスの論理には筋が通っている。


魔法使いは魔法を使われると分かる、というのは、ゴードン氏の言葉で裏付けられた。これが事実ならば、モルテールン家の嫡男が魔法を使われていないことに気付くのも当然だし、その経緯から予言を疑ってかかるのも自然なこと。


ゾッズビーを貶める為の作り話かと思っていたが、どうやら満更根拠のない話でもなさそうだと感じ始める伯爵。


「ここではっきりさせましょう。ゾッズビー殿。このお茶から一つを選んでもらいたい。伯爵閣下にはその選ぶ場面を見ないでいただき、ゾッズビー殿が一つを選んだ後、改めて何も知らない状態で、一つを選んでいただきたい」


「うん？」


「ゾッズビー殿が本当に未来を見ることが出来るのなら、伯爵閣下が選ぶであろうカップを、事前に指定しておくことなど容易いはずです」


「ふむ、なるほど」


ゾッズビーの方を皆が注目する。注目された男の額には、明らかに分かる脂汗が浮いており、動揺している様子がはっきり表れていた。


もうこの時点で正体が知れたようなものだが、それでも確定ではないと伯爵やその周りの人間は考える。


確かに、本当に未来が見えるというのなら、五択の選択肢程度ならば軽く当てねばおかしい。本来ならば、もっと複雑な、無数の選択肢の中から正解を選んでいるはずなのだから。


「さあ、確率は二〇パーセントもあります。適当に選んでも、当たるかもしれません」


「そんなことを言って、俺を罠に嵌はめる気だな!!」


「罠？」


「絵描きの魔法をどうやって使うかは分からんが、きっと何かイカサマを仕掛けているんだ。そうに違いない!!」


ゾッズビーも往生際おうじょうぎわが悪い。


ペイスが魔法使いであることは知られているし、その魔法の内容は絵描きに関することだという噂だった。どういう使い方をするかは不明だが、何か奇策を弄するかもしれないと強弁する。


しかし、ペイスはそんな男の意見など一考だにしない。


「だからこそ、ゴードン殿にお越しいただいたのです。僕やシイツが魔法を使えば、その時点でゴードン殿が気づく」


「くっ」


「伯爵閣下、とりあえず後ろを向いて頂けますか」


「ああ」


「さあ、閣下がこの後選ぶであろうカップはどれです。魔法を使って、未来を見てごらんなさい」


「ぐぐ……ぐう」


有無を言わさず、自分のペースに巻き込むペイス。


伯爵からは五つのカップは見えない。自称魔法使いも、衆人環視の只中にある。ゴードンは公平な立会人という立場に立つ。これでは、ペイスの側も、そしてゾッズビーの側も、下手な真似は出来ようはずもない。


脂汗を浮かべた男は、悩みに悩んだ末に一つのカップを指さす。真ん中のものだ。


どうやら、確率五分の一に賭ける気になったらしい。これで当たれば、男は予言の力を本物だと言い張ることだろう。


「伯爵閣下、お直り下さい」


「もうよいのか？」


「はい。それでは、どれでもお好きなカップをお選びください。ゾッズビー殿が真の予言者ならば、それと閣下の選択は一致するはずです」


「そうだな」


伯爵は、全部のカップを軽く見回した後、一つのカップを指さす。


結局、どれを選ぶにしても一緒のはずだ。何せ、未来を視られているのだから。ゾッズビーの言葉が本当ならば。


適当に選んだカップ。それは他の四つと比べても違いなど何もないもの。


「これだ」


指さしたカップは、ペイスから見て一番左。どう見ても、真ん中ではない。


つまり、ゾッズビーの未来視が完全な出鱈目であることが証明されたのだ。


「外れですね」


「くっ……魔法とは、とてもデリケートなのだ。そう、条件が厳しいのだよ」






往生際の悪い男である。


魔法とは、使用条件も前提条件も、使う本人しか分からないもの。分かりやすいもので言えば【発火】の魔法。この魔法を使う魔法使いは比較的多いが、水の中では使えないという者が殆どだ。水を燃やせるような魔法使いは、歴史上でも存在していない。


【治癒】の魔法は、そもそも怪我をしていては使えないし、【瞬間移動】の魔法は運べる質量や距離に制約がある。


魔法が、ある一定の条件下でしか使えないというのは、常識の範疇だ。


それ故に、最後っ屁のようなあがきで胸を張って見せるゾッズビーは、どうだと顔をキメてみせた。


「ふ……ふふふ……やはり貴方は詐欺師だ。本当の未来視。千里神眼を知らない」


だが、ペイスは不敵に笑う。


「何!?」


「シイツ」


ペイスは、自分の傍にいた腹心に声を掛ける。呼ばれて出てきたのは『覗き屋シイツ』ことシイツ＝ビートウィンである。


「へいへい。伯爵閣下、そのカップの底を、見てもらえませんかね」


「底？」


大分おざなりな感じで、シイツは伯爵に言った。


お茶を零さぬよう、目線よりも上にカップを持ち上げて底を見る伯爵。カップの底には、くっきりと分かりやすい文字で言葉が書かれてあった。


「……何と!!　このカップを選ぶと書いてある!!」


「なっ!!」


自分の雇い主であることも忘れ、ゾッズビーが伯爵の手からカップを奪い取る。お茶が床に零れるなどはお構いなしだ。


そうしてカップをひっくり返せば、誰にも見えるような字が明らかになる。確かに「このカップを選ぶ」という字が書いてあった。


「そ……そんな」


「分かりましたか？」


あくまで冷徹れいてつなペイスの視線。


だが、あくまで往生際が悪い男が、更に動く。


「は、はは、ははは、分かったぞ、きっと全部のカップに書いてあるのだ!!」


お茶が、ものの見事に零れる。飲み物を粗末にする行いに、ペイスの顔からは更に表情が消えていくが、そんなものはゾッズビーには分からない。気付けない。


伯爵が選んだもの以外のカップをひっくり返してみたゾッズビー。きっと、全部のカップに同じようなことが書いてある詐欺に違いない。そうであってほしいという希望的観測。自分がやることを他人もやるはずという浅ましい思い。


だが他のカップの底には、何も書いていなかった。ただ、無地あるのみである。


「そ、そんな……じゃあ、本当に予知が……嘘だ……」


がちゃん、と音を立ててカップが割れる。


力を無くした手から、持っていたものが落ちたからだ。


どさりと崩れ落ちる男。自分の化けの皮が完全に剥がれてしまったと理解したのだろう。


「……閣下」


「連れて行け」


兵士に連れられ、引きずられるようにして運ばれるゾッズビー。


「モルテールン卿、済まなかった。そしてありがとう」


伯爵は、深々と頭を下げた。


「はて？　何を指しての謝罪と感謝なのでしょう」


「邪な人間に騙され、迷惑を掛けてしまったことへの謝罪。そして、それを暴いてくれたことへの感謝だ」


「そうですか。では謝罪と感謝を受け取っておきます」


「ああ」


「それで、以前要請されていた砂糖の件は如何されますか？」


ペイスとしては、これこそが本題だった。詐欺師の一人が化けの皮を剥がされて赤っ恥をかくことなどオマケに過ぎない。大事な大事な、お砂糖ちゃんをどうするのか。そっちの方が極めて重要な案件である。


「今更、あいつの言葉を信じて投資も出来ないだろう。恐らく、そうやって私や他の者から金を巻き上げる企みだったのだろうな」


「そうかもしれません」


十中八九そうだろうと思われるが、確定ではない。今ある事実は、嘘つきが魔法使いを騙っていたことだけである。金をだまし取られる前で良かったと喜ぶべきなのだろう。


「今後とも、当家はモルテールン家の菓子を楽しむとしよう。それで構わないだろう？」


「ええ。勿論。最高のお菓子を用意しますとも」


伯爵とペイスが握手を交わす。


こうして、一人の詐欺師が消え、一人の天才予言者が現れることとなった。

            





エピローグ　詐欺師は焼き菓子と共に


モルテールン領ザースデン。


今日は久々の、ペイスの休日。領主代行の少年は、愛する妻と共にお菓子作りに励んでいた。


甘い匂いの充満する厨房ちゅうぼう。デートと呼ぶにはいささか以上所帯じみているが、夫婦の語らいという意味では重要な儀式でもある。


特に最近は寂しい思いをさせているという自覚が有ったので、折角の休みならば夫婦水入らずで居たいという妻の希望を叶えることになった。


「へえ、そんなことがあったのですか」


リコリスは、先の詐欺未遂事件の話を聞き、素朴な感想を漏らした。


自分が連れていかれた時の話が、そんな大きな話に繋がっていたとは、びっくりである。


「伯爵閣下からは丁寧な詫わびが届きましてね。慰謝料いしゃりょうなのか礼金なのかはわかりませんが、金貨もどっさりと」


金貨がどっさり、という辺りで、ペイスにも笑みがこぼれる。裏の無い、家族にだけ見せる本当の笑顔。


「なるほど。それでこうしてお菓子を作っているわけですね」


「ええ。久しぶりに、お金に糸目をつけることなく、お菓子作りに勤しめるわけです。あの詐欺師には感謝しませんと」


「まあ」


リコリスは笑った。詐欺師に感謝の辺りで、冗談と分かったからだ。


実際のところ、ペイスが手にした金貨は、数々の果物や、植物の種、或いは外国産のよく分からない豆や、肥料らしき何かという物品に化けている。


このごろ仕事に追われてストレスが溜まり気味だった夫が、思う存分散財できたというのだから、これはこれでいい話で終わったのだろうと納得する。


勿論、リコリスも余禄を受けている。兄や姉に送る為の手紙のセットであったり、趣味で庭に作った花壇に植える花の苗だったり、新しい宝飾品であったりという具合に。彼女も彼女で、色々と散財をやらかしている。


無駄遣いはしないモルテールン家ではあるが、あぶく銭は正しく使って経済を回す方が大事と、盛大に消費をして見せた。


おかげで、今までモルテールン領には来ていなかった商会も足を運ぶことになり、また一つモルテールン領を往来する商会が増えていたりもする。


「でも、シイツさんがそんな凄い魔法を使えるとは知りませんでした」


「凄い魔法？」


何のことだとペイスは不思議そうにリコリスを見た。


もっとも、見つめられたリコリスだって、不思議そうにしている。当のペイスから、聞いたばかりの話なのだから、何故そんな風な態度なのかと。


「千里神眼サウザンドゴッドアイズって言うんでしょう？　未来が見えるなんてすごいと思います」


実に仰々しい名前。今まで広く知られていたのは『覗き屋』という二つ名であるが、今後は『千里神眼サウザンドゴッドアイズのシイツ』という二つ名が広まるかもしれない。


話を聞く限りでも、何故そんな凄い能力を今まで隠していたのかと不思議に思えるほどだ。


確実に未来が分かるという能力。これは、上手く使えば世界を手に出来るかもしれない。


リコリスにはそこまで大それた想像は出来なくとも、なんとなくものすごく便利そうだということは分かった。


もし過去の自分が、今の幸せな自分を知っていたら。もう少し真剣に嫁入り修行をしていたかもしれないし、親孝行も真剣にしていたかもしれない。


そんなリコリスの様子を見ていたペイスは、微笑ましそうにして笑った。


「くすっ」


「え？　どうして笑うのですか？」


千里神眼。かつてシイツが、覗き屋という不名誉な二つ名を払拭せんと企み、自分から名乗っていた呼び名である。仰々しさや、無駄に格好良く言いたげなセンスからして、黒歴史と呼ぶには相応しいものであろう。


世が世なら、中学生の二年生あたりが罹患する流行性の病気。中二病と呼ばれるそれと非常に近しい、隠匿したい過去だ。


想像してみて欲しい。自分が「我こそはサウザンドゴッドアイズ!!」などと名乗り上げる姿を。自分が人前でやることを思えば、恥ずかしいことこの上ない。ましてや、他人からそれを指摘された時の羞恥心しゅうちしんたるや、若気の至りと恥じ入るばかりである。


しかし、ペイスにはそんなことは関係ない。お菓子の為には、親をも泣かすのがこの少年である。


「未来が見えるなんて、嘘っぱちですよ」


「え!?」


「シイツの二つ名が使えそうだったので利用しましたが、彼の魔法で未来を見る事なんて出来ません。そんなものが見えていたら、本人が嫌がるような二つ名は付かなかったことでしょうね」


シレっと言ってのけるペイスだったが、リコリスからすればその言葉こそ驚きだ。


例の予言を謳う自称魔法使いの欺瞞ぎまんを暴いたのは、その場で披露されたシイツの予言であったはず。どういうことかと、少女は困惑すること頻りだ。


「え？　え？　でも、伯爵の選ぶものが、分かっていたからカップの裏に文字が書けたんですよね？」


そう。大事なことだ。


伯爵自身が自分で選び、そして選んだカップにのみ予言がされていた。それは動かしようのない事実のはず。


「文字が書かれたカップは、一つでしたね。確かに」


「なら……」


「しかし、お茶を入れていたティーポットの底には、また同じように文字が書いてありました。真ん中のカップを選ぶ、とね」


「え!?」


「そして、伯爵の椅子の裏にも文字が書いてあり、更には僕とシイツがそれぞれ、こっそり文字の書かれた羊皮紙を隠し持っていたのです」


ペイスはクスクスと笑う。


この悪戯坊主は、こういう茶目っ気があるのだ。とっておきのマジックを見せているように、人が驚くのを楽しむという悪癖がある。


「え？　つまり？　どれを選んでも良かったのですか？」


「そういうことです。伯爵閣下がどれを選ぶかによって、見せるものが違っていたでしょうが、どれを選んでも当てることが出来たという意味ではその通り」


タネを知れば、実に簡単なことだった。


それぞれ違う五か所に、見えないようにしてどのカップを選ぶか書いておく。当然、指し示す内容は一つずつ変えて。


伯爵が左端のカップを選んでいたならカップの底を見るように指示し、真ん中を選んでいたのならティーポットの底を見るように指示していたことだろう。他のどれを選んでいたとしても、伯爵の示したカップを予言する文字を見せればいい。


例えばペイスが持っていた予言を見せることになっていたなら、きっとペイスの身体の隅々まで身体検査を受けていただろう。一つしか持っていないのだから、他にあるわけもない。ペイスの身体を調べ終われば、予言はオンリーワンだったと誰もが信じることだろう。


これこそ、百パーセント当たる予言だと、ペイスは胸を張った。


「えぇ、それってズルいと思います」


「そうですね。結局、伯爵は最後まで仕掛けに気付きませんでした。予言というもの自体に胡散臭さを感じてくれるようになればいいのですが、あの分だと期待薄でしょうか」


「何故そんなことを？　そこまでせずともよかったのでは？」


予言を見せると言って、予言では無かったのだとしたら、やってることは例の自称魔法使いと変わらないのではないか。


リコリスの疑問は当然である。


「確率二〇パーセントを当てるかもしれませんし、その時には〝同じことが出来る〟とアピールできなければ、勝負になりませんでしたから」


「もし相手が気づいていたら？」


「その時はその時です」


機に臨んでは変に応じる。臨機応変こそがペイスの真骨頂だ。


ことお菓子が絡めば、相手に容赦することなどあり得ないとペイスは言う。


自分の旦那のことに呆れれば良いのか感心すれば良いのか。


リコリスとしては、何とも言えない気持ちになったわけだが、それもすぐに解消する。お菓子の焼き上がる香りが漂ってきたからだ。






「さあ、焼けましたね」


ペイスがオーブンから鉄板を取り出す。


ミトンをしたペイスの様子は、丸っこい手の様子とニコニコの笑顔がセットになって、年齢以上に幼く見える。


「これは、焼き菓子ですよね？」


「ええ。でも、只の焼き菓子じゃあないです」


「どういうことですか？」


「今回の件にちなみ、おみくじが入っているのです」


「おみくじ？」


リコリスは、聞きなれない言葉に疑問符を浮かべた。


「えっと、占いです。自分の運勢や将来についてを、占った結果が入っているのです。フォーチュンクッキーと言います」


「凄いです!!」


フォーチュンクッキーとは、元々は日本で産まれ、アメリカで広まった焼き菓子の一つ。菓子自体は只のクッキーなのだが、特徴といえばクッキー生地でショートメッセージを包んでいること。


書かれている内容はいろいろだが、元々は占いが書かれていたことから、幸運フォーチュンクッキーと呼ばれるようになった。


「おみくじの内容は、ペイスさんが考えたんですか？」


「いえ。折角だからと、シイツにやらせました」


「そうなんですか？」


余計な仕事を増やされたシイツは、盛大にぼやいていたわけだが、書かれている内容についてはペイスも多少口出ししている。


「今後、シイツが〝未来を予知できる〟という噂が広まってくれるかもしれません。しかし、それではいざという時にボロが出てしまうかもしれない」


「そうですね」


「しかし、おみくじという形なら、そういうボロも出ない。シイツの二つ名と評判を利用しつつ、お菓子の売り上げを倍増させ得る。一挙両得です」


「お菓子も美味しければ、一挙三得いっきょさんとくですか？」


「リコも良いこと言いますね」


「ふふ」


リコリスも、大分モルテールン家に染まってきたようだ。少々のことでは驚かなくなったし、常に家の利益を考えるようになっている。


このまま胆を太く育てれば、モルテールン家最強の女性ことアニエスのようになる。喜ぶべきか悲しむべきかは、ペイスをしても悩むところであろう。


「それでは、折角ですし、一つ占ってみますか？」


「そうですね。ではこれを」


サクッとした生地を、少しだけ齧るリコリス。中にくじの書かれた小さな布切れがあるので、それを引き出して書いてある文字を読む。


「家内円満？　夫婦仲良くすれば吉。お菓子がラッキーアイテム？　って書いてあります」


「なるほど、案外、それっぽいのが当たりましたね」


「ペイスさんはどんなのが当たりましたか？」


リコリスがそれらしいのを引き当てた。というよりも、書いている人間がシイツを始めとする家中の人間なので、身近なことをネタにして書いているのだろう。それらしくて当然かもしれない。


ペイスも、自分の選んだクッキーの中から布切れを取り出す。


「この字は……ニコロの字ですかね。今後とも大きなトラブルに巻き込まれるでしょう。特に女性のトラブルには要注意？　まったく、何でこんな内容を」


「……当たってますよね」


ぎゅっとペイスのひじの辺りを抓むリコリス。

            





    
  
  




ペイスがトラブルに愛されるのは今に始まったことではないし、それを踏まえると女性トラブルが起きるというのも起きるかもしれない。


妻の立場として、女性トラブルというのは中々に無視できないものである。


「大丈夫。こんなのは当たるも八卦はっけ、当たらぬも八卦といいます。外れるかもしれないじゃないですか」


「そうでしょうか」


じっとペイスを睨むリコリス。


ペイスはそれを見て、はあと溜息をついた。


「もしかして、あの男も占い師の才能が有ったのかもしれませんね。女難の相というのは当たっていたのかも……」


リコリスはじっと口をつぐんでいた。


これからもペイスが騒動を起こすことについては、占うまでも無いと思ったからだ。






占いの内容が当たっていたと判明するのは、それからすぐのことであった。

            





    
  
  




華やかな貴族社会。


富と権力が一部の特権階級に偏在することで産まれる、華美にして壮麗な社会。


ここの住人達は、自分たちがどれほど豊かであり、如何ほど恵まれているかをことあるごとに誇示する。虚栄心きょえいしんを満足させんが為の見栄みえと、他人の豊かさを妬む嫉妬心と、負けてたまるかという競争心。数多の思惑と悲喜交々ひきこもごものドラマが生まれ、権謀術数と陰謀が渦巻く社交会。


いつまでたっても、慣れるものではない。


着飾った紳士淑女が歓談する中、モルテールン男爵カセロールは心中で呟いた。


今日、カセロールはジーベルト侯爵に呼ばれて、侯爵邸に来ている。とんでもなく豪華な屋敷だ。


王都に住まい、軍の一隊を預かる宮廷貴族の一人として、招待されれば理由もなく断るわけにもいかない。ましてや、相手がジーベルト侯爵ならば尚更だ。


侯爵は、当代の国王の下で内務全般を取り仕切る、国家の重鎮。権力的に国王に次ぐナンバー２。


財務や農務といった内政。その全般を統括する役職にあり、その権限は広範にして強大。現代日本で言えば総理大臣に近い。彼を敵に回したならば、領地貴族であれば領地が干上がる。


国軍所属の宮廷貴族であると同時に、辺境の一部を預かる領地貴族でもあるカセロールとしては、最低でも中立、出来れば友好的な立ち位置を維持したいところだ。招待されて断れない理由がここにある。


貴族とは強い権力に惹かれる習性を持っている。派閥の長である侯爵には取り巻きも多い。


今も多くの人に囲まれている侯爵に対し、いつ挨拶したものか。


カセロールは、最低限の礼儀としての挨拶のタイミングを計る為、壁際にもたれかかりながら場を見回していた。


そんな武骨な壁の花に、声を掛ける酔狂人もいる。


「モルテールン卿、こんなところで一人酒とは、珍しいではないか」


「クーリエガルム伯爵。ご無沙汰しております。閣下も、このような隅に来られるとは珍しいのではありませんか？」


クーリエガルム伯爵。農務尚書の地位にあり、王国の農政全般を取り仕切る立場にある。役職上はジーベルト侯爵の部下であるが、内務閥の中で一派を率いており、国内での影響力はジーベルト侯爵と大差がない。農業は食料生産と言い換えても良く、食糧生産は国家の安全保障に直結する。より直接的に安全保障を担う軍人とは縁の深い人物で、軍家であるモルテールン家とも面識があった。


カセロールとほぼほぼ同世代の男で、かつては栗色の艶あでやかな髪を靡なびかせ、女性たちに黄色い悲鳴をあげさせていた人物。今は若干髪も薄くなり、白いものが混じるようになっている。


何処にでもいる〝昔はモテていた〟が口癖のタイプの男だが、内務閥の重鎮であるだけに侮ることはできない。


人々の中心となっていてもおかしくない人物が、カセロールに声を掛ける為にわざわざ隅っこに足を運ぶ。不自然とまでは言わずとも、気になる状況ではあった。


「そうでもない。私もあまり派手なことは苦手でね。こういう端の方が落ち着くのだ。卿もそうだろう？」


「はあ」


「戦場では敵なしのモルテールン卿も、こういう場では形無しと見えるな」


はっはっはと、愉快そうに笑うクーリエガルム伯爵。本人は派手なことが苦手と言っているが、この男は割と社交的であると知られている。本当に苦手なら、カセロールに自分から話しかけずにさっさと帰っていることだろう。


世の中、自称というものほど当てにならない評価はないのだ。自称パティシエ。自称平和主義の穏健派。自称虐められる可哀想な末っ子。自称普通の子ども。当てにならない自称を、カセロールはしょっちゅう聞いている。


クーリエガルム伯爵の自称も、当てにしてはいけない類のものだ。カセロールには分かる。


「卿きょうは疲れているのかな？　元気が無いように見えるが」


気の乗らない生返事に、クーリエガルム伯爵も気付く。自分の会話がやや上滑りしている感じがあったために、カセロールのことに話題を絞る。誰が見ても、カセロールに元気が無いのは明らかだった。少なくとも、戦場ではその姿を見せるだけで人を怯えさせると言われる威圧感や覇気は感じられない。歴戦の勇士といった雰囲気が全くない佇まい。


「そう見えましたか。お恥ずかしながら、最近、少々気疲れすることがありまして」


「ほう」


貴族同士の会話だ。些細なことでも大きな利益、甚大な被害に結びつくことがあるだけに、言葉尻の僅かな部分にさえ気が抜けない。


クーリエガルム伯爵が気にしたのは、気疲れ、という言葉だ。


肉体的には屈強に鍛え上げられており、厳しいことで知られる国軍の訓練を日常的にこなすカセロールが、ちょっとやそっとで疲れるとは思えない。また、疲れていても簡単に口にするとは思えない。ましてや、精神的に疲れているとされれば、舐められかねないのが軍の指揮官というもの。


普通ではない。ならば、尋常ではなく、相当に疲れているということなのだろうと察する。


「それは、もしかしてヴァッレンナ伯爵家の件だろうか？」


クーリエガルム伯爵に思い当たるのは、最近聞いた噂についてだった。それ以外に思い当たるものも無かったし、最近の社交会について少しでも敏感な耳目じびを持っていれば、分かるはず。


クーリエガルム伯はそう考えた。しかし、伯の言葉にカセロールは呆ける。


「は？」


「違うのか？　最近は専もっぱらそのことが噂になっているのだが」


「詳しくお聞かせ願いたい」


カセロールの目つきが変わる。


社交会は、こういった風聞についての情報交換も出来るから、軽視できないのだ。


領地の浮沈を背負っている者同士の噂話。おしゃべり好きの井戸端会議とは、情報の精度や真剣さが違う。軽く話していたことが、後々金貨何千枚、何万枚の儲け話に繋がった例や、たった一つの噂で貴族同士の戦争に発展したりもする。


自分たちについて噂されているというのなら、是非とも詳細を把握しておきたいと、カセロールはクーリエガルム伯爵に話の先を促した。


「それは構わんが、御家が中心となっていた事件だ。卿の方が詳しいと思うが」


「最近は領地のことは息子に任せておりますので」


「ほう」


無論、カセロールもタダで話を聞かせろとは言わない。手土産をプレゼントする必要がある。


現状、モルテールン家の収入源は、中央軍第二大隊隊長としての役務給と、領地からあがる収益の二本柱。どちらか片方であっても、男爵として最低限の体面を保てるぐらいの収入になるのだが、両方あることでモルテールン家は役職や位階以上の富貴ふうきを誇っている。


他家からすれば実に羨ましい話だ。贈り物一つ、或いは社交の場に出る服の一つにも節制をせねばならないに人間からすれば、金に糸目を付けずにこれらを用意できるモルテールン家は妬ましい程。出来る事なら、真似したいと思うものだ。


王家から役職を任じられることは国家上層部の意向次第で、真似をするといっても簡単には出来ない。


だが、領地を栄えさせるという部分では、何かしら真似が出来るかもしれない。


その秘密の一端を聞かせるというのは、十分クーリエガルム伯爵にとってメリットになることだった。息子に領地を任せているというのは、秘密を知るきっかけとしては十分なもの。


ギブアンドテイクが基本の貴族の会話。土産を貰えたというなら、伯爵の口も軽やかになるといる。


「さすれば、事の起こりは、一人の男がヴァッレンナ伯爵の前に現れたことだ」


「一人の男ですか」


ペイスから、概要は聞いていた。恐らくゾッズビーだかザッズビーだかの詐欺師のことだろう。まだ成人してるかどうかも怪しい年ごろの男であったと聞いている。


「話を聞く限り、言葉巧みに伯爵に取り入り、自分を予言を使う魔法使いと信じ込ませたらしいな」


「なるほど」


そこまではカセロールも知っている。


いつの世も人を騙し、楽して金を稼ごうとする輩は居るもので、ヴァッレンナ伯爵の元に現れたのもその類だろう。


南大陸においては、金持ちというのは貴族か、或いは貴族の後ろ盾を得た大商人や名工と相場が決まっている。金のある所に有象無象うぞうむぞうのハエが寄って来るのは、今に始まったことではない。


「その男は、伯爵やその周囲に信奉者を作り、更にそれ以上の富を集めようとしていたとか。その時に使ったのが〝新しい菓子〟だったらしい」


「新しい菓子……」


カセロールの頭の中に、チラリと嫌な予感が走った。お菓子と聞いて浮かぶのは、自分の愛息子。お菓子馬鹿ともいうべき令息のことである。


「新しい菓子を普及するのに、金が要る。絶対に儲かるし、利益を分配するから当座の金を出して欲しい。とまあ、こういう手口で金を集めた」


「巧妙ですな」


「そして、モルテールン家からは金ではなく砂糖を拠出させるつもりだったと聞く。それはご存知であろう？」


「ええ。一応は」


詐欺師の話は聞いていたが、詐欺の手口の詳細までは把握していなかったカセロール。概要だけ掴んでおけば十分であるし、細かい手口を聞いたところで、ああそうかで終わってしまう話だからだ。


彼の詐欺師は、儲かる投資口として「将来流行る新しい菓子」を持ち出した。お菓子というのは超がつくほど高級なものであり、かつ消耗品だ。儲かるときには馬鹿みたいに儲かる。それは、カセロールも自家の商売である以上よく分かっている。


銀貨十枚の一割は銀貨一枚。金貨百枚の一割は金貨十枚。銀貨一枚と金貨十枚なら比較するまでもない。


同じ利幅一割だったとしても、高級商品の方が利益が増えるのが道理。同じ数を売るなら、高級商品の方が儲かる。


また、宝石や貴金属のように、一度買ったら同じ物が要らない、ということも無い。良い商品であれば、同じ物が継続的に売れるのが消耗品。とりわけ、お菓子のような嗜好品しこうひんは、好きな人間には安定して売れる。


投資先としてみるのなら、目新しいお菓子というのは、確かに魅力的といえる。


だからこそ、詐欺の名目に使われたのだろう、というのがカセロール達モルテールン家の推測だ。


モルテールン家に砂糖の拠出をさせようとしたのは、金よりも引っ張りやすいと考えたからではないか、というのが大よその推理である。


「そして、このカラクリを見破ったのが、あの覗き屋だった、というのが最近の評判だ」


「ほう。うちのシイツが」


なるほど、噂の主題はこれだったかと、カセロールは頷く。


詐欺師のトリックを見破ったのなら、確かに話題にもなるだろう。注意喚起の意味も込めて、こういう話は広まりやすい。


うんうんと頷きつつ、軽くワインを口に含む。


「何でも、『千里神眼サウザンドゴッドアイズ』なる二つ名を隠していたそうだな」


「ぶっ!!」


そして、カセロールは思わず噴き出した。


とんでもないところから、とんでもない話が飛び出した。よりにもよって、その〝恥ずかしい二つ名〟を聞くとは思わなかったからだ。


「遠くを見られるだけの魔法かと思えば、未来まで見通せる魔法であったとは。いや、責めているのではない。斯様な魔法、隠して当然である。今の今まで隠し通せてきたことが不思議なぐらいだ」


「いや、それは……」


違う。そうじゃない。そう否定しようとした。


親友の魔法など、自分の魔法並みに熟知している。未来が視られるなどという反則技が不可能なことぐらいは断言出来た。


しかし、カセロールの言葉は途中で遮られる。


「分かっているとも。卿の立場では、否定するしかない。それはそうだ。理解するとも。だが、そうはいっても実際に目の前で覗き屋が予言してみせたところを見ていたものが大勢いたと聞く。曖昧さが一切なく、誰もが目を疑う光景だったとか」


「はあ」


「未来が分かるなど、実に大事おおごと。勿論、無責任な噂であることは事実だろう。どこまでが真実かなど、興味があって調べている家以外には関係のないことだ」


「恐縮です」


目の前で見た者が居る、と言われたことで、カセロールも察するものが有った。


予言などというものが存在するとは思えないし、仮に存在したとしてシイツには不可能だと断言できる。


しかし、そんな不可能を可能にしてしまう人間に心当たりがあった。予感が当たったというべきか。


ならば、もしかしたらこの手の噂も、意図してのものかもしれないと考える。


そんな納得顔のカセロールに、何か勘違いをしたのだろう。クーリエガルム伯爵が、こっそりと小声でカセロールに耳打ちしてきた。


「ところで、相談なのだが、私の未来を視てもらうことは出来ぬものかな？　いや、勿論噂は噂にすぎぬと承知している。しかし、こういった風聞の正体を、知りたくなるというのも人情というものだろう」


クーリエガルム伯爵としては、これが本題だったのだろう。


シイツの未来視の噂が事実であれ、嘘であれ、自分の目で確認できた情報というのなら価値がある。


「ですから、シイツが未来を視られるということはありませんので……」


「……そうか。分かった。もし気が変わったら、私に連絡して欲しい。真っ先に連絡してくれれば、それなりに礼を弾もう。ここにいる連中よりは、先に頼む」


クーリエガルム伯爵がその場を去るのに対し、いつの間にか周りに人が集まってきている。どうやら、クーリエガルム伯爵との会話をしっかりと聞き耳立てていたようだ。


半信半疑。いや、七分三分ぐらいで真実の方に傾いているのだろう。農務尚書という大物が動いたことで、それに尚更拍車がかかりそうな雰囲気。


「これは、早急に対策が必要だな」


カセロールは、思わず天を仰いだ。






「ペイス、よく来たな」


王都モルテールン家別邸。執務室の最も奥の椅子にはカセロールが座っていた。


絨毯じゅうたんも無ければ壁紙も無い。飾り気の無い殺風景ともいえる執務室であるが、目立つのは色々な写真だろうか。ペイスの魔法を使って写し取られた風景や人物が、色鮮やかに飾られている。


とりわけ目立つのは家族の仲睦まじい光景。モルテールン家を出て嫁いでいった娘や、或いはその子。つまりはカセロールにとっての孫。愛する妻たるアニエス。などなど。要は、カセロールが大切にしている人たちの姿を並べているのだ。自分が何を守る為に居るのか、騎士の本道を見失わない為の戒め、という名目で飾ってある。


実際はただの親馬鹿が拗こじれているだけだったりするのだが、当人にその気がないのが何よりも問題だろうか。王都にはカセロールの親馬鹿、過剰な家族愛を戒める親友シイツも居ない。


この写真群、唯一映っていないのが、写真を写し取っていた当人。すなわちペイストリーだ。自分を写し取れないのは魔法的な制約らしいのだが、詳しくはペイスのみぞ知る。


愛する息子の姿を見られないのは悲しいことだ。しかし、嘆くには尚早しょうそう。カセロールの目の前には、写真よりも遥かに鮮明な息子の姿があった。


父親の言葉に、極自然な立ち居振る舞いで居る。自分の領地を任せるに値する、頼もしき息子の姿。


「いえ、どうということもありません。しかし父様、お願いですから母様を伝言役にするのは止めてください」


ペイスは、開口一番父親に苦情を言った。


何やら顔をしかめる息子に相対する父親は、何のことかと思わず聞き返す。


「ん？　何があった？」


「今回は王都の流行りの服が云々と、僕を着せ替え人形にしようとしてきました。お土産の披露会でたっぷり二鐘は時間が潰れましたよ。ちなみに、前回はリコリスが被害に遭ってます」


カセロールの妻、ペイスの母であるアニエスは、王都では色々と活動的に動いている。特に大事な活動は、貴族同士の社交である。親しい人にお茶会や観劇会に招かれることも多い。音楽や絵画の鑑賞会であったり、舞踏会などもある。モルテールン家は男爵家。誘われれば拒否することも難しい立場であるし、お菓子や服などで流行を発信している側でもある為、アニエスとしても頻繁に顔を出す。

            





    
  
  




モルテールン家のブランド戦略をペイス主導で推し進めるにあたり、アニエスも又重要な役を担う。貴族女性への流行発信は、彼女の役目。


しかし、そんな毎日が続けば、ストレスも溜まる。どこかで発散させてやりたいと思うのは夫として当然のこと。偶には、他家よその目の無いところで、つまりはモルテールンの家で、ゆっくりとすると良い。そんな軽い気持ちから、アニエスをペイスへの伝言役にしたのだ。


この選択自体は間違っていないと思っている。久しぶりに慣れ親しんだ家で、好き勝手に出来るというのは、アニエスにとっても大いに鬱憤ストレスを発散できることになったはず。


ただ唯一、アニエスの鬱憤晴らしの犠牲者が出たとすれば、ペイスであろう。年がいってから出来た、それも初めての男児。アニエスは、ペイスが可愛くて仕方がないのだ。構いたがるのは母親として当たり前。


王都で流行している服や衣装をペイスに着けてみたり、似合っていれば色々な動きをさせてみたり、或いは可愛いとハグしてみたり。母親は楽しいだろうが、着せ替え人形になった側は拷問にも近い。そうペイスは報告する。


「そ、そうか。しかし、今動かせるのがアニエスぐらいだったからな。それに、ことと次第によってはしばらく領地の方に置いておくかもしれん」


思ってもみなかったアニエスのはじけっぷりに、カセロールとしては面食らう。まさかそこまでストレスを溜めていたとは、思ってもみなかったと。


息子の苦労性は諦めてもらうとしかない。


カセロールとしては、しばらくアニエスを王都から離しておこうとも思っていたからだ。


「それは何故？」


「お前は、シイツの噂を知っていたか？」


先日社交の場で聞き、危機感からコアントローに調べさせたシイツの噂。思っていた以上に、貴族の間に広まっていたことをカセロールは危険視している。


そんな状況を、ペイスは知っているのか。確認の問いだったが、ペイスは首を横に振る。


「噂？　いえ、知りませんが。隠し子でも出てきましたか？」


ペイスの冗談に、軽く笑いがこぼれた。


魔法使いは儲かる商売だが、シイツの場合は若いころから貯蓄の概念を持たない生き方をしていた。戦いに身を投じ、酒を飲み、仲間と歌い、女と遊ぶ。傭兵らしい刹那的な生き方。


手を出した女性の数も、数えだせば両手の指ではとても足りない。三桁になっても何ら不思議はないほど、遊びには長じているのがシイツという男。今更隠し子の一人や二人出てきても、おかしくない。むしろ、今まで出てきていないことの方が不思議なぐらいだ。


「いや、それはまだ出てきていない。それよりも、シイツの魔法について、非常に厄介な風聞が広がっているのだ」


「……もしかして、予言の詐欺師の件ですか？」


「そうだ。流石に察しが良いな」


シイツの魔法についての噂と聞けば、ペイスもすぐに大よそを察する。


「大体予想は付きますが、詳しく教えて頂けますか」


「ふむ、実は先日ジーベルト侯爵のパーティーに呼ばれたのだが……」


カセロールは、クーリエガルム伯爵から言われたことを、掻い摘んで説明した。


例の詐欺師について注意喚起と共に連絡が回っていること。詐欺師がお菓子を詐欺のネタに使っていたこと。伯爵家が詐欺未遂に遭い、もう少しで大金を騙し取られるところだったこと。詐欺を未然に防いだのはモルテールン家の働きによること。


そして、シイツが未来を予知する魔法を、観衆の中で使って見せたこと。


尾ひれ背びれがついている噂も多かったが、大よそ共通するのはこんなところだった。


「事情は分かりました。シイツは有名人ですから、噂になるのが思った以上に早いですし、内容が面白いことになっていますね。それで、僕を呼んだのもそこらへんに理由があるのですか？」


話を聞いたペイスは、驚く様子も見せずに頷く。噂が広まる速さを除けば、予想通りだったという息子の言葉に、カセロールは頼もしさを覚える。


「うむ。ことがシイツに関わることなので、本人を呼びつける前に、誰かに相談しておきたくてな。この手の印象操作は、正直うちではお前が一番上手い」


「ありがとうございます」


元々モルテールン家は弱小の騎士爵家が家の興り。カセロールとシイツ、それにバラモンドの爺さまにコアントローといった少数でモルテールン領に移住したわけだ。


全員が揃って武闘派。カセロールも若かった頃であり、何か問題があれば力づくで解決できると思っていたし、困ったことは魔法や剣で何とかなると考えていた。稼ぎといえばモルテールン家の看板を背負った傭兵稼業に頼るもので、領地経営そのものは酷い土地故の赤字続き。決して褒められる状況ではなかった。


この状況が改善し始めたのは数年前。ペイスが物心つき始めた頃からだ。乾燥している土地でも育つ有用作物を見つけ、領内に広め、産業を興して経営を改善して見せた息子の功績。


異端児ともいうべき息子ではあるが、功績は内政にとどまらない。他家との折衝を始めとする外務の分野でも改革を断行した。情報収集の組織化と、商人を始めとする外部の組織の活用。これにより、今まで後手に回りがちだった他家との交渉でも優位を築くことが出来た。代表例で言えば、レーテシュ家に対する外交的勝利があげられるだろう。


今では、ペイスの有能さを疑う人間は、家中には存在しない。


情報を扱う巧みさ。この点に関しては、武闘派のカセロールやシイツより、ペイスの方が向いているというのが、家中の共通認識である。


「それでどうするべきだと思う？」


父親の曖昧な問いかけに、ペイスは軽く思考する。


「そうですね……まず、噂を否定するか、肯定するか。決めた方が良いでしょう。それぞれ利益がありますが、損失もある」


「ふむ」


「肯定する場合、シイツの価値がぐぐっと上がります。いずれ本当のことがバレるにせよ、それまではそれっぽいことを言っておけば濡ぬれ手てに粟あわ。しかし、デメリットとしてはバレた時に信用を失う。トラブルにも今まで以上に遭いやすくなりますし、命を狙われる人間が一人増えることになる」


シイツが魔法使いであることは広く知られている。その上で、魔法の隠し玉があったというのは受け入れられやすい。魔法使いは情報を隠匿するのが常識だし、とっておきを隠しておきたがるのは自然なことだからだ。モルテールン家が目立つようになってきたことで、ついに隠し切れなくなった、というストーリーは、不自然さが一切ない筋書きである。


未来を予知できる魔法というのが本当に有れば、有用さはカセロールの【瞬間移動】の比ではない。賭け事や勝負事には必勝を約束する魔法となる。ギャンブルのチップが自分たちの命である軍人などは、目の色を変えるだろう。


これはもう、稼ごうと思えば幾らでも稼げるわけで、こんな魔法がある〝かも〟と匂わせるだけで、敵対勢力の委縮は間違いない。


未来が分かるなら、どれほど巧妙で緻密な策謀だろうと、必ずバレる。或いは裏をかかれることになるのだ。どんな人間でも、こぞってモルテールン家を味方にしようとすることだろう。


しかし、そうなればシイツの危険度、モルテールン家の抱えるリスクも跳ね上がる。ただでさえ魔法使いを三人も抱えるモルテールン家。うち一人が国宝級の魔法使いだったとなれば、敵対する組織が、国家規模になっても何ら不思議はない。


「否定する場合は？」


「とりあえずの安全は買えるでしょうか。面倒事も減るでしょうし、人の噂も七十五日と言います。そのうち、シイツの噂など消える事でしょう。いちいち噂を否定して回る手間がかかる上に、得られるものが皆無というのが難点ですが」


シイツの噂を否定することは容易い。元より、未来が視えるなどというのは胡散臭い話なのだ。ちょっと頭の働く人間なら、未来の不確実性と、未来を視られるとする魔法の矛盾に気付く。


安全を買うなら、噂を否定するのがベスト。


「……肯定するわけにはいかんな」


「ならば、シイツが未来を予知できるなどという噂を否定して回りますか？」


「そうだな。それしかないだろう」


カセロールは、男爵家当主として決断する。


幾ら得られるものが多かろうと、守るべきものの安全には代えられない。シイツは親友であり、モルテールン家は自分が体を張ってでも守るべき宝の山である。


得られるものが無く、手間と費用が掛かるばかりだとしても、現状の噂は否定する。これは決定だとカセロールは言い切った。






「……父様、しばらく僕にこの問題を預けてもらう訳にはいきませんか？」


そんな父親の決断を、息子が止めた。


「ん？　どういうことだ」


「少し、探してみたいもの……いえ、探してみたい人がいます。上手くいけば、シイツの価値を高めつつも、未来予知の部分のみを否定できるかもしれません」


今回広まったシイツの噂。未来が予知できるなど嘘っぱちも良いところだ。


その嘘を否定する。これはカセロールにとって確定事項だ。肯定して得られる利益より、被る損失の方がでかいと判断した。


しかし、噂を否定しつつ、噂を利用して利益を得られるとペイスは言う。そんな都合のいい話があるものかと訝し気なカセロールではあるが、頭ごなしに否定しないのは息子への信頼があるからだろう。


「そんな都合よくいくものか？」


「可能性はあります。噂について深く聞かれぬよう、とりあえず社交会から逃げるとして、何日ぐらい稼げそうですか？」


「十日……今日を入れれば十一日というところだな。十日後には王城でダンスパーティーがある。私は陛下から命じられているので、参加せざるを得ない。それ以外は断れても、こればかりは無理だ」


カセロールは領地貴族であると同時に、王家から役職を賜る宮廷貴族でもある。


王家から参加するよう言われた社交であれば、断れるはずもない。他の社交は何やかやと言い訳できても、こればかりは忌避きひすれば最悪不敬罪で死刑である。


他の貴族の招待は、領地の方で身内に不幸があったとか、重病人が出たとか、そういう理由で大丈夫だろう。招待を頂いていたが、かくかくしかじかで確認が遅くなり、参加できませんでしたとでも言えば、まず何とかなる。嫌悪感を買うことは仕方がないが、シイツの安全の為なら安い買い物と思うべきだろう。


「ならば、十日。時間を頂戴します」


「分かった。ところで、誰を探すのか、教えてくれないか」


「見つかるかどうか不確かで、確約は出来かねるのですが……」


「構わん」


あのペイスが言葉を濁す点で、カセロールは余計に気になった。この息子が、一体何を考えているのかと。


「占い師を探そうと思います。出来れば、うでの良い占星術師を」


だが、聞いたところで、カセロールには息子の考えが一切分からなかった。


















とある伯爵領の領都。


表通りの華やかな喧騒とは程遠いところに、古ぼけた一軒の屋敷があった。裏通りからも更に離れ、ぽつねんと寂しく建つ古臭い屋敷。


人が住んでいるのかどうかも怪しい佇まいであるが、そのすぐ傍には二人の男が居た。


ペイストリーとシイツの、モルテールン家の重鎮組である。


「ここが、その占い師って奴のところですかい？」


屋敷のボロさに、胡散臭げな声を上げたのはシイツだった。


「ええ。バモットさんに聞いた、確かな情報です」


「常宵とこよいの野郎が？　坊、いつの間にあのザルと面識を持ったんで？」


常宵のバモットは、シイツの古巣である傭兵団『暁の始まり』のメンバーだった男。シイツとも当然面識があり、年が近いことから一緒に飲み歩くのもよくあった。悪友というやつだ。


バモットは飲兵衛の呑み助であり、酒となれば幾らでも飲めると豪語する酒豪であった。ザルというのは酒が水のようにのどを素通りしていく様を評してのこと。


「うちが妙な襲撃を受けた時です。父様から聞いて訪ねました。シイツによろしくと言っていましたよ。偶には顔を見せやがれ薄情者、だそうです」


「へえへえ」


未だに、かつての傭兵団の面々からは仲間意識を持たれているシイツ。


傭兵稼業は、常に危険と隣り合わせ。同じ傭兵同士とて、安心はできない。にこにこと笑顔で近づいてきて金を盗もうとする奴も珍しくないし、盗まれてしまっては、市民権の無い傭兵は泣き寝入りするしかない。時には命を狙う輩も居るし、雇い主も善良な人間ばかりとは限らない。


敵も味方も油断が出来ない。そんな中で信頼できる同胞が居るというのは、どれほど頼もしいことか。


肉親以上の強い絆を持つ。それがかつての仲間たちだ。偶には顔を見せろというのは、親が子供に里帰りを促す心境にも近い。


懐かしい気分に浸りつつ、シイツはペイスの傍に立つ。


ペイスは、古い家らしきものの扉と思しきところをノックした。ドンドンと音がする。家全体が揺れているような気もするのは、家のボロさ故だろうか。


「こんにちは」


ペイスが呑気に挨拶する。結構大き目な声だ。家の中は勿論のこと、家の裏に居ても確実に聞こえる声量。


しかし、返事がない。


何度か呼び掛けてみるものの、返答が返って来ることは無かった。


「どうしやす？」


シイツが訊ねる。


留守なら日を改めるべきだろうが、今日は在宅と確認してきたのだから、居留守いるすかもしれない。


「無理やりこじ開けますか？」


いきなり物騒なことを宣のたまいだす少年。シイツとしては、呆れるばかりだ。


「そりゃもう盗人でしょうぜ」


「火をつける？」


「更に酷くなってやすぜ」


家に無理やり押し入る泥棒から、更に火付けがセットにされた。こうなるともう盗賊か強盗である。


「煙で燻いぶしてみますか」


「燻製じゃねえんですから。……ここは素直に出直」


物騒さがエスカレートしそうなペイス。この少年が本気になれば、常識などは明後日の彼方に飛んでいく。それを知るシイツが、穏便に対処する為にも出直してこようと言いかけた時だった。


「[image: ゛あ][image: ゛あ]、もう煩うるさい。人んちの前で物騒な話、しないでよ」


あばら家の中から、モノノケが現れた。


いや、物ものの怪けに見えるほどに怪しい恰好をした、人が出てきた。ボサボサの上に伸ばしっぱなしにされた髪。それが顔の殆どを隠している。


着ている服は寝間着ねまきなのだろうか、若干ボロい気もする。気の弱い人間が夜道で遭えば、悲鳴の一つや二つあげてしまいそうな格好だ。


「バモット氏より紹介を受けてきました、ペイストリーと申します。貴女がこの国一番と言われる占星術師でよろしかったでしょうか？」


「……そうね」


国一番、と言われたところで一瞬何かを言いかけた占い師も、否定はしなかった。目的の人物らしいと分かり、ペイスも安堵した。


「それは良かった。実は貴女に一つお願いがあってきたわけですが、お時間を頂いても構いませんか？」


ペイスはそのまま、なし崩しで交渉に入った。


こういう押しの強さは、流石の交渉術である。


女性も、いきなりのことで慌てだす。


「ちょっと待ってて。身なりを整えるから」


着替えが必要なのだろう。部屋の中に戻っていった。女性の着替えを覗くような趣味も無いので、二人はじっと待つ。


しばらくすると、ローブのようなものを着た、如何にもな雰囲気で占い師が再登場した。


怪しげな雰囲気はするものの、占い師というならそれらしい。


改めて、どうぞと家の中に招かれるペイスとシイツ。


「それじゃあ、占うならここに生まれた年月日とフルネーム、分かるなら守護星。それと連絡先を書いて」


占い師を訪ねてきたのだ。占ってもらいたいことがあるのだろうと考えるのは当然のこと。今までも数多く見てきた客たちと同じように、占いに必要な情報を聞き出そうとする女性。ビジネスライクなやりとりだ。


「連絡先？」


「星を見るのに、時間が掛かるのよ。今日は曇りそうだし」


ペイスは空を見た。


夕方の空だが、曇りそうだというのはその通りだ。まだ日は長いが、やや雲が多い気がした。


「なるほど。しかし、お願い事は占いをしてもらうことではないのです」


「そうなの？」


占い師は思ってもみないことを言われたようで、少し抜けた表情でペイスを見ている。


「ええ。占いのやり方を教えてもらいたいと思っていまして」


ペイスは早速とばかりに切り出す。


「なに、あなた弟子になりたいの？」


「僕ではなく、こっちに教えてもらいたいのです」


ペイスが指さした先には、四十そこそこのおっさんが居た。モルテールン家の大番頭にして、千里神眼の異名（笑）を持つシイツである。


「……弟子入りするには老けてるわね」


「ほっとけ。占いを教えて貰えりゃ、弟子にならなくてもいいんだが？」


シイツがぶっきらぼうに言い放つ。


ペイスに事前説明は受けているものの、どうして自分が星占い何ぞを学ばねばならないのかと不満もあるのだ。


「弟子にならない？」


「ええ。占いの技術。それも、極々初歩的なことだけで結構なのです。門外不出の技術まで教えろとは言いません。せめて、基本だけでも教えて貰えればと思いまして」


「……面倒臭い。他をあたって……」


占いをするだけなら仕事の内だが、占いのやり方を教えて欲しいと言われて、簡単に頷く占い師など居ない。飯のタネを売って商売敵を増やすような真似、誰が好んでするものだろうか。


眠たげな様子のまま、ペイスの要求を断ろうとした占星術師。


だが、その言葉は最後まで続かなかった。


「そうですか。それでは折角用意したこれも、無駄になりそうですね」


ペイスが見せたのは、背中の方に隠し持っていたバスケット。中にあるのは、焼きたてのクッキーだ。


香ばしくて美味しそうな匂い。芳しきスイーツの香りに、女性は鼻をひくつかせた。


「聞いたところでは、甘いものに目が無いらしいですね。教えて頂けるのなら、このクッキーを差し上げ」


「教えるわ!!」


ペイスの語尾を食う勢いで、ペイスの手の内からバスケットをひったくった占星術師。早速とばかりにバクバクボリボリとクッキーを貪り始めたところを見て、ペイスも一安心といった様子。バモットの情報は確かだった。


「美味しい!!　この上品な甘さは何？　蜂蜜？　そんなはずないわね。ふんわりと香るのはベリージャムかしら。凄く香ばしいのが信じられない。何で？」


「焼きたてを持って来たからでしょう」


この世界では、甘いものは貴重だ。庶民では滅多に口にすることが出来ない。


占い師の女性は、これでも名の知れた存在。稼ぎもそこそこある。あばら家に住んでいるのは、いわば雰囲気づくりの為。


庶民として見るなら、お金持ちの部類に入る彼女であっても、甘いお菓子など滅多に食べられない。


しかも、ペイスのくれたお菓子は、彼女が今まで口にしたどんなお菓子よりも美味であった。


「え？　焼きたて？　これ、もしかして貴方が作ったの？」


「そうです」


「凄い!!　最高!!　結婚して!!」


ペイスの身分にはまだ気づいていないのか、いきなりプロポーズしだした占い師。ボサボサ髪の怪しい女性が、ここまで醜態しゅうたいを見せる様。普通ならば狼狽ろうばいするところだろうが、肝の太いペイスやシイツは、涼しげな顔で対応する。


「残念ながら、僕は結婚してます」

            





    
  
  




「くう、このお菓子が食べ放題になると思ったのに」


「それより、占いを教えてもらいたいのですが？」


さっさと教えろ、という言葉を言外に置き、行動を促すペイス。そこそこいい年をしてそうな占い師だが、独身というならこの奇行に原因があるのかもしれない。


「……いいわ。じゃあこっちに来て」


「失礼します」


部屋の中の、椅子がある場所に連れていかれる二人組。


占い師の方は、見るからに怪しい、ねじ曲がった木で出来たオブジェのようなものに座った。どうやら椅子だったらしい。


「まず、占いについて、どれぐらい知ってる？　占いのことをどう思ってる？　胡散臭いとか思ってない？」


矢継ぎ早の質問である。答えるのは、教えを乞こう立場のシイツ。


「思ってるな。占いなんざ当てにならねえってのは戦場で思い知った」


戦場は僅かな運不運が人の生死に直結する場。縁起やゲンを担ぐ者も多いし、信心深くなるものも多い。占いによって不安を取り除こうとする人間も珍しくは無かった。その結果がどうであったのか。戦場経験の豊富なシイツは、良く知っている。


「そうね。でも、戦争が起きるとするでしょう。明らかに強い側ってのがあるとするなら、勝敗なんて予想できると思わない？　百万人対一人みたいに。極端な話だけど」


「そうですね」


占い師の言葉には、今度はペイスが頷いた。圧倒的優位なものと、圧倒的劣位のものが戦えば、まず優位な方が勝つ。ここ百年の間に起きた何十何百という戦いをみても、圧倒的な戦力差をひっくり返した事例は一例だけだ。モルテールン家が栄達した大戦の、ただ一例。


「それで、例えば町で若い男が居なくなったら悲しくなる……じゃなくて、気付きそうじゃない？」


「それは気付くでしょう」


「若い男が居なくなったら、酒場なんかも暇そうにすると思わない？」


「まあそうでしょう」


戦争があれば、男は人手に取られる。徴兵や募兵があるからだ。


戦力とは、質と数の積算で求められるというのが軍人の一般常識。数は力である。男手は、多ければ多い程良い。


「だから、お酒を飲んでたら〝あ、戦争が起きて、しかも負けそう〟って気付く人が居てもおかしくないと思わない？」


「思いますね」


ペイスは、頷く。


情報収集の大事さを知る身として、些細な情報からより多くの推測が立つことは理解できた。


「そういうことよ。一見すると何の関係も無さそうなことも、大きな流れ、大きな動きの中では、何かしら関係しているはず。ってのが占いの基本。何かが何かに繋がっているのだから、その一部を見ることで、全体を想像するのが占い。私は師匠からそう習った」


「へえ」


思わず感心してしまった。


意外と占いというのも馬鹿に出来ないと思ったからだ。全くの無根拠で占っているのではなく、一応の根拠があるのだと占い師は信じているという点に。


「星占いは、星の動き、星の並び、瞬きや色から、この世界の大きな流れを読もうとする技術。勿論、外れることもあるだろうけど、やろうとしていることは、星の動きで世界の全体像を知ること。毎日毎晩、何十年と観察して、記録して、それと世の中の動きを合わせて関連性を想像する。間違っているなら修正する。そんなことを、代々続けてきた」


「なるほど」


「だから例えば……」


占い師が空を見た。スっと目を細めている。


いつの間にか、空には幾つかの星が見えるようになっていた。一番星、或いは三番星ぐらいまでは見えている感じだ。まだ明るさはあるが、夜と呼べなくもない雰囲気。逢魔おうまが時どき。


「貴方は強運の持ち主っぽい。多分あの星が貴方の運命を象徴していると思うけど、傍に幾つも大きな輝きがあるから、沢山の運命を左右するんでしょうね」


「へえ、それっぽいじゃねえの」


シイツが感心した。


どの星がペイスの象徴なのかはさっぱり分からないし、なんでそれが分かったのかも理解できないが、言っていることはもっともらしい。


ペイスの強運と、強い影響力はシイツも理解するところ。他人の運命を左右すると言われても、違和感が無かった。


「あと、沢山の女の子を泣かせるね。ん？　既に泣かしてるのかな？」


「それは、今顔色を読もうとしましたね」


ペイスの顔を見ながら言う占い師に、ペイスが顔をしかめる。


星占い師が星を視ずに、占う相手の顔をじっと見つめて来るのだ。顔色や態度から反応を窺っているというのは、詐欺師に当たったばかりで警戒している人間にはすぐに分かった。


「バレたか。占い師ってのはハッタリも大事だからね。客の雰囲気や態度から、それっぽいことを言うのも技術だよ」


「へえ」


「じゃあ、そこらへんも含めて、色々教えようと思うから、はい」


「何です、その手は」


ペイスの目の前にずいっと出された女性の右手。手のひらを上に向けて、お皿のようにして伸ばしてきた。


「前金だよ。お菓子は勿論だけど、技術はタダじゃないからね」


「はあ……」


溜息をつきつつ、財布から金貨を何枚か取り出すペイス。銅貨か、精々が銀貨程度だろうと思っていた占い師は、少年が思っていた以上にお金持ちであると驚いた。


「おお、気前がいいね。お姉さんはそういう人が大好きだよ。結婚して!!」


「お断りします」


そしてすかさずのプロポーズ。金と菓子に釣られているのがあからさまな相手を、本気にするはずもない。


一瞬の迷いもなくペイスは断った。


占い師は、チッと舌打ちをする。


「金を貰っちゃった以上、教えるしかないか。それじゃあ弟子見習い君、こっちに……そうだね、しばらく預かるよ」


「しばらく？」


「とりあえず目ぼしい星の名前ぐらいは覚えてもらう。それで基本が覚えられたと思ったら、帰すよ。何日掛かるか分からないけど」


「分かりました」


いきなりの詰め込み教育宣言。これまた寸時の逡巡しゅんじゅんも無く頷くペイスであったが、驚いたのは当事者たるシイツであった。


「ちょ、坊!!」


女性は、シイツを連れて奥に移動し始める。


独身女性に連れられるのだから、世の男性からすれば羨ましい光景だろう。シイツは喜ぶべきだ。そう一人で納得するペイスだったが、モノノケの奇人はシイツからすれば守備範囲外も良いところである。ボール球どころか敬遠球並みにストライクゾーンを外れている。


「じゃ、そういうことで、連絡するまで待ってて頂戴」


「お願いします」


シイツがドナドナされていくのを見送るペイス。


ふと占い師が、何かを思い出したかのように足を止めた。


「あ、そうそう」


「はい？」


「これは占いじゃなくて私の直感なのだけど、君、多分これからこの国の根幹に関わることになると思う。それも近々。君の決断ひとつで、国が一つ滅びもするし、繁栄もする。とんでもない星の下に生まれたっぽいね。気を付けなよ」


「御忠告どうも」


占いは当てにならない。


そう思いつつ、女性の言葉に引っかかりを覚えるペイスだった。


◇◇◇◇◇


「これはこれは、ペイストリー＝モルテールン卿。わざわざ御足労頂けるとは、感謝いたします」


「いえ。グース子爵も御壮健のようでうれしく思います」


ペイストリーと挨拶を交わすのは、ブラッドン＝ミル＝グース。東部閥の重鎮で、フバーレク辺境領と王都の丁度中間に位置する領地を持つ子爵である。三十代ながら中年太りとは縁遠い細身の体つきをしており、常にパリっとした服装で清潔感を漂わせる洒落者。


神王国東部を担当する外務貴族であり、東部の領地貴族同士の諍いさかいが起きた場合には仲裁役を引き受けることも多い。


「お父上にはいつも世話になっている。今日はお父君は来られないのかな？」


グース子爵はペイスの周囲を見渡した。子供の引率として親が付き添うのはよくある光景で、今回ならばモルテールン男爵が居るのではないかと思ったからだ。


子爵の予想に反し、どうやらモルテールン男爵の姿はないようだった。ペイスに尋ねたのも、深い考えがあってのことではない。


「父は仕事が忙しく、子爵閣下には是非別の機会に御挨拶をしたいとのことでした」


「そうか。それは残念だが、王城のダンスパーティーでは会えるだろう。それに、代わりにご子息と顔を合わせる機会があったのは僥倖ぎょうこうだ。何でも社交界では女性に大人気だそうだからな。独身の私としては、女性に人気の出る秘訣の一つも伝授してもらいたいと思っていたところだったのだよ」


はははと笑う子爵。彼は役目柄社交の場に出ることが多く、それ故に貴族社会に流れる噂や風聞には耳聡い。ペイスについても、割と色々な噂を耳にしていた。


そのうち半分以上は明らかに嘘と分かる大げさなものであったが、一部には中々に興味深いものもある。


一人で千人を超える軍を撃退したであるとか、隣国の敵対勢力から万を超える金貨を奪い取ったであるとか、国内の大貴族がこぞって自派閥に引き入れようとしているであるとか。こういった荒唐無稽こうとうむけいであり得ない、馬鹿げた噂は嘘と分かる。


隣国の姫君に想いを寄せられているであるとか、お菓子作りが趣味であるとか、そのような噂であれば、かなりの部分が事実なのだろう。


嘘と本当が入り混じるのが貴族社会というもの。どこまでが本当かを見極めるのは、グース子爵の仕事の内である。


「秘訣という程のこともありません。父の英名を好ましく思っておられる方々から、その息子ということで持て囃はやされているだけのこと。親の七光りというものです」


「これはご謙遜だ。ここ最近は我々の間でも、卿のことが噂になっているのだが」


「ほう、と言いますと」


「例の、詐欺師をやり込めた話だよ」


やはりというべきだろう。


ここ最近、かなり噂になっていることも、モルテールン家では掴んでいた。


教育水準が現代日本と比べても低く、また教育内容のばらつきや個人差も大きい社会では、詐欺師というのも一種の技能職になる。


人を欺くための話術。騙すための手練手管。金を引っ張るテクニックなど、素人が簡単に真似出来るものではない。下手に失敗すれば物理的に首が飛ぶ社会。場数を踏んで練習するという訳にもいかない。


それだけに、新しい手口というものが生み出されることは珍しい。試行錯誤無く成功例がポンと生み出される偶然でもない限り、手口というのは使い古されるもの。


故に、一人の詐欺師が現れた時。その詐欺師の新しい手口は、必ず模倣される。詐欺の手口が広まるまでに荒稼ぎしてやろうという者であったり、自分なら上手く騙せるんじゃないかと考える者が出るからだ。


詐欺師の情報。これは、騙されない為にも知っておくべき情報。


質のいい情報網や交流ネットワークを持つ貴族は、こういった注意喚起情報も知ることが出来る。


グース子爵にとっても、この手の噂話は大事な商売のタネだ。


「……随分と御耳の良いことで」


「これでも人付き合いが仕事の人間だからして、ヴァッレンナ伯爵とは懇意にさせてもらっている。それで聞いたのだが、君のところの部下が、予言の魔法を使えるというのは事実だろうか」


おおよそ、事実らしいという噂をグース子爵は掴んでいる。しかし、未来が分かるなどというのは信じがたい話であり、本当のところはどうなのか確認したくなるもの。丁度都合よくモルテールンの倅せがれが居るなら、聞いてみるべきだろうと子爵は判断した。


父親の方であれば、貴族としての立場もあるから口も堅かろうが、息子の方であればまだまだ幼いだけに付け入る隙があるに違いない。そう考えての行動。


案の定、子どもは機密情報と思われる内容を話し始めた。


「一部、事実であります」


「ほう!!　是非詳しく知りたい」


実に幸運。父親からではまず出ないであろう情報が得られた。どうやら息子の方は口が軽いらしいと、グース子爵は心の中でほくそ笑む。


「お教えしても良いのですが、何分、当家の秘密ですから簡単には……」


今更遅い。そう思いつつ、交渉している振りをし始めるグース子爵。


「……後日、とっておきの情報を教えようではないか」


「とっておきの情報？」


「近々、卿の身柄を国が召し上げようとするかもしれん。詳しい話は、そちらの話次第だが」


これも社交界で密かに噂になっている話の一つ。恐らくガセネタと思われる内容なので、話をする分には一向に構わない。少なくともグース子爵にとっては。


目の前の口の軽い、まだまだ未熟そうな少年を、どうやら国のとある機関が招聘しょうへいしたがっているという噂だ。まずありえないが、当人が噂の主人公というのだから、興味を持つはずだと子爵は考えた。


中々面白そうな情報に、ペイスの笑顔が若干真顔になりかける。


「思っていた以上に重要な話で驚きました。さすれば、当家従士長の魔法についても、詳しくお教えしましょう」


子供らしい笑顔。一瞬だけ妙な威圧感があったが、気のせいだったかとグース子爵は話を続けることにした。


「お願いする」


「まず、シイツの魔法は【遠見】。魔力が許す限りの遠くを、手元にあるかの如く見ることが出来る魔法です」


「ふむ」


モルテールン家に【遠見】の魔法使いが居ること自体は良く知られている。【瞬間移動】のカセロールと組むと手が付けられない効果を発揮すると有名で、大体がニコイチのセットメニューで語られることの多い魔法だ。


「これをもって『覗き屋』という異名がありましたが、若かりし頃は親しい者の間で『千里神眼サウザンドゴッドアイズ』の異名も持っていたのは事実であります」


「なるほど」


グース子爵は、ペイスの話に引き込まれた。


覗き屋という異名は良く知られているが、千里神眼という名は初耳だったからだ。しかし、如何にもありそうな名前であり、実に格好いい二つ名である。自分がそんな名前で呼ばれたらと思えば、羨ましささえ感じるだろう。少なくとも子爵にとっては。


「この千里神眼という異名の由来が、先の予言にもまつわることなのですが……シイツが出来るのは予言ではありません」


「予言ではない？」


更に重要そうなことが語られる。


未来が分かる魔法。それが事実であれば国家を揺るがすと危惧している者もいるのだ。仮に否定するにしても、確信が欲しいところ。本当は予言が出来るが、隠匿しているという可能性だってあるのだから。


「はい。正確に言うのならば、人よりもはるかに優れた〝占い〟なのです」


「占いであると？　ふむ……」


ペイスの言葉に、グース子爵は意表を突かれた。


何やら、本当に予言の魔法では無さそうだし、実際のところがどうなのかをネタ晴らししている雰囲気だ。


「閣下は、夜空の星を見て運勢を占う占星術についてはどれほどご存知でありましょうか」


「さて……詳しいことはあまり」


「占星術は〝遠くの星〟を、どれほど詳細に観察できるかによって、視えてくるものが違うそうです。それ故、近視の人間は占星術師には向かないとか」


ほう、と感心する子爵。


シイツの魔法が【遠見】であるというのは、事実として確定してよい。その上で〝新たに判明した突飛な能力〟というよりかは〝今まででの延長線上の能力〟という方が納得できる話である。


少年の言いたいことが段々と見えてきた。


「なるほど、話が見えてきた」


「お察し頂けるのは流石であります。シイツの魔法は、遠くを見る。すなわち、遠くの星も又、誰よりも詳しく見ることが出来ます。それこそ、魔法を持たぬ人間には不可能なほど詳細にです。閣下は、ゴードン＝ブフェルトンという名をご存知でしょうか」


「勿論だ。二の矢要らずのゴードンといえば、知らぬものなど居ないだろう」


覗き屋シイツと同じか、或いはそれ以上に有名なのが二の矢要らずのゴードンだ。カドレチェク公爵家の切り札として有名で、狭路に立てば一人で大軍を相手にすることも出来る。型に嵌ればとてつもなく強力な魔法を持つ、弓使い。


「彼の御仁は、風の動きを魔法で視ることが出来ると聞きます。それ故に、余人に不可能な絶技を持つとか」


「そうらしいな。つまりシイツ殿もそれと同じだということかな？」


ゴードンの魔法の使い方は独特で、魔法単体ではあまり使い道がない。だが、本人の弓の技術が卓越たくえつしていることで、余人では風に邪魔されて当てられないような遠方からでもかなりの精度で狙撃が出来る。


他の人間がパチンコで玉をぶつけ合う中、一人だけスナイパーライフルを持ち出すようなものだ。反則も大概にしておけという話である。


「はい。シイツが〝未来を予見〟する技能自体は、今まで世に知られている一般的な知識にすぎません。シイツと同じ物が見えるならば、同じように予見出来る人間も居るでしょう。しかし、シイツの〝星読み〟は、シイツの魔法があってこそ出来る技能でもあるのです」


「……なるほど。未来を予知する魔法は持っていないが、魔法を使って他人より遥かに正確に未来を予見している理由がそれか。半分当たっているという意味、得心がいった」


グース子爵は心から納得した。ペイスの説明には、一点の不整合も無い。


覗き屋が遠くのものを詳しく見られるのは事実。ならば、遠くの星を詳しく見られるのも道理だ。星を他人より詳しく見られるならば、他の占い師よりも遥かに精度の高い占いが出来るという説明も至極まっとうな話。


未来が視られるというのが、半分事実というペイスの説明は、確かにと頷けるものだった。


「ご理解いただけて嬉しく思います」


「どうせなら、この機会に私も占っていただきたいものだが？」


ネタが分かれば、何のことは無い。単なる〝よく当たる占い〟というのなら、話のタネに自分も占ってもらいたい。グース子爵は、笑いながらそう言った。


「では、シイツを呼びましょう」


ペイスは、シイツを探す。


連れてきていたはずなのだが、渦中の人物を放っておくほど、貴族という連中はお行儀良くはない。いつの間にか、集団に囲まれてしまっていたらしい。


ペイスが見つけた時には、若い女の子に囲まれたシイツの姿があった。


「シイツ様、次はわたくしを視て下さいまし」


「あら、次は私の番でしてよ」


キャッキャうふふと黄色い声が飛び交う環境。中心に居る人物は、満面の笑みである。


「いやいや、俺の魔法も有限でして。お、坊」


中心人物がペイスに気付いた。顔はいまだにニヤニヤとしたままだ。


「何やら、ご機嫌ですね」


さっさとこっちに来いと、ペイスがシイツを手招きする。


「おっと悪いね……どうも失礼。うちの若様に呼ばれちまったもんで」


色鮮やかな集団の中を抜けて来るシイツ。周りにいた人間は、シイツを盗られて不満そうである。


「……鼻の下、伸びてますよ」


ペイスの指摘に、伸びきった鼻を隠そうともせずににやける男。


「いやあ、貴族の令嬢ってのは良いもん食ってんでしょうぜ。発育の良いこと。さっきなんてこうバインバインのが居やした。それをぐいぐいと押し付けて来るもんだから役得って奴でさあ」


悪びれもせず、役得とほざく千里神眼。


占いが好きという人間は、何故か相対的に女性が多い。それも、若い女性の方が占いに興味を持ちやすいらしい。偶にはこういう良いことがあってもバチは当たらないと、シイツはご満悦である。


「それはそうと、仕事ですよ。星占いで占って欲しいそうです」


「お、早速ですかい」


事前に、打ち合わせていたことだ。


シイツの未来予知が、実は【遠見】を使った星占いであるという証明をする。世間に流布するシイツの噂を否定しつつも、新たにモルテールン家の力となるよう利用するペイスの奇策だ。


上手く行けば、占いという、どうとでも出来る適当なもので、ザクザクと稼げるようになる。未来予知と〝誤解〟されるほどの占いだ。箔付けは完璧。自分も占って欲しいと願う人間は、少なからず出て来るだろう。


その第一号。グース子爵には、シイツも丁寧にあいさつする。


「おお、貴殿が高名な『千里神眼』殿ですか」


「そんな仰々しい呼び名ではなく、シイツと呼んで下せえ」


「そうか、ではシイツ殿、話は先ほどペイストリー＝モルテールン卿から聞いた。是非、私のことも占ってもらいたい」


「では……」


シイツは早速とばかりに【遠見】を使って空を見る。


付け焼刃の占いは、実にいい加減なものだった。


◇◇◇◇◇


「うぃ～ひっく、おぉい、今帰ったぞ～っと。ひっく」


千鳥足のシイツが、上機嫌で屋敷のドアを叩く。


モルテールン領の一等地に建つ、シイツの自宅のドアである。


「お帰りなさいませ」


「おうよ」


ドアはすぐに開けられ、住み込みで働いている下男がシイツの出迎えをする。


下男が荷物を預かったところで、ふらふらと家に入る酔っ払い。


「お帰り」


そんな酔っ払いを、お腹の大きくなっている妻が出迎える。まだ十代も前半の愛妻。それが妊娠中だというのだから、シイツは世が世なら犯罪者である。


「おう、帰けえったぞ!!」


「……お酒臭い」


「そりゃ、飲んで来たからな」


妊娠中で敏感になっている嗅覚が、夫の呼気こきから酒気を感じ取った。


おまけに、他の臭いもしっかりと分かる。


「それに……香水の匂い」


「そりゃ、揉んで来たからな」


「揉んだ？」


「俺が星占い出来るってアピールしなくちゃいけなくってよ。適当にやってたら可愛い子ちゃんたちに囲まれちまった。占ってやると、次はあたしもってなもんで、これが……」


ご機嫌な酔っ払いは、夜遅くまで心配して待っていてくれた妻に対して、要らないことまでベラベラと喋る。久しぶりに若い女の子に囲まれて酒を飲めたので、どこかタガが外れていたのかもしれない。


「そう」


そんな旦那の襟首を、妻はむんずと掴んで引っ張る。


「お、おい？　何すんだ？」


「そんなに星が見たいなら好きなだけ見ると良い」


ぽいっと外に投げだされるシイツ。

            





    
  
  




モルテールンの夜は、季節に関係なく、砂漠のように厳しく冷え込む。酔っぱらった上で外に投げ出されるなど、凍死のピンチである。


「おい、ちょ、あ、鍵かけやがって。おい、俺は主人だぞ!!　おい!!」


その日の星はとても綺麗だったと、後にシイツは語ることになるのだった。

            






あとがき






はじめに、この本を手に取っていただいた読者の皆様に対して、心から感謝したいと思います。あわせて、本を作るにあたってご協力いただいた関係者各位に対して、御礼申し上げます。






このあとがきは、まだまだ残暑の残る時に書いています。


今年の夏は、色々と災害が多く、猛暑も続いて大変でした。


特に印象的だったのが台風７号による豪雨被害。私の住む町も大概たいがいな雨でしたが、多くの地域で水害の被害に遭われたとのこと。他人事とは思えません。


早く復興してくれることを願います。かなり本気で。






それはさておき、本編では主人公に語らせることが出来なかった補足を、ここに書いておこうと思います。


具体的には「予言の20％を当てられていたらどうする気だったの？」という疑問の答えです。恐らく、この疑問を持つ読者が居るだろう、と察していますが、もしそうだとしたら、作者的にはしめしめと思うところ。ペイスの詐術に嵌められていますね。


同じシチュエーションがもしあるとするなら、詐欺師と伯爵の選択が一致する可能性は、限りなくゼロに近いです。統計的に。


何故かといえば、両者の立場の違いがあるからです。






片や、当てないと死ぬというプレッシャーの有る人間。片や、気楽に選べる人間。同じ選択肢を選ぶのは、まずありえない。


とある研究がありまして、極度に悩みまくって選択肢を選ぶ場合、ストレスが強い程〝真ん中に近い〟選択をする。無難な選択をしてしまいがちなのだそうです。


端っこってのは、結構選び辛いものらしいですよ。


伯爵は、全く逆の立場になりますから、選び辛づらそうなものをあえて選ぶ。


こういう心理戦をもっと掘り下げて書いてたら、良かったかなあとも思いますが、まあ今更ですね。






また、書籍加筆部分。シイツにスポットを当てた上で、ストーリーの補完ほかんを狙ったものです。Ｗｅｂだと「シイツの噂は結局どうなった」と質問が来そうですが、出来ればこれを読まれた方もシイツの占いについては内緒にしておいて欲しいなあと思います。ここだけの話ってやつです。


漫画も増刷となって、書籍も十一巻となったおかしな転生。


これからも引き続き、応援してくださいますようお願い致します。










平成三十年九月吉日　古流望



            





電子版特典SS

	
塩飴を崇めよ







パン焼きの日。


それは、週の内でも最も村人が楽しみにする日だ。






モルテールン領は元々貧しい土地であり、ありとあらゆるものが不足していた。


今でこそ多少は豊かになっているものの、数年前は家畜も無く、水もほとんど無く、木もまともには無い状況だった。


唯一まともに作れたのが麦だったが、これとて他所ほどに収量があるわけでもなかった。


麦も、薪も、全てが有限にして希少。無駄遣いが出来ないとなれば、効率化を図るのは為政者の当然の決断である。


パンを焼くときにも、決断は如実に反映された。村の全員分のパンを一気に、それも一週間分をまとめて焼き上げることで、麦粉の節制や薪の節約を図ったのだ。


モルテールン領では、パンを焼いて分配するのは、領主の仕事というわけだ。より具体的に言えば、領主から仕事を与えられた従士の仕事である。






「あぢい……死にそう……もう死ぬ……」






新人従士のリースが、パン焼き用のかまどの前でへたり込んでいた。


日中の日差しで目玉焼きが作れそうな時期、ただでさえ暑いのに、ガンガンに火を焚いているかまどの前で火の番をせねばならない御役目。


これはもう、少しでも先輩づらの出来る人間なら、後輩に押し付けてしまいたくなるほどに過酷なものだ。


リースがこの仕事をしているのは、勿論先輩から任されたからである。普段はサラサラとしている髪も、べっとりと汗に濡れている。






「大丈夫ですか？」


「うひゃああ」






いきなり後ろから掛けられた声に、青年は飛び上がりそうなほどに驚く。


声を掛けたのはポーラと言う名の少女。ザースデンの町娘で、年はリースより下である。ほんわかとした雰囲気の癒し系であり、美人ではないが可愛らしさがあり、どこかワンテンポずれた、庇護欲を掻き立てる立ち居振る舞いから、ジジババ世代には孫可愛がりされている。






「これ、飲んでください」






ポーラがそっと差し出したのは、革袋の水筒だった。


汗がだらだらと出っ放しだった青年は、受け取るとそのまま水筒に口を付けて飲む。たっぷり二リットルは有りそうな水筒だったが、ごくごくと嚥下するリースの腹に、そのまま収まる勢いだ。






「うまい!!」






身体は、当人が思っていた以上に水分を欲していたらしい。あっという間に飲み干したところで、やっと落ち着いたらしい青年が、自分のした無作法に気付く。






「あ、ごめん、御礼も言わずに。ありがと。助かったよ」


「ううん、あたしも言われただけだし」


「言われた？　誰に？」


「ペイストリー様。ネッチュウショウにならないように、持っていけって言われたの」


「そっか。よく分からないけど、持って来てくれたことにはやっぱり御礼を言うよ」






にこりと笑顔を向けるリース。普段であれば、彼のスマイルは初心な少女を赤面させるパワーがあるのだが、残念ながら今は髪の毛がワカメ状態な為に効果はいまひとつのようだ。






「あ、それと、これも……」


「何これ？　飴？」


「これで、ネッチュウショウが防げるんだって」






少女が差し出したのは、塩飴だ。塩を練り込んだ飴で、汗で失いがちなミネラル分を補給する、熱中症対策の強い味方。


ポーラは、おっとりとした様子のままニコリと笑う。えくぼの出来たその笑顔に、リースは思わず見とれてしまった。こうかはばつぐんだ！






「それじゃあ頑張ってね」






お使いを済ませ、そそくさと立ち去る少女。


彼女から渡された飴を手にする青年は、口元がうにょんと歪んでしまう。笑いたいのを必死に堪えているからだ。リースはこんらんしている！






「この飴……食べないとダメかな？」






女の子からもらったプレゼント。


リースは、しばらくその飴を崇め奉ることとなった。
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